


















































帰宅戦争




帰りたいんだけど戦争起こしてもいい？
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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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Prologue









　───16時42分、

　めまぐるしく動いていく状じよう況きように、必死に頭を回転させながら、トランシーバーに向けて次々と声を飛ばしていく。

「織お田だ、渡わたり廊ろう下かを急いで渡り切って、すぐさま３階に上れ。後方に集団が来ている」

「はいよ、了りよう解かいっ」

「イリス、２階廊下に待ち構える敵が見える。階段を下り、１階から迂う回かいしろ」

「おっけーッス！」

　今日も、私立帝てい成せい高校では、帰宅戦争が行われている。

　俺たち帰宅同好会は、校門を突とつ破ぱすることを目指し、戦いに身を投じていた。

　敵は１０００を超こえる人員を擁ようする『青春バカ』共だ。彼らは校門を守るため、そして俺たちを捕とらえ、拘こう束そくするために、学校の敷しき地ち内をうろついている。

　俺が身を置くのは、監かん視し室だった。

　目の前には巨きよ大だいなモニターが展開されていて、校内のあちこちに設置された監視カメラから送られてきた無数の映像が、同時進行で流れている。

　モニター全体に視線を奔はしらせ続けながら、どの映像が校舎内のどの位置を映し出しているのかを把は握あくし、その情報を基もとに味方の進路を判断して、指示を繰くり返す。

　身体からだを酷こく使しする必要はないものの、集中力と判断力を駆く使しする必要があった。

「イリス、渡り廊下の前までやって来たら、いったんそこにある掃そう除じ用具入れに身を隠かくせ。

　織田、３階は安全そうだ。廊下を直進して、反対側の階段から下に下りていけ」

　２人とも返事をすると、指示に従って素す早ばやく動く。

　今回も単独行動だ。俺は指示役に徹てつし、織田は２年生校舎、イリスは３年生校舎に侵しん入にゆうしている。それぞれの校舎の玄げん関かんからロビースペースに出て、インフォメーションギャラリーを突破し、校門を目指すという段取りだった。

「ふぅ……」

　少し息を吐はき、椅い子すに座り直す。緊きん張ちようのせいか、てのひらにじっとりと汗あせをかいていた。

　ポケットからガムを取り出し、口に投げ入れる。モノを嚙かんでいると、緊張がほぐれる効果があると聞く。

「センパイ。この戦い、負けられないッスよ。今こそ、『漢おとこ』を見せる時ッス」

　様々な策を実行するための道具が入った、身体よりも大きなリュックを背負ったイリスが、廊下を走りながら、無線越ごしに力強く言った。

　すると、頭に包帯をぐるぐる巻きにした織田も続く。

「今は３人しかいないけど……不思議と負ける感じがしないね、今日は」

　それに、俺ははっきりと頷うなずいた。

「あぁ。俺たちは絶対に勝つ」

　この戦いに負ければ、帰宅同好会は終わりだ。やってきたこともすべて無む駄だになる。かなりの緊張感があるが、状況は好調だった。

　校門に向け、確実に前進している。

　味方はたったの数人だ。敵の数は桁けたが３つも違ちがう。けれどもそれがどうした。記録的大勝利を果たすためには、何があっても第一に、諦あきらめないことだ。

　諦めては、いけないのだ。

　帰宅部設立の悲願を果たすため。

　そして、彼女を救い出すために───

















First Stage　危機









　そこは───剣けんと魔ま法ほうの世界。魔物の徘はい徊かいする中世の街。

　俺は数人の冒ぼう険けん者しやを背に従え、黄昏たそがれ色に染められた景色の中をぞろぞろと歩いていた。

　残存する体力は心こころ許もとなかったが、心は悠ゆう々ゆうとしたものだった。

　ちょうど、戦争───『ギルド間戦争』を終えたところだった。

　かなり気分が良い。なんせたった数人で、１００人以上の冒険者を擁する大規模ギルドを壊かい滅めつさせるという、記録的大勝利を果たしたのだ。

　しかしこれは、決して偶ぐう然ぜんではない。どれだけ数に差があろうとも、圧あつ倒とう的な知識と経験に基づいた精せい緻ちな戦略さえあれば勝てる。それを証明したに過ぎない。

　圧倒的な知識と経験。敵の動きを予測し、戦略を組み立て、味方を駒こまとして動かす力は、全すべてそれに基づいている。『冒険者』になって１年。とうとう俺は、ここまでやり遂とげられるようになってしまった。

　俺の名は今、広く知れ渡り始めていた。この世界で、最も警けい戒かいすべき者の一人として。───近く『神』になり得る者として。

「…………フッ」

　ニヤリ、と笑えみが漏もれた。と同時に、ふわ、と欠伸あくびも漏れた。

　乾かん燥そうした目に、涙なみだがじわりと染しみ込んでいく。指の付け根で擦こすった。

　……今、何時だろう。

　ふと気になった。

　剣と魔法の世界から、意識を切り替かえる。───具体的には、身に着けていたヘッドホンを外し、目の前のディスプレイから視線を外した。

　……真っ暗だった。

　黄昏なんぞとうに過ぎて、夜になっていた。

　パソコンの稼か働どう音が、静せい寂じやくの中で微かすかに鳴り続けている。

　部屋の時計を見やる。真っ暗だったが、ディスプレイの光に照らされて、針の位置がぼんやりと読み取れた。

　20時45分。

　再び欠伸が出た。あるいはそれは、ため息だったかもしれない。

　16時くらいに帰宅してから、ぶっ続けでパソコンと向き合い続けていた。

　プレイしていたのは、とあるネットゲームだ。オンラインで繫つながった他のプレイヤーたちと共に、自由に冒険しながら装備を作ったり強化したりしていくＭＭＯＲＰＧである。１年前、発売と同時に購こう入にゆうしたのは興味本位だったはずだが……ハマり過ぎていつの間にか『神』の一歩手前である。

　今日はもう切り上げなくちゃいけない。明日あしたも学校がある。山のような宿題もある。それらをこなすことは、俺が普ふ通つうの学生として過ごすための最低限のラインだ。そこは外れたくない、と思う。

　しかし、ネトゲに割さく時間は日々長くなってしまっていた。中毒になりつつあるという自覚があるが、どうしてもやめられないのだ。それだけの魅み力りよくが、ネトゲにはあった。

　何がいいって、世界観というか、その世界を成り立たせているシステムが良い。

　まず、努力は確実に実みを結んでくれる。基本的に、プレイ時間が増えればそれだけ強くなっていく。中には課金によってさっさと強くなる人もいるが、それも相応の対価を払はらっているという点で、一つの努力の形だと言える。

　また、この世界にいる俺は、現実を生きる俺とは無関係のキャラクターだ。顔も素す性じようも明かす必要はないし、偽いつわってしまってもいい。俺以外のみんなもそうだ。ここでの人間関係はそれを前提にしているから、気軽でさっぱりとした付き合いができるのだ。ギルドメンバーとの関係は、高みに登るための同盟に過ぎない。だから、強ければ強いほど敬意が払われる。実にシンプルで、合理的だ。

　ネトゲの中に展開される世界は、現実よりもずっと〝正しい〟世界だ、と思う。

　そこで、部屋のドアが叩たたかれた。

　コンコン、ガチャ（同時）

　妹が顔を出し、真っ暗な室内に顔をしかめて無ぶ遠えん慮りよに電気を点つけた。

　パチリ。蛍けい光こう灯とうの真っ白い光が、室内と俺の姿を明るくさらし出す。

「お兄ちゃん、またパソコンゲームやってるの。よく飽あきないね」

　怪け訝げんな顔つきをして、そう言われた。

「……ノックの後は最低３秒置けと言ってるだろ」

　蛍光灯の眩まぶしさに目を細めながら、言い返す。

「それよりも、夕飯できてるから、さっさと来てよ」

　一方的にそれだけ言って、くるりと背を向け、たたた、と走り去って行く妹を見送る。

「…………」

　……相変わらず、人の話を聴きかない奴やつである。

　リビングに下りて行って、既すでに夕飯が並べられたテーブルの席についた。

「いただきます」

　我が家では妹の意向によって、食事中でもテレビが付けっぱなしにされることになっている。今日も妹は音楽番組を横目で眺ながめながら夕飯を食べていた。

　普ふ段だんは今売れている何組かのアーティストが登場する番組なのだが、今回は特別回のようで、様々なアーティストの昔のライブ映像が、ランキングと共に流されていた。

「この子、超ちよう可愛かわいいねー。今のわたしと同い年くらいの時の映像？　同じクラスにいたら、わたしのポジション取られちゃうな」

　妹がむぐむぐしながら言った。口の中にものを入れたまま喋しやべるなよ。

「お前のポジション？」

「クラスのアイドル的存在って意味」

「あ、そう……」

「信じてないでしょ。わたしの魅力に気づいてないの、きっとお兄ちゃんだけだよ」

　ぶすーっとした妹の顔から、テレビ画面に視線を移す。

　曲にも、歌っている女の子にも覚えがあった。３年くらい前に上映された映画の、主題歌になった曲だ。歌手を声楽家の子供が担当して、大きな話題になった。

　改めて見ると、女の子は確かに可愛いし、歌の実力も大人のアーティストに負けないくらいにうまい。当時、『天才声楽家』として話題になっていたのもわかるような気がした。

　画面の下に表示された名前を見る。ああ、そういえば椎しい名なリンカって子だったか。

「この子、今はどうしてるんだろ。後でネットで調べてみよっかな」

　妹は新しい発見をしたように面おも白しろそうな顔をしているが、俺からすれば、自分と無関係の人に対してよくもそこまで興味が持てるものだと思う。

「……ごちそうさま」

　あぁ、もうじき今日が終わる。そして、くだらない明日が待っている。




　　　　☆




　校舎の３階、教室の窓まど際ぎわにある自分の席からは、空がよく見える。

　いつからだったろうか、ずっと曇くもりが続いていて、分厚い雲が空全体を覆おおってしまっていた。

　太陽の光は遮さえぎられ、地上まで届いてこない。そのせいだろうか。

　───今日もセカイは灰色だ。

「太た郎ろう、おはよー」

　頰ほお杖づえをついてぼんやりしていると、俺の名を呼ぶ柔やわらかい声がして、肩かたに手が置かれた。

「んぁ、」

　……振ふり返ろうとすると、頰に指先がぐにっと刺ささった。

「えへへ」

　クラスメートのひなぎくが、首を傾かたむけて俺の顔を覗のぞき込み、悪戯いたずらっぽく笑った。

「ごめんごめん。でも、つまらなそうな顔して窓の外見てるから」

「窓の外に面白いモノも見えないからな」

　頰杖をつき直し、いつもの体勢に戻もどる。

「あ、また窓の外の方見てー。ねぇ、太郎って外の景色眺めるのが好きなの？　それとも教室内に興味がないの？」

　ひなぎくはしゃがみ込むと、両りよう腕うでを組んで俺の机にのせた。視線を向けると、彼女の黒ぶちの眼鏡めがねと、その奥の、上目づかいに覗く瞳ひとみがすぐ目の前にあった。

　……顔近いって。

　彼女───橘たちばなひなぎくは、言うなれば俺の幼おさな馴な染じみというやつである。

　無防備な顔の近さとは裏腹に、今日も彼女は完全防備という感じだ。クリーム色のカーディガンから覗く制服のシャツには皺しわひとつなく、スカートにもまったく乱れがない。ふんわりしたショートカットをして、黒ぶち眼鏡（勝手にトレードマークだと思っている）をかけていて、毎日外見に少しの変化もない。

　そして見た目の通り、中身も超優等生の女子だった。入試成績は学年トップだと聞く。

　俺はひなぎくの問いに答えず、かわりに頰杖をついたまま教室内に顔を向けた。

　教室内は妙みような緊きん張ちよう感に包まれていて、みなそわそわと落ち着きがない。互たがいが互いを探さぐり合っているような雰ふん囲い気きだった。それもそのはず、まだ入学式から幾いく日にちも経たっていないのだ。ここは、新しく始まった高校生活に、期待と不安がごちゃまぜになった空間だ。

　話し相手ができず一人で過ごしている者や、新しくできた友達とお喋りを楽しむ者。俺とひなぎくのように、元々知り合いで一いつ緒しよにいるパターンはどうも少なそうだ。ここ、私立帝てい成せい高校には日本全国から学生たちが集まっていると聞く。だからかもしれない。

「あっ」

　ひなぎくが、何かに気づいたように小さく声を漏らした。見ると、ちょうどひとりの女子生徒が教室内に入ってくるところだった。

　その時───驚おどろきにも似た感情を覚えた。

　特別、ハデな外見をしているわけではない。けれども無意識に視線を奪うばわれた。ひと目見た時、周囲とは違ちがう人種のような……どうかと思う譬たとえだけれど、まるでどこかの姫ひめ様が、庶しよ民みんに紛まぎれて現れたような、そんな印象を受けたのだ。

　どう見たって美人だ。しかしそれ以上に、纏まとうオーラが異質だった。

　途と端たん、彼女の周りに、わあっと生徒が群がる。まるで芸能人にファンが集まっているように、彼女を取り囲む輪が作られた。

　人ごみの隙すき間まからちらちらと覗く、その姿をじっと見つめる。彼女は、長い黒くろ髪かみに青いカチューシャのリボンを付け、人形みたいに綺き麗れいに整った顔立ちに上品な笑みを浮うかべながら、楽しそうに談だん笑しようしていた。

　何故なぜだろう？　どこかで見たことがあるような気がしてならない。

　ひなぎくが俺の腕うでを肘ひじで小こ突づいた。

「やっぱり、太郎も好きなんだ」

「な、何が？」

「彼女のこと。興味しんしんって感じで見てるもん」

　ちょっと膨ふくれている。

「まさか、そんなわけないだろ。あんな子が同じクラスにいたことも知らなかった」

「えぇ!?　それ、本気で言ってるの？」

「お、驚きすぎだろ」
















　ひなぎくは信じられないという顔をして俺を数秒見つめた後、首を横に振りながら、呆あきれたため息を吐ついた。

「太郎、本当に周囲のことに興味がないんだね。何日も前から、彼女の話題でクラス中どころか学校中で盛り上がったのに」

「……どういうヤツなんだ、あいつ？」

「彼女ね、椎名凛花」

　───カチリ、と頭の中でピースがはまった音が聞こえた気がした。

「ウソだろ……『椎名リンカ』？　あの、天才声楽家の」

　ちょうど、昨日の夜もテレビで見た。３年くらい前に上映された映画で、主題歌の歌手を担当した少女。確かに、言われればそうとしか見えない。

　当時、アイドルでもないのにその歌声と容よう貌ぼうから、日本中で爆ばく発はつ的な人気が出た。その後は、海外に活かつ躍やくの場を移したとかなんとか聞いたが。

「高校生になった椎名凛りん花かが、わたしたちと同じ帝成に入学して、同じクラスにいるんだよ。まさか、さすがの太郎でも知らなかったとは思わなかった。今や学校のプリンセス扱あつかいだよ、彼女」

　学校のプリンセス、か……同じクラスにいたのに気づかなかったのか、俺。

「はあ……でも、すぐ近くにいると引け目を感じてしまってなんとなく嫌いやだなあ。全国的に有名な天才声楽家で、あんなに綺麗で、性格もいいんだもん。完かん璧ぺきすぎだよね」

　ひなぎくは首を横に振りながら、今度は虚むなしいため息を吐いた。

「はい、みなさん席についてください。ホームルームを始めますよ」

　教室の扉とびらがガラリと開いて、クラス担任の先生が入ってきた。

　各おの々おの思い思いに過ごしていた生徒たちは、大人しくさっさと席に着く。入学直後の生徒たちに、先生への反はん抗こう心しんは存在しない。

「では、出欠確かく認にんしていきますので、呼ばれた人は返事してください」

　淡たん々たんとした事務的な声で、先生は出席番号順に生徒の名前を読み上げていく。

　我らが１年２組の担任、姫ひめ川かわ子こ夏なつ先生は、皆みなに「子夏ちゃん」と呼ばれる若い女教師だ。

　外見は可愛らしく、生徒なのか教師なのかわからないくらいだが、中身はあまり若さを感じさせない人だ。いつも眠ねむそうな表情をしており、基本的に何事にも無気力で、色々な苦労を背負ってきた大人の雰囲気を醸かもしている。

　風の噂うわさで聞くところによれば、最近、ずっと付き合ってきた彼氏にフラレたのが原因だとか。噓うそだか本当だか知らないが。

「───佐さ藤とう太郎くん」

　気を抜ぬいていた俺は、名前を呼ばれ、慌あわてて「はい」と返事をした。

　……さて、出欠確認が滞とどこおりなく終わると、次は先生による事務連れん絡らくだ。

　入学したてのこの時期は、学校のルールや重要な行事の連絡について毎日のように話があるので、しっかりと身を入れて聴きいておかないといけない。

　子夏ちゃんは手元のプリントをガン見しながら棒読みで連絡を始めた。

「本日から、部活動の体験入部と、先せん輩ぱいたちによる部活勧かん誘ゆうの期間が始まります」

　突とつ然ぜん、教室の前の方で、よっしゃー、と誰だれかが歓かん声せいをあげた。もう、はやく部活がやりたくてたまらなかったようで、嬉うれしいんだろう。

　しかし、歓声をあげたのは彼だけではなかった。それに続くようにして、みな嬉しそうに顔をほころばせ、やる気をみなぎらせた声をだし、立ち上がり、ガッツポーズが炸さく裂れつし、拍はく手しゆが巻き起こり、勢い余って抱だき合う者たちもいた。

　俺も隣となりの席のイガグリ頭の男子からハイタッチを求められたので、ははは、と無理やりに不自然な笑え顔がおを作り、手のひらを合わせてやった。

　どっかんどっかん、あちこちで爆発が起きているみたいだ。教室内は熱気に包まれた。

　俺は口をあんぐりと開けたままで、ぽかんとしてしまう。

　……こいつらにとって、部活の体験入部スタートってそんなに嬉しいものなのか。

　今まさに、帝成高校の校風というヤツを目まの当たりにしているようだった。

　先日行われた入学式で、やたらキラキラした目つきで、校長が語っていた。

『我が帝成高校の歴史は、部活動と共に歩まれてきました。我が校は、あらゆる大会やコンクールで優勝経験を持っています。部活動強きよう豪ごう校として知名度と実績を積み上げ、今や日本でも屈くつ指しのブランド価値ある学校となりました。

　従って、どの部活も全国トップを目指すことが義務付けられております。「生徒全員が全身全ぜん霊れいで青春する」ことが校訓であり、皆それに大いなる誇ほこりを持っておるのです。要するに教師も生徒も「青春バカ」であると、こういうことですな！　ハッハッハ!!』

　教師も生徒も、この学校の人たちはみんな気持ち悪いくらいに目が輝かがやいている。熱くて、何かに飢うえている。感じたのは恐きよう怖ふだった。子夏ちゃんを見たとき、この学校で初めて俺と同じ目をした人に出会えた喜びを感じたものだ。

　まるでこの学校全体が、何かの新興宗教に憑とりつかれているかのようだ。まったくもって馬ば鹿からしい。俺は、高校生活にそんなものを求めてはいない。

　どうしてこんな高校に入学してしまったのか。中学３年の時に担任教師が「推すい薦せん枠わくをやるから」と話をもちかけてきて、受験勉強をせずに済むならと、何も考えずに頷うなずいてしまったのが原因だ。まぁ、つまるところ、自分が悪かった。

　しかし今振り返ると、あの担任教師は、俺に再び部活をやらせるために帝成の推薦枠を提供してきたのではなかろうか。もしそうなら、あまりにも余計なお世話だ。俺は決して、この学校の『青春バカ』たちのようにはならない。

「部活動の本登録は約３週間後の４月30日になります。それまでに各自、体験入部をしながら入りたい部活を決めて、入部届を出すようにしてください」

　部活なんて俺には関係ない話だ。そう思って、先生の話を聞き流そうとした。

「なお、学校の校則上、全員必ず何らかの部活に所属してもらうことになります」

　───ちょっと待て。

　勢いよく子夏ちゃんを振り返る。相変わらず無気力な顔をした子夏ちゃんと目が合った。

「ん、どうしましたか、佐藤くん。怖こわい顔をして」

　クラスメートの注目が俺に集中する。

「そのー……放課後に用事がある人もいるんじゃないですか。例えば、家が貧びん乏ぼうで生活のためにバイトしなければならなかったりとか」

　俺の場合、バイトもしていなければ貧乏でもなく、することと言えばネトゲなのだけど。

　遠えん慮りよがちに訊きくと、子夏ちゃんは手元のプリントに目を落とし、相変わらずの棒読みで、

「活動日は部活によって様々ですので、放課後の用事と被かぶらないような部活を選ぶようにしてください。また、特別な理由によって部活動への参加ができない生徒は、理由とその証明になるものを担任の教師に提出するようにしてください」

　こういった質問は想定されていたものなのか、プリントに書いてあったらしい。マニュアル通りの対応をされてしまった。

　しかし、それでハイそうですかと言えるわけもない。

「……正直どの部活にも興味が持てなくて、帰宅部希望なんですけど、俺みたいな人は」

　子夏ちゃんは再び手元のプリントに視線を落とした。

「えーと……今は興味がなくても、やっていく内に熱中していくはずです。何事もそういうものです。ですから、とりあえず、何らかの部活に所属してもらうことになります」

「……やってみて興味持てなかったら、幽ゆう霊れい部員になってしまう可能性もありますよね」

「ゆうれいぶいん、ゆうれいぶいん……あ、ここか。なになに、幽霊部員はクラス担任に報告がいきます。え」

　子夏ちゃんは顔を上げてキッと俺を見た。

「私が怒おこられちゃうかもなんで、絶対ダメです」

　私的利害には厳しいらしい。

　そんなわけで、結局俺の抗こう議ぎは取り合ってもらえず、ひとりで空気読まずにいるのもクラスメートに悪いので、「わかりました」と言って一いつ旦たん引き下がることにしたのだった。

　……『生徒全員が全身全霊で青春する』のが校訓だとしても、部活動が強制なんて。

　その後、子夏ちゃんは次の連絡に移り、『同好会』についての話を始めたが、まぁ要するに部活よりもユルい感じで活動する同好会というものがあって、余よ裕ゆうのある人は部活にプラスアルファで入ってもいいですよ、ということだった。

　部活だけでも勘かん弁べんなのに、さらに掛かけ持ちしようだなんて思うわけがない。今度こそ先生の話を聞き流した。

　───今日もセカイは灰色だ。




　ホームルームでは引き下がったものの、俺は部活動強制所属のルールに納なつ得とくしたわけではなかった。だから、一日悶もん々もんとした気持ちで過ごし、放課後を迎むかえることになった。

　たまたま今日は日直当番だったので、学級日誌なるものを書いて職員室の子夏ちゃんの机まで提出しに行かなくてはならなかった。

「失礼します」

　職員室の扉を開けて中に入ると、思いがけずにけっこう閑かん散さんとしていた。

　けれど、子夏ちゃんは職員室にいた。ぐだっと椅い子すに腰こしかけながら、だらだらとパソコンを弄いじっている。この人姿勢悪いな。
















「子夏ちゃん、学級日誌出しにきました」

「姫川先生と呼んでください。特に職員室では」

　もー、と呆れたように怒って、俺から日誌を受け取る。

　よし、これで任務完かん了りよう。さっさと帰宅しよう。

「じゃあ、失礼します」

　軽く頭を下げて、職員室から出て行こうとすると、

「……ちょっと待ちなさい。佐藤くん、これはどういうことですか」

「え、何か問題ありましたか」

「問題ありまくりです。なんですこれ」

　子夏ちゃんは日誌の俺の担当した部分を開いて、突つきつけてきた。

　担当者：佐藤太郎と書かれたページの文章欄らんには、




　今日は特に何も書くことのない、平へい凡ぼんな一日だった。かしこ




「今日一日をわかりやすく簡潔にまとめたつもりなんですけど。先生も忙いそがしいでしょうし、読むのに時間をかけずに済むように」

「理由をこじつけて手て抜ぬきをしないでください。ページ、真っ白じゃないですか。あと、かしこの使い方が著いちじるしく間ま違ちがっています。かしこは手紙に書く言葉です。しかも女の人が使う言葉です」

「そういうものなんですか、かしこ。……いや、でも本当に書くことなかったんですよ」

「それなら、最近見たニュースに関して、自分の意見を述べた内容でも可とします」

　最近見たニュースか……。

「そういえば今朝のテレビで、近年、未み婚こん率が大おお幅はばに増加しつつあるって聞きました」

「いてこましますよ？」

　急に大おお阪さか弁べんになった。かなり目が怖い。

「き、訊かれたことに答えただけじゃないですか」

「もう……まったく、佐藤くんはどうしようもない生徒ですね」

「はぁ。そうですか？」

「そうです。この日誌もそうですけど、何事にも不ふ真ま面じ目めで無気力ですよね。もうちょっと頑がん張ばりましょうよ。ほら、先生だっていろいろ頑張ってるんですから」

「はぁ。…………え？　先生、頑張ってるの？」

「なっ。素すで驚おどろかないでください、舐なめてるんですか。こちとら社会人２年目ですよ。周りは年上の先生ばっかりですから、いろいろ仕事を押し付けられて大変なんです。例えば最近は、若いんだから何か部活の顧こ問もんやれってうるさいんですよ」

「顧問、やりたくないんですか？」

「やりたくないに決まってるじゃないですか。顧問って本当に面めん倒どうくさいんですよ。しかもほとんどノーギャラだし」

　なんか、仕事の生々しい話を聞かされちゃってる俺。

　そんな暴走気味の子夏ちゃんと話していると、職員室に誰か生徒が入ってきた。

　それは───椎名凛花だった。

　椎名は室内を見回した後、子夏ちゃんと俺のいるこちらに向かって歩いてきた。

　彼女がすぐ近くにやってきた時、ふわり、とフローラルの香かおりがした。

「……姫川先生」

　椎名は澄すんだ声で、遠慮がちにそう言った。子夏ちゃんに何か用事があったらしい。

「どうしましたか、椎名さん」

「ちょっと、部活についての相談に来たんですけど。お話し中のようでしたら……」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。こっちの方は大した用じゃないので」

　答えて、俺の方を向く。

「では、佐藤くんは結けつ婚こん相手を探す方法について、意見を書いてからまた来てください」

　そう言って、ぽんと日誌を渡わたされた。

「いやいやいや、ちょっと待ってくださいよ」

　しかし俺は立ち去らなかった。

「ほら、今……椎名さんの口から、『部活についての相談』と聞こえたので」

「はぁ？」

「俺、ホームルームで言ったじゃないですか。帰宅部希望なんです。部活についての相談なら、俺もいれて欲しいなぁって」

「しかし、佐藤くんには帰宅部も幽霊部員もダメだと既すでに言ったはずです」

　すると、椎名は口を開き、

「すみません。私も佐藤さんと同じ、帰宅部希望なんです」

　……そうして、椎名は相談を始めた。

　話を要約すると、彼女は複雑な事情を抱かかえており、放課後学校に残っているのが難しいらしい。そのため部活動への参加義務を免めん除じよして欲しいのだが、厄やつ介かいなことに、その理由の証明となるものを用意することができないのだという。

「なんだか話がぼんやりしてますが……証明は、どうして用意できないんですか？」

　子夏ちゃんが訊たずねると、椎名は困ったように俯うつむいて、

「それは……どうしても、話すことができないんです。何しろ、抱えた事情が複雑で」

　なるほど、これは難しい。

　しかし、今はどうだか知らないが、少なくとも数年前まで椎名は天才声楽家として名を馳はせていた著名人だ。俺たち一いつ般ぱん人じんに話せない事情というのもありそうである。

　俺は思し索さくして、椎名の味方をすることにした。

「子夏ちゃん、認めてあげるべきです。誰だれだって、どうしても他人には言えない事情っていうのはあるでしょう」

　───椎名が助けられたような表情をして俺を見た。

「姫川先生と呼びなさい。それに、佐藤くんの魂こん胆たんは見え透すいています。それを認めたら、佐藤くんが同じことを主張した時に拒きよ否ひする説得力が失われてしまうでしょう」

　───椎名が裏切られたような表情をして俺を見た。

「ちょ、こな、姫川先生。まるで椎名さんを利用しようとしたような言い方しないでくださいよ。じゃあ、これならどうですか。正式な部活として、帰宅部を設立するんです」

「……帰宅部を設立？」

「そうです。そうだ、子夏ちゃん、部活の顧問押し付けられそうって話してたじゃないですか。帰宅部の顧問になっちゃえばいいんですよ。何の仕事もいらないし楽でしょう」

「帰宅部……顧問……」

　なんと、子夏ちゃんが揺ゆれている。そんなに部活の顧問やりたくなかったのか。

　しかし、我を取り戻もどしたように首を振ふって、それを否定した。

「ダメですよ。そもそも、正式な部活というのは、まず同好会からスタートして、そこから昇しよう格かくして設立されるものなんです」

「じゃあ、同好会をつくりますんで、先生、昇格させてください」

「そんな簡単なものではありません。昇格のためには、活動成績を残し、学校側にそれを認められなければならないんです。帰宅の同好会にどんな成績が残せるんですか」

「あー……帰宅の……せい、せき？」

「そんなバカな話があるわけないでしょう。しどろもどろになってるじゃないですか」

　うーん。にっちもさっちもいかなくなってきた。やっぱり無理なのだろうか。

　───諦あきらめかけた時、俺たちの横から神の一声が聞こえた。

「ハッハッハ！　いやいやぁ、認められないこともないと思うがねぇ」

　声こわ色いろは神っぽくなかったが。居酒屋帰りのオヤジみたいな声をしていた。

　振り向くと、子供みたいな笑えみを浮うかべた禿はげ頭のおじさんが、腕うでを組んで立っていた。

「こ、校長先生」

　子夏ちゃんが驚いてそう言った。それで、そう言えばこの人が校長だったと気づいた。

「すみませんな。盗ぬすみ聞きさせてもらってたんですがね、面おも白しろい話をされているようで」

「認められないこともないって、どういうことですか？」

「そりゃあ、帰宅するだけだって、学校に認められるような成績を残すことはできるって話ですよ。……特に、この時期は、な」

「……まさか」

　子夏ちゃんが何かを閃ひらめいたように息を吞のんだ。しかし、俺にはさっぱりわからない。

「いやぁ、なんだか面白いことになりそうですな！　ハッハッハ！」

　校長は何がおかしいのか、身体からだをのけぞり、豪ごう快かいな笑いを爆ばく発はつさせていた。

「あのー、つまり、どういう話ですか？」

　子夏ちゃんに要約を求めた。しかし、返ってきたのは、

「帰宅部の件に関しては、私の方で職員会議にかけておくことにします。もしかしたら、佐藤くんの言ったことが実現するかもしれません」

「そ、そうなんですか……？」

　そうして、結局話が見えないまま、この話は終わることになった。

　校長はくるりと背を向けて歩いて行ったが───去り際ぎわに見えた彼の目が、気持ち悪いぐらいにキラキラと輝かがやいていたのが不気味だった。

「ありがとうございます。助かりました」

　椎名と一いつ緒しよに職員室を出た後、彼女はそこで立ち止まって、礼を述べてきた。

「いや、別に俺は何もしてないけど」

「いいえ。もしあの場所に佐藤さんがいなかったら、私はほとんど相手にされないまま、話を却きやつ下かされていたと思います」

　彼女と目を合わせて会話するのは初めてで、何故なぜだか妙みように緊きん張ちようしてしまった。

　別に椎名に気があるわけじゃない。うん、そのはず。けれど、どうしても意識してしまうのは、椎名凛花という人間の持つその雰ふん囲い気きのせいだろう。彼女が目の前にいることに現実感がなくて、まるでふわふわと夢でも見ているような気分になるのだ。

「では、私はこのまま帰宅しますね」

「あぁ、じゃあ……さようなら」

　礼れい儀ぎ正ただしく頭を下げて、背を向ける彼女。たったそれだけのことでも上品さが表れるんだなぁと思いながら、俺はぎこちなく手を振った。

　と、去りかけた椎名が振り返った。

「帰宅部、うまくいくといいですね」

　そう言って、にっこりと愛あい嬌きようのある笑顔を向けてきた。その顔があんまり可愛かわいらしくて、不覚にもドキッときてしまった。

「…………っ」

　彼女が廊ろう下かの角を折れて見えなくなるまで、身体は硬こう直ちよくしていた。

　それから俺は一いつ旦たん教室に戻り、学級日誌に『結婚相手の探し方』をガーッと書き（ネットでテキトーに調べた）、再び職員室に行って提出した。子夏ちゃんから「なるほど……これは興味深いかもしれません」と納なつ得とくを得たので、ようやく帰路につくことができた。




　通学鞄かばんを背負って階段を下り、下げ駄た箱ばこで靴くつに履はき替かえ生徒用玄げん関かんを抜ぬけた。校門に向かう道を歩く。いや、歩こうとすると───目に飛び込んできたのは異様な光景だった。

「な───」

　俺の通う私立帝成高校には、ユニークな構造をした施し設せつがいくつもある。

　その内の一つが、校舎と校門を繫つなぐ、やたらに長くて広い一本道の通路である。

「インフォメーションギャラリー」という名めい称しようであり、それぞれの学年や部活動、委員会などの掲けい示じ板ばんが置いてあって、登下校時にはここで自分に関係する掲示を確かく認にんしていくという目的の施設のはずだった。

　それなのに。インフォメーションギャラリーは、今、無数の生徒で溢あふれかえっていた。

　何が行われているのか、ひと目見てわかった。

　先せん輩ぱいたちによる、部活動勧かん誘ゆうだ。各部の新入部員をゲットするための壮そう絶ぜつな戦いである。

　みな、もみくちゃになって新入生を取り合っている。それはもう、暴力でしかない。新入生は何が何だかわからない様子で、巨きよ大だいな波に吞みこまれるようにして捕ほ獲かくされ、先輩たちにそれぞれの場所に運ばれていく。きっと、体験入部に連れて行かれるのだろう。

　怒ど号ごうのような勧誘の声と群衆の蠢うごめき。熱気がこもって凝ぎよう縮しゆくされている。

　何だ、これ。とてもここを抜けられる気がしない。

　椎名も、彼らに捕つかまったのだろうか。いや、捕まったんだろうな。

　しかし、いつまでも立ち止まっているわけにはいかない。

　俺は、ネトゲをやりに帰るんだ。帰らなければ。強い決心と共に、一歩足を踏ふみ出した。

　一いつ瞬しゆんのことだった。

　俺という新たな獲え物ものに気づいた先輩たちが、わぁっと襲おそい掛かかってくる。物もの凄すごいスピードだ。無数の手が俺に向かって差し伸のばされる。それは、まさに人の波だった。俺という存在ごと吞み込んで、その身体の一部にしてしまおうとするような。

　そこで、何故だか校長の声が思い出された。

『帰宅するだけだって、学校に認められるような成績を残すことはできるって話ですよ。……特に、この時期は、な』

　思わず目を瞑つぶった。そして、叫さけぶ。

「帰宅部希望なんですっ!!」

　果たして、俺の言葉は彼らの耳に届かなかった。

　そこで、意識は途と切ぎれる…………。




　……目が覚めた時、視界には真っ暗になった空が広がっていた。

　地べたの上で眠ねむってしまっていたようだ。身体を起こすと、全身に筋肉痛が奔はしった。

　とてつもない疲ひ労ろう感に包まれていて、頭がふらふらする。うまく物事が考えられない。

　自分の荷物は足元に無造作に置かれており、俺自身は体育着を身にまとっていた。

　ここはどこで、何をしていたんだっけ。よく思い出せない。けれど、おぼろげな記き憶おくが残っていて、それを辿たどっていくことで、何となく今の状じよう況きようが理解できた。

　部活勧誘に捕まり、何らかの体験入部に参加させられていたんだ。そして先輩たちに解放された後、あまりの疲労で地面に倒たおれ、そのまま少し眠ってしまっていたらしい。

　よくわからんが、とにかく疲つかれてしまった。まったく酷ひどい目にあった。

　周囲に生徒の姿は見えず、静まり返っている。もうみんな帰ってしまったのだろう。

　俺も帰ろう。しかしその前に、制服に着替えなくちゃいけないな。更こう衣い室はどこだったっけ。重い身体をひきずって歩き、更衣室を探す。

　その時、ふと───どこからか、歌声が聴きこえてきたのである。

　思わず立ち止まって、耳をそばだてた。

　一瞬、幻げん聴ちようだと思った。天使か何かの歌声だと感じたからだ。それくらいに透き通っていて、美しくて、儚はかない感じがした。

　真っ暗な景色と静せい寂じやくの中で、歌だけが遠くに響ひびいている……。その状況が、俺を幻げん想そう的な気分にさせたのか。あるいは、とてつもない疲労感のせいなのか。

　導かれるようにして、その歌声の聴こえる方へぼんやりと進んでいった。

　月明かりを頼たよりに、体育館の中に入っていく。入り口を曲がったところに、部屋がある。そこには、『更衣室』と書かれたプレートがつけられていた。

　……歌声は、この中からしているらしい。

　それにしても俺は、もともと何を探していたんだっけ。それすらよく覚えていない。

　まぁいいか、と思って、更衣室の中に入っていった。

　狭せまい通路を抜けると、視界が開けた。

　ロッカーに囲まれた、部屋の片かた隅すみに───彼女はいた。

　向こう側を向いて、歌を口ずさんでいる。その歌声は、間ま違ちがいなく先ほどから聴こえていたものだ。

　その場に突つっ立ったまま、彼女の歌に耳を傾かたむけ続けた。

　聴き惚ほれる、ということを、人生で初めて体験していた。

　そういえば、と彼女の格好に気がつく。

　綺き麗れいなからだつきをしているのが、後ろ姿からでもはっきりと見てとれた。ずいぶん長い髪かみの間からは、身に着けた下着が覗のぞいていた。

　女の子の。

　下着が覗いていた。

　荷物をぽとりと落とした。

　ふわふわした気持ちが一瞬で醒さめ、硬直した。同時に、彼女がこちらを振り向いた。

　───あろうことか、椎名凛花だった。

　時がぴたりと止まった。突とつ然ぜん、あらゆる物音が聞こえなくなった感覚。思考も停止した。

　互たがいに、相手を見つめたまま動かない。否いな、動けなかった。まるで刀を突きつけ合い、決けつ闘とうをしているかのように、迂う闊かつに動けば殺されるような緊きん張ちよう感があった。

　一筋の汗あせが、静かに頰ほおを流れ落ちた。

　下着姿の椎名が、わなわなと震ふるえながら、人差し指をゆっくりと俺に向け、なんとか口を動かして、掠かすれた声で言った。

「な、な、な、なんで佐藤くんが、ここにいるの……？」

「なんで……って……そりゃ……」

　必死に思考を取り戻もどす。

「そ、そうだ。ここって、更衣室だよな？」

「女子、更衣室……だけど」

　……女子更衣室、だったんだ。

　どうしよう。椎名はまるで性犯罪者を見るような目つきをしているじゃないか。いや、今の状況を冷静に考えてみろ。俺は性犯罪者以外の何者でもない。

　何が幻想的な気分だ。完全に頭が働いていなかったのだ。

　この膠こう着ちやく状態がいつまでも続くはずもない。椎名は今にも叫び声をあげそうな様子だ。叫び声をあげたら人が来るかもしれない。そうしたら俺、どうなっちゃうのかな。タイホされちゃうのかな。それは嫌いやだな。すごく嫌だ。それにしても、椎名の身体からだは何と言うか、とても官能的だ。モデルみたいに脚あしは長いし、肌はだは白くて綺麗だし、身体つきはいかにも女の子って感じだ。全体的にすっきりとしていながらも、発展途と上じようっぽい胸やお尻しりがすごく肉感的なのである。って、俺はこんな時に何を考えてるんだ。バカか。

　一体どうすればこの場を丸く収めることができるのか、まったくわからないが、大切なのは落ち着くことだ。そうだ、慌あわてるな、俺。慌てなければきっと大だい丈じよう夫ぶ。

　こほん、と咳せき払ばらいをした。

「いやぁ、困ったな。間違えて入って来ちゃったよ。おかげでこんなことになってるわけだけど、安心して欲しい。俺、大丈夫だから。ほんと、大丈夫なんだ。下着姿を見てしまったことは謝るよ。どうしたら責任取れるかな。そうだ、俺も脱ぬごうか？　そうしたらおあいこだよな。はは、はは」

　言いながら、椎名にちょっと近づく（なんでだ）。

「イヤ────────ッ!!　この変態────────────────ッ!!」

「───ぶほッ!?」

　堰せきを切ったように叫び声をあげられると同時に、突然飛んできた鞄が顔面にぶち当たる。くらっと来て、そのまま俺はどすんと尻しり餅もちをついた。

　その隙すきに椎名は俺にのしかかってくる。マウントポジションを取られた。

「ひぃぃっ!?　ちょ、ちょっと待ってくれ！」

「誰だれが待つかぁーっ!!　死ねっ、変態、死ねっ!!」

　鞄を両手で持ち、ばこんばこん顔面を叩たたいてくる。もはや彼女は自分が下着姿であることを気にしていない様子だ。俺は、抵てい抗こうすることもできない。

「ぐぼほっ！　ひでぶっ！　し、椎名、キャラがおかしなことになってるんだが!?」

「───あ」

　何かを思い出したように、一瞬だけ手の動きが止まった。

　しかし、直後、重い一発が俺の顔面に降り注いだ。

「ああもうっ！　バレてしまったのなら仕方ないわ！　そうよ、これが本当のあたしなのよ！　上品な性格なんて猫ねこかぶりに決まってるじゃない！　でも関係ないわ、あんたはここで死ぬんだから！」

「殺す気なのかよ!?」

　椎名凛花の意外な秘密と人間の奥深さに驚きよう愕がくする間もなく、俺はとにかく叩かれた。

　さりとて、相手は非力な女の子である。叩かれに叩かれても、意識を失うまでには至らなかった。やがて椎名は叩き疲れたのか、動きを停止した。

　ようやく攻こう撃げきが終わって、俺は閉じていた瞼まぶたを恐おそる恐る開けた。すると目の前には、はぁはぁと荒あらい呼吸をする彼女。下着一枚しかまとっていない魅み力りよく的な乳ち房ぶさが呼吸に合わせて揺ゆれていた。腰こしの上には柔やわらかい尻の感かん触しよく。

　なんちゅーシチュエーションだ、これは。

　……いや、興奮しちゃだめだって。これ以上叩かれたらマジで顔面が崩ほう壊かいしかねない。

　なんとか我が慢まんしていると、椎名はゆっくりと俺から身を剝はがした。思わず、ふぅ、と安あん堵どの息を吐はく。いろいろ助かった。

　椎名はゆっくりと身を剝がすと、さっさと制服を身に着けて、未いまだ起き上がれない俺を見下ろした。

「言っとくけど……このことは誰にも話さないでよね」

「このこと、って？」

　俺が性犯罪を犯おかしたこと？　当たり前だがそんなの俺にも言うつもりはない。

「あたしの性格のことよ。他の人には、上品で可か憐れんな女の子ってことにしといてくれない？」

「……何か事情があるのか？」

「プリンセスには色々あるの。……その代わり、佐藤くんが女子更衣室に入ったことは内ない緒しよにしてあげてもいいから」

「マジでか！」

　俺は思わず叫んだ。

「……勘かん違ちがいしないで、犯した罪自体は消えないからね。内緒にはしても、あたしはあんたを一生軽けい蔑べつし続けるから」

「…………」

「じゃあ、あたしもう帰るから。このままここで寝ねっ転ころがっててもいいけど、誰か来たら捕つかまるから気をつけなさいよ」

　そう言い残して、彼女は荷物を手に取り、更衣室の出口に向けて歩いていく。

　俺は、そうだ、と思い出して、彼女の背中に声をかけた。

「帰宅部、うまくいくといいな」

「…………ふん」

　彼女はちらりとこちらを一いち瞥べつするだけで、そのまま歩き去っていった。

　誰もいなくなった女子更衣室に、大の字になってひとりごろんと寝転ぶ。

　おそらく一生もう入ることはないであろうこの場所には、女の子の香かおりが漂ただよっていた。




　　　　☆




　土日を挟はさんで、月曜の放課後、俺と椎名は子夏ちゃんに話を聞くため、教室に残った。

「あれ、二人ともなんか距きよ離り遠くないですか。喧けん嘩かでもしたんですか？」

　子夏ちゃんが俺と椎名を見て首を傾かしげた。

「まさか、もちろんそんなことはありませんよ。私たちのことは気にせず、どうぞお話を始めてください」

　学校内での椎名は相変わらず猫をかぶっているようで、うふふー、と上品な笑えみを顔に張りつけていた。本当の性格を知っている身としては、違い和わ感しか抱いだかない。

「そうですか、ならいいんですけど。……それで、帰宅部の件ですが、設立を目指してもいいということになりました」

　目指してもいい。少し突き放すような印象を受けるその言葉の意味は、後ろに続く説明によって明らかになった。

「正規の手順通り、まずは同好会発足からスタートします。同好会の規定は員数２人以上ですので、これはあなたたちで満たしています。ここから帰宅部に昇しよう格かくするためには、まず、部員数が４人以上でなければなりません。ですから部員集めが必要です。また、昨日も言ったように、同好会の活動成績を残し、それを学校に認められる必要があります。それについては───部活勧かん誘ゆうが行われるのは放課後になってから日にち没ぼつまでであるわけですが、その間に校門を抜ぬけることができれば、活動成績とみなされることになりました。具体的な時刻を言えば、16時から18時の間です。終しゆう了りよう時には時計台の鐘かねが鳴るので、わかりやすいかと」

　帝成高校の校舎には、大きな時計台がついていて、それが学校のシンボルになっていたりもする。それが、18時に鳴るらしい。

「おそらく既すでに経験したでしょうが……ウチの学校では、熱心な部活勧誘が行われています。校長先生によると、ここ10年、部活勧誘期間で日没前に校門を抜けることができた新入生は一人もいないといいます。

　それと、部活動の本登録は４月30日ですから、それまでに活動成績を残し、帰宅部を設立できなければ、他の部活に入部してもらうことになります。今回、学校のルールを捻ねじ曲げてまでこういうことを認めたのですから、帰宅部設立の可能性を与あたえられるのは今回限りだと思ってください」

　今日が13日だから……30日は、２週間と４日後か。

「……なんか、物もの凄すごく大変そうなんですけど。もうちょっと、難易度は下げてもらえなかったんですかね？　ドキュメンタリー番組の企き画かくじゃないですよね、これ」

　げんなりしながら訊たずねると、子夏ちゃんは首を振ふって、

「これが最大限の譲じよう歩ほです。実はほぼ全すべての教師は、帰宅部設立に猛もう反はん対たいだったんです。帝成高校のブランド価値を下げることになりかねない、って。けれども校長先生が……その、面おも白しろいこと好きな人ですから。猛反対を押し切って、設立の可能性を残してくださったんですよ。あなたたちが、10年間誰も突とつ破ぱできなかった校門に挑ちよう戦せんするという企画は、絶対に面白くて『激アツ』だ、と」

「企画って言いましたよね、今。俺たち、単に面白がられてるだけじゃ？」

「でも、そこまで悲観的になることもないですよ。本来ならあなたたちはチャンスを与えられることもなかったんですから。もしこれが成し遂とげられたら、私も部活顧こ問もんの問題が解決するので、確実に自分に迷めい惑わくがかからない範はん囲いでなら力を貸しますよ」

　自己保身をしっかりと言明する人だ……。

「そういうわけで、私の方で帰宅同好会の拠きよ点てんを用意してあげました。他の人が絶対気づかない、秘密基地ですよ。……まぁ、部室の使用許可が下りなかったからなんですけど」

　そうして子夏ちゃんに連れられたのは、一年生校舎３階の、さらに上にある、屋根裏部屋だった。鉄製の無骨な階段を上り、鍵かぎを使ってドアを開けると、案外しっかりした部屋のつくりに驚おどろいた。

　屋根裏部屋と言うより、最上階にある物置部屋という印象だ。やや狭せまいが、屋根の骨組みがむき出しになっていたりすることはなく、壁かべなんかもしっかりしている。子夏ちゃんいわく、元々ただの屋根裏だったのを、改築して部屋にしたらしい。

　ただ、やはり階段を上り下りしなければならないため、物置としてはいまいち使いにくかったようだ。長らく人や物の出入りがなかったのか、やや埃ほこりっぽい。

　確かに、誰も気づかない秘密基地のようだと思う。

　子夏ちゃんは、特別ですよと俺に部屋の鍵を渡わたし、がんばれー、と拳こぶしをつくって小さく突つき上げると、さっさと去っていった。

　２人になった俺と椎名は、まずはメンバー探しのために活動を始めることにした。

「さて、どうするか、椎名」

　馴なれ馴れしく話しかけてみると、不満げな表情が返ってきた。急に態度変わったな。

「なに、どうしたの」

「どうしたの、じゃないでしょ。昨日の今日で、よくもそんな平然としてられるわね」

「いや、だってあのことは水に流してくれるって言ったから」

「言ってないっ。内緒にしてあげるって言ったの。それに、佐藤くんのこと一生軽蔑するって言ったじゃない」

　椎名は、むきーっ、と怒おこり出した。意外に子供っぽい反応をする人だ。

　一生軽蔑か。そんなことを言われたっけ。ということは、俺はまだ入学して間もないのに、さっそく一人の女子生徒に一生分も嫌きらわれてしまったのか……。

「あ、傷ついた？」

「……いや。傷つきかけたけど、嫌われる代だい償しように下着姿を拝めたんだから、プラマイゼロ、むしろプラスかもって考えてたところだ」

「てめえ、全然反省してねーじゃねーかコラッ」

　椎名はヤンキー口調になって俺の胸むなぐらを摑つかみ、がくがく揺すってきた。

「忘れなさい。あたしの下着姿は、忘れなさい！」

「りょ、了りよう解かいですっ。忘れますっ」

　何とか答えた。プリンセスなのに何でもかんでも暴力に頼たよるのはどうかと思う。

　椎名は俺から手を離はなし、呆あきれたようにため息を吐ついてから、

「佐藤くんってフランクな性格よね」

「そうか？　どちらかというと内向的な方だと思うが」

「でも、あたしに対する他の人の態度とは、全然違ちがうもの」

「ふむ……」

　しかし、考えてみれば初めて椎名と目を合わせて会話した時は妙みように意識してたよな。けれど今はそんな感じがほとんどしない。もしかしたら、彼女の下着姿を見てしまったことで、椎名凛花とてひとりの人間に過ぎないのだと認識できたのかもしれない。

「……で、話を戻もどすけど。メンバー募ぼ集しゆう、どうしようかしらね？　勧誘でもしてみる？」

「でも、知り合いに帰宅部希望のヤツはいないだろうな。そっちはいるのか？」

「あたしも特には。この学校の人、みんな部活とか大好きそうだし。もし、不特定多数に声掛がけするとなると……放課後の下校途と中ちゆうを狙ねらうことになるわね」

「あの、壮そう絶ぜつな勧誘合戦に参戦することになるな」

「絶対無理ね……」

　考えるだけでげんなりする話だ。

「となると……あとは、同好会用の掲けい示じ板ばんにポスター貼はってみるとかだな」

「あ、それ良さそうじゃない。一度作っちゃえば、あたしたちは待ってるだけでいいし」

「……でも、道具がないな。ポスカとか、いったん買いに行くしかないか」

「アホ。買いに行ったらそのまま体験入部へ連れて行かれるわよ。そんなことしなくても、パソコンで作ればいいわ」

　椎名は当たり前のことのように言った。

　それから俺たちは職員室で鍵を借り、パソコン室に移動した。

「……椎名。お前、そんな特技があったんだな」

「特技？　別に普ふ通つうでしょ」

　きょとんとしている俺の前で、椎名は涼すずしい顔でパソコンを操あやつりポスターを作っている。

「佐藤くんってパソコンとか触さわれない人？」

「いやぁ……触ってるんだけどな」

　むしろ、触りまくってるんだけどな。毎日何時間もネトゲやってるんだけどな。けど、俺にできるのはネトゲだけなんだよな。

「パソコンのポスター制作ぐらい、中学生の時とかに授業でやったでしょ？」

「やった、と思うけど。でも、あんなのすぐに忘れるって」

「そう？　……あぁでも、あたしってよくパソコン弄いじってたからなのかも。授業で使い方教わると、帰ってから自宅のパソコンでいろいろ試ためしてみたりしてたわね」

「真ま面じ目めだったんだな」

「いや、単純に暇ひま人じんだったって話。あたし、友達ひとりもいなかったから」

　椎名は、あっけらかんと言った。

　しかし、普ふ段だんの彼女の姿を思い出して、手を顔の前で振る。

「いやいや。お前、友達いるだろ。教室で色んな人と仲良くしてるじゃないか」

　すると、椎名はパソコンを操作する手を止め、振り返って俺を下から覗のぞき込んできた。

　芸術品みたいに綺き麗れいな顔の、吸い込まれそうになるような瞳ひとみが間近に迫せまって、俺は思わずのけぞってしまいそうになる。

「そう見える？」

「……違うのか？」

　訊ねると、目線を逸そらして顎あごに手を置き、うーんと少し考えるような仕草を見せた後、

「実はあたし、人間嫌ぎらいなのよねぇ」

　明るい口調で、そんなことを言った。

「……人間嫌い？」

「ああやってみんなに取り囲まれたり声掛けられたりするの、本当はすごく苦手。友達だって欲しいと思ったこともない。できるならずっと独りで生きていきたいくらいよ。

　でも、それを隠かくして笑え顔がお振りまいてるのは、あたしの正体がみんなに知られた時、どんな反応されるか怖こわいから。周囲が思い描えがいてるあたしは、テレビに映っていた時の、おしとやかで清純な女の子だもの。あんなの、そう演じてただけに決まってるのにね」

　彼女はそう語り、面白くなさそうなふくれっ面つらをしてみせた。

　驚いてしまう。まさか、そんなものを抱かかえていたなんて。

「まぁ、そういうわけで、帰宅部希望だったりするのよね。人間嫌いのあたしには、大人数で活動しなきゃいけない部活なんて無理。猫ねこかぶりを続けるのも辛つらいから、放課後はさっさとひとりになりたいし」

　彼女は、悪戯いたずらっぽく人差し指を立てる。

「要するに、家庭の事情で放課後まで残れないなんて、ただのでまかせだったってこと」

「……お前、声楽家の活動があるんじゃないのか？」

「ううん、もうやめたわ。高校進学と同時にね。あたしは帰宅部になって、ようやく手に入れた自由な放課後を、ひとりで好き勝手に満まん喫きつするのよ」

　嬉うれしそうな声こわ色いろで語った椎名はしかし、瞳の奥に冷めた感情を覗かせた気がした。

「ねぇ、佐藤くんはどうなの？　帰宅部希望の理由」

「俺は、」

　ネトゲしたいから、と言いかけた言葉を吞のみ込む。それはきっと、本質じゃない。

「……俺も、みんなと一いつ緒しよに活動なんて、したくないからだ。この学校の奴やつらみたいには、なりたくない」

　そう答えると、椎名は嬉しそうに笑う。まるで、同志を見つけたように。

　───俺たちは、どこか似ているのかもしれない。

　それから作業に戻り、ポスターのデザインはほとんど完成した状態になった。

「よし、あとはこの辺にキャッチコピーでも入れたらいいかな。佐藤くん、何か考えてよ」

「キャッチコピー？　そんなの簡単に思いつかないって」

「結局、全部あたしに作らせたんだからそのくらい頑がん張ばりなさいよ」

　確かにそれはそうだ。

　しかし……帰宅同好会のキャッチコピーか……。

「『俺たちには、帰る家がある！』とか」

「……誰だれでも思いつきそうだし、なんかサムい」

　椎名はあっさり否定した。ずいぶんシビアだな。

「『部活なんてくそ食らえ！　ルールに縛しばられるなんて権力の犬だ！』」

「なんでそんな過激なの？　引かれるでしょ、普通に」

「『入会してくれたら、椎名凛花と一日デート』」

「てめえこら、あたしをエサにすんな」

「『入会してくれたら、佐藤太郎と一日デート』」

「誰が得すんの？　むしろ帰宅部希望の人も入らなくなるよ？」

「『入会してくれたら、金一いつ封ぷう差し上げます』」

「なんでさっきから特典で釣つろうとするのよ。どうしてこう、佐藤くんは考えることがいちいち卑ひ屈くつなの」

「『今、幸せですか？　～帰宅同好会に入って幸せになろう～』」

「どう見ても宗教勧かん誘ゆうじゃないの！」

「……注文が多いな」

「あんたが真面目に考えないからでしょうが。そろそろぶっ殺すぞ」

　怖い。

「えーと……それなら、『一度きりの青春を、全力で棒に振ふろう！』」

「あ、それいいかもね」

　存外、椎名が食いついて、ふくれっ面を緩ゆるめた。

「ちょっと聞こえ悪いけど……でも、なんだかあたしたちらしい感じするし。この学校の『青春バカ』どもとは違うってことを、はっきり示してるのもいいわね」

　椎名はキーボードを叩たたいて、『一度きりの青春を、全力で棒に振ろう！』と打ち込んだ。

「よし、完成。全体的には、なかなかいい出来になったんじゃないの」

『帰宅同好会』の文字や先ほど考えたキャッチコピーはもちろん、いくつかイラストを配置し、簡潔な活動内容や目的を記き載さいしている。秘密の拠きよ点てんを明かすわけにはいかないので、『興味のある方は１年２組の教室まで』と、クラスの教室を載のせておいた。

「じゃあ、印刷してさっそく貼りに行こう」

　同好会用の掲示板は２つあり、１つは校舎内の渡り廊ろう下か前の壁かべ、もう１つはインフォメーションギャラリーにある。俺たちはまず、渡り廊下前の掲示板にやって来た。

　掲示板は既すでに掲示でいっぱいになっていて、空白は一番上の辺りしかなかった。

　椎名はそれを見上げて、

「この高さじゃあたしには無理かな。佐藤くん、届く？」

「……いや、俺でもギリギリ届かない」

　精せい一いつ杯ぱい背せ伸のびしてみたが、無理そうだった。

「これはアレだな、肩かた車ぐるまするしかない」

「バカじゃないの、変態」

　冷たい声で、余よ裕ゆうで却きやつ下かされた。そういうつもりじゃないんだけどな。

「佐藤くん四つん這ばいになってよ。あたしがその上乗るから」

「えー……」

「その代わり、靴くつはちゃんと脱ぬいであげるから」

「靴くらい無条件で脱げよ。別の代わりを用意しろよ」

　仕方がないので大人しく地面に手をついて四つん這いになる。

　椎名は躊ちゆう躇ちよなく俺の背中に足をのせた。背中痛い。

「佐藤くん、すごい。負け犬の格好って感じ」

「てめ……揺ゆらして落とすぞコラ……」

　いや、こんなことをしなくても、どこかから椅い子すを借りて来れば良かったのではないか。

　気がついてしまうと、自分たちがしている行こう為いが物もの凄すごくアホみたいに思えてきた。

　うわー。誰かに見られたくねぇ。

　そう思った時、ちょうど廊下の向こうから誰かが歩いてくる足音が聞こえた。

「やば。誰か来ちゃった」

　椎名が焦あせった声を出す。

「どうしよう。椅子借りて来ればいいのにわざわざこんなことしてるなんて、バカみたいだと思われるかもしれない」

「お前、わかってやってたのかよ！」

「今さら下りて何食わぬ顔するのも不自然だわ。佐藤くん、『ありがとうございます！』って叫さけんで。そうすれば佐藤くんの特とく殊しゆな性せい癖へきにあたしが付き合わされてるだけだと理解してくれるかもしれない」

「お断りだっ！」

　そんなバカなやり取りをしている間に、足音はどんどん近づいてくる。

「……ほあー……」

　すぐ近くまで来ると足が止まり、動物園で逆立ちするゾウでも見たような感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらすのが聞こえた。

「ぐ……」

　屈くつ辱じよくだ。でも勘かん違ちがいしないでくれ。こうしているのは仕方なくなんだ。

　背中と心の痛みにプルプル震ふるえながら顔を上げ、その生徒を見た。

　そして、少し驚おどろく。

　それは、外国人の女の子だった。ふんわりとした金きん髪ぱつに、緑色の瞳───「フランス人形のような」という表現が、これ以上ないくらい似合っていた。

　ちっこくて、その上童顔なので、そのままでも年下に見えるくらいだが、まるで幼女のようなあどけない表情をして、俺を眺ながめていた。

「…………っ」

　目が合うと、慌あわてて顔を背そむけられた。

　椎名は女子生徒が通り過ぎるのを望んでいたようだが、そうはいかないようだと判断し、

「……こんにちは。ごめんなさい、掲けい示じ板ばんを見るのに邪じや魔まですよね」

　振り返り、プリンセスボイスを繕つくろって、そう言った。

「あっ。いえ、そういうわけではないですので」

　わたわた否定する女の子。ネイティブな日本語だが、少し舌っ足らずな喋しやべり方だった。

　椎名はジャンプするように軽かろやかに俺から降りた。

　反動で俺から「ぐえっ」と声が漏れた。

「わ。……大だい丈じよう夫ぶです？」

　彼女の心配には、俺が答えるよりも早く椎名が反応した。

「いえ、全然まったく気にする必要はありません。それよりも私たち、帰宅同好会というのを立ち上げたんですが、興味はありませんか？」

　どうやら、強ごう引いんに話を変えることにしたらしい。

「帰宅……同好会？」

「ええ。帰宅部設立を目指して活動しているんです」
















「はぁ……そうなんですか」

「もしよかったら、余っているポスターがあるので、持って行ってください」

「あ……ありがとうございます」

　渡わたされたポスターをまじまじと見つめる女の子。きょとんとしているようにも見える。

　しかし、あっ、と小さく声を漏らして、我を取り戻もどしたように、

「ワタシ、先生に呼ばれていたところだったんです」

「そうだったんですか。でしたら、引き留めてしまってすみません」

　椎名が謝ると、彼女からは、思いがけない言葉が返ってきた。

「いえ、あの、帰宅同好会、すごく楽しそうです。ポスター、ありがとうございます」

　そう言ってまたぺこりと頭を下げ、金髪をふわふわなびかせながら走り去っていく。

　……が、去り際ぎわにバナナの皮に足を滑すべらせ、そのまま目の前にあった階段へ転げ落ちていった。

「……大丈夫かな、あの子」

　立ち上がり、ズボンを叩いてホコリを落とした。

「どうだろう……」

　そもそも、どうしてバナナが落ちてたんだろうか。

　その時、ごおぉん、ごおぉんと、鐘かねの音が響ひびき渡った。時計台の、18時の合図だ。

　ポスターを貼はり終えた俺たちは、窓からインフォメーションギャラリーを覗のぞいた。日が沈しずみ、既に勧誘がお開きになっているのを確かく認にんして、帰路につくことにした。

　校門を抜ぬけて少し歩くと、帰路が分かれたので、俺たちは「じゃあな」と挨あい拶さつをした。

　俺の家は学校から近く、歩いて15分くらいのところにある。本当は自転車に乗りたいのだが、自転車置き場の収容量の理由から、学校からの指定範はん囲い内に住んでいる生徒には自転車通学が認められていないので、基本徒歩通学だ。

　一人で歩き始めたところで、よく知った顔に会った。

「あれ、太郎」

　俺の名前を呼んだその人は、幼おさな馴な染じみ、橘さん家ちのひなぎくだった。

「ヒナ。今帰りか？」

「うん。やっと部活から解放されたとこ」

　そう言ってひなぎくは、黒ぶちの眼鏡めがねの奥でちょっと疲つかれた笑え顔がおを見せた。

　俺たちは自然に並んで歩き始める。家はほとんど隣となり同どう士しなので、帰路は一いつ緒しよだ。

　家の近さのおかげで、ひなぎくとは幼い頃ころから一緒に遊び、成長してきた。それにしても、同じ高校に入学し、その上クラスメートになったのはかなりの偶ぐう然ぜんだと思う。

「いろいろ大変だよね、高校生活」

「あぁ、始まったばかりでまだ慣れないな。授業時間増えたし。全然起きてられん」

「あ、居い眠ねむりはよくないよ。授業に置いていかれるよ」

「既に、起きてても先生が言ってる内容わかんないんだよな。特に数学」

「うわー。テスト前になって騒さわぎ出しても遅おそいんだからね」

「ヒナは頭いいよな。入学式の時、新入生代表でみんなの前で話してたし。あれって入試成績トップの人がやるんだろ？」

「そうらしいね。緊きん張ちようしたよ、あれ……」

　ひなぎくの学力の高さは折り紙つきである。仮に、家からの距きよ離りなどの通学のし難にくさを考こう慮りよしなければ、どんな高校でも入学できていただろう。

「でも、わたしは別に頭は良くないよ。たくさん勉強してるだけだし、高校の授業ではどうなるかわからないし」

「そんなことないって。もっと誇ほこっていいと思うぞ」

「そうかな？」

　ひなぎくは謙けん遜そんしてそう返すが、悪い気はしていなさそうな顔だった。

「あぁ、ヒナはきっと人に教えるのも上手うまいんだろうな。例えばテスト対策とか」

　すりすりと揉もみ手。

「えー？　まずは自分の力でなんとかしなよ」

　怪け訝げんな顔で返された。……そううまくお世話になることはできないらしい。

「……そう言えば、ヒナは何の部活に入るつもりなんだ？」

　訊たずねると、

「んー、悩なやんでるんだよね。わたし、何かやってたことはないし。でも、茶さ道どう部はちょっと興味持ったかも。日本の文化だし、身に付けたいなって。……太郎は？」

「俺か……」

　ちょっと切り出し方を迷ったが、

「俺は、新しい部活を立ち上げようとしてるとこ」

「え？　何それ、すごいアクティブだね！　何の部活？」

「それが、帰宅部なんだ」

「アクティブじゃない!?」

　ひなぎくは、はぁー、と複雑そうな感嘆を漏らした。

「うーん、帰宅部ねー……。ま、太郎がそれを希望するのはわかる気がするよ。でも、どうなのかなって思っちゃうな」

「どうなのか、ってどういう意味？」

「正しいことだとは、わたしは思えないんだ。だって、帰宅部になっちゃったら、もう昔の太郎には戻れなくなっちゃいそうでさ……」

　上目づかいに俺を覗き込む。心の底を、探さぐっているかのように。

「太郎……あれってまだ、持ってる？」

「あれって、どれさ？」

「ほら、昔神じん宮ぐう球場に野球を観みに行ったときの……」

「……あぁ、あのホームランボール。どうだろう。もう、どこかに失くしちゃったかもしれないなぁ」

　答えると、彼女は目を逸そらし、肩かたを落とした。

　黙だまったまま、ややあって、微かすかに聴きこえるくらいの声で、ぼそりと呟つぶやいた。

「……わたし、太郎が帰宅部を設立するの、反対する」

「え？」

「わたしが、太郎のこと、更こう生せいしてあげるから！　よし！」

　決意に満ちた顔をして両こぶしを握にぎり、ひとりでガッツポーズをするひなぎく。

「こ、更生ってなんだよ、ヒナ……？」

　訊ねるが、ちょうどそこで、俺たちの別れる地点に到とう達たつしてしまった。

「大丈夫だからね、太郎！　また明日あした！　授業寝ねてる分、課題はちゃんとやりなよ」

　彼女はそう言うと、親指を立ててみせ、そのまま、たたた、と走り去っていった。

　……一体、何が大丈夫なんだろうか。




　　　　☆




　翌日の放課後、俺と椎名は１年２組の教室に残り、帰宅同好会への加入希望者を待っていた。ポスターでこの場所へ来るよう指定した以上、ここにいなくてはならない。

「佐藤さん。あのポスター、どれくらいの宣伝効果があるんでしょうね」

　椎名が身体からだの前で恭うやうやしく手を重ね合わせて（プリンセスポーズ）言った。

「……なんで気持ち悪い声出してるんだ？」

「気持ち悪い言うな。……いつ教室に人が入ってくるかわからない状じよう況きようですから」

「帰宅同好会の中でもそのキャラ貫つらぬき通すつもりなのか」

「もちろんです。佐藤さんも協力してくださいね。もしも本当の性格をバラすようなことをしたら、個人情報をネット上にばらまきますから」

「それ、シャレにならんからな……」

　とっくに他の生徒たちは体験入部に行ってしまい、がらんとした教室内で、遠くに聞こえる運動部の喧けん騒そうを感じながら、俺たちは加入希望者を待った。

　記念すべき一人目がやってきたのは、それから間もなくだった。

「……失礼します……」

　遠えん慮りよがちな声と共に、扉とびらから身体の半分だけ出して、室内を窺うかがう生徒。

　ずいぶん低いところにある頭。特とく徴ちよう的な金髪。緑色の瞳ひとみ。昨日、ポスターを貼っていた時に会った、外国人の女の子だった。手には、渡したポスターがぎゅっと握られていた。

　……その姿が前回と違ちがうのは、顔も身体も何かの粉にまみれ、真っ白だったことだ。

「…………」

　俺と椎名は啞あ然ぜんとしてしまった。椎名が先に我に返って、

「こ、こんにちは。とりあえず入ってください」

　言うと、女の子は顔を俯うつむかせ気味にして、上目づかいで俺たちの方を見ながらとことこと部屋の中に入ってきた。

　警けい戒かいしてるのか。……いや、緊張してるのか。どうやらかなりの人見知りらしい。

「どうしたんだ、その粉……？」

　訊ねると、彼女はずいぶん緊張した様子で、

「あっ、気にしないでください。さっき掃そう除じ中に、黒板消しクリーナーが故障して、チョークの粉が逆噴ふん射しやしたのを被かぶったんです。でも、こういうのはいつものことなので……」

　答えて、けほけほと咳せきをする。……いつものこと？

　椎名が「これ使ってください」とハンカチを渡し、ひとまず椅い子すに座らせようとした。

　女の子は慌あわててハンカチで頭や制服の粉を払はらい、椅子に腰こしかける。すると、

「わぁっ!?」

　何という偶然か、不運か───椅子が壊こわれかけていたようで、座った途と端たんに背もたれがバキッと割れ、どすんと音を立てて、彼女は後ろにひっくり返った。

「……いてて……」

　背中をさすりながら、涙なみだ目めになって立ち上がる彼女。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　……チョークの粉が逆噴射したり、椅子が壊れたり……この子は疫やく病びよう神がみにでも憑とりつかれているのだろうか。

「ごめんなさい、これ使ってください」

　椎名が急いで新しい椅子を差し出す。

「あ、ありがとうございます……」

　彼女は真しん剣けんな顔で椅子の具合を確かめてから、おずおずと座った。今度は平気だった。

　元々かなり緊張していたのだろうが、不運な出来事のせいで、いっそうこわばってしまったようだ。膝ひざに両手をくっつけて座り、じっと俯いている。

　うーん、どうも気まずい空気が漂ただよっている。

「……緊張してるか？」

　俺が耳元で訊ねると、女の子はいっぱいいっぱいにこくこくと頷うなずいた。素す直なおだ。

「そういう時は、てのひらに『人』って３回書いて飲むといい」

　すると彼女は言われた通りに、手のひらに『入』と３回書いてごっくんと飲みこんだ。ちょっと間違えてるよ。まあいいけど。

「あとは、いま穿はいてるパンツの色を３回口に出してみるのもいい」

　すると彼女は言われた通りに、

「しろ、しろ、し…………って、何言わせようとしてるんですかっ。パ、パンツなんて穿いてないですっ！」

　マジかよ。その返しは予想してなかった。あんぐりと口を開けてしまった。

「……じゃないです、穿いてますっ！」

　顔を真っ赤に染めて、わたわたと顔の前で手を振ふる女の子。

　あ、なんだ。やっぱり穿いてるのか。白いの穿いてるのか。ちなみに椎名は、更こう衣い室で見た時は淡あわいブルーだった。

　そんなことを考えていたら、突とつ然ぜん耳が引っ張られた。

「い、いででででっ!?」

「佐藤さん？　女の子にセクハラしたらダメじゃないですかー？」

　椎名がにっこりしながら俺に暴力を振るっていた。

「ごめんなさいねー。この人、変態なんです」

　まだ顔を赤くしたままはぁはぁと息を落ち着かせようとしている女の子に、椎名は優しく話しかけた。

「ま、待って、取れる取れる！　耳取れちゃう！」

「女子に意地悪する男には何してもいいと、憲法で保障されているのを知りませんか？」

「いくら俺でもそれぐらいの噓うそはわかるわ！」

　そんな風に俺たちが騒さわいでいると、それを眺ながめていた女の子は、突然プッと噴ふきだした。

「す、すいません、笑っちゃって。でも、お２人とも、とっても面おも白しろいですねっ」

「あたしも!?」

　椎名が濡ぬれ衣ぎぬを着せられたような顔をした。

　しかし、これでようやく女の子の緊きん張ちようは解けてくれたようだった。

「えっと……あなたは、帰宅同好会への加入希望ということで、いいんですよね？」

　椎名に訊ねられると、女子生徒はそうでした、とわたわたと姿勢を正した。

「すいません、申し遅おくれました、ワタシ１年５組のイリス・ヴェルレーヌです。帰宅同好会に入りたいと思ってます」

「綺き麗れいな名前ですね。出身はヨーロッパの方だったりするんですか？」

「はい。ワタシ、フランス人なんです。だいぶ前から日本にいるので、フランス語は忘れかけちゃってるんですけど」

「へぇ、フランスですか。なんだか、いかにもって感じですね。金きん髪ぱつだし、可愛かわいいし」

「そ、そうでしょうか……」

　髪かみをいじりながら、照れるイリス。

「じゃあ、私も名乗っておきますね。椎名凛花といいます」

「凛花さん……そちらこそ、とっても綺麗な名前だと思いますっ」

「いえいえ、そんなことありませんよ。で、こちらは佐藤太郎くん。実に面白味に欠ける名前でしょう」

「悪意全開の紹しよう介かいの仕方やめろや」

「そうですねっ」

「おいフランス少女。お前も肯こう定ていするんじゃない」

　楽しそうに笑うイリスを睨にらみつける。こいつ、さっきまでガチガチに人見知りしてたくせに、早さつ速そく馴な染じんでやがるな。知り合いができると急に元気になるタイプか。

　そんな時、教室に２人目の訪問者がやってきた。

　……その姿を見て、「あ、関かかわっちゃいけないタイプの人だ」と瞬しゆん間かん的に理解した。

　頭が下で、足が上にある。

　要するにその男子生徒は、逆立ちをした状態で、ひょこひょこと歩いてきたのである（どんな運動神経だ）。

「えーっと……ここ、帰宅同好会でいいんだよね？」

　軽い口調の、気の抜ぬけたような声。それに、俺も椎名も答えられなかった。

　すると、彼は妙みような雰ふん囲い気きを察知して、

「？　……あ、そうか」

　納なつ得とくしたように呟き、足を下ろした。

「ごめんごめん。最近、逆立ちしながら歩くのが癖くせになってたんだ」

　明るい茶色に染めた頭を、がしがし搔かきながら言い訳する。……こいつは馬ば鹿かなのだろうか？　いや、馬鹿に違いないな。

　改めて彼を眺める。チンピラのような外見をしていた。前述の通り明るい茶ちや髪ぱつをして、バンダナをつけている。制服のボタンは３つも外し、ズボンを腰まで下げて穿いていた。

「どうしようかしらね……」

　椎名が、俺だけに聞こえる声で呟いた。

「あ……織お田ださん」

　イリスが男子生徒を見て、驚おどろいたように呟いた。

「……知り合いなのか？」

「ワタシと同じ、１年５組なんです。でも、ここに来るなんて……。だって、スポーツ万ばん能のうの、すごいひとなんですよ。噂うわさで聞きましたけど、空手で全国４位だとか、バスケで全国大会の優ゆうし秀ゆう選手になったりだとか、サッカーでプロチームから声がかかったとか……」

「あの外見からは、とてもそんな奴やつには見えないが」

「入学した時は、髪の毛も黒くて爽さわやかな感じだったんです。でも、つい先日から急にあんな感じに変わってしまって……周囲から、心配されてるんですよ」

　……グレたってわけか。ザ・帝成みたいなスポーツマンから、チンピラに。

「あ、イリスちゃん！　僕と同じクラスだよね。君もいたんだ、嬉うれしいなぁ。へへへ」

　織田と呼ばれた彼は、だらしなく顔を弛し緩かんさせてはにかむ。

「相変わらず可愛いなぁー。ちっちゃいなぁー。ちっちゃくて、頭撫なでたくなるなぁ」

　彼は手をわきわきしながらイリスに近づいた。直感が告げた。───危険だ、と。

　椎名が慌てて駆かけつけ、思い切りグーパンチを叩たたき込もうとして、そこでおそらくキャラを思い出し、手を下ろした。

「ちょ───ちょっとすみませんね。こちら、ナンパ師の方はお断りしてるんです」

「え？　ま、待ってよ。ナンパなんてしてるつもりないし、したこともないよ！」

　彼はとんでもないとばかりに両手を振る。

「ええと、では……ロリコンの方ですか？」

「ロ、ロリコン？　いやいや、僕は確かに幼い女の子とお風ふ呂ろに入りたいという夢を持ってるけど、ロリコンでは断じてないね！」

　……ロリコンだ。俺と椎名は、顔を合わせて小さく頷き合った。

「なぁ……悪いけど、お前をこの同好会に入れることは難しいな。彼女の安全を確保する必要があるから、同じ空間にロリコンがいるのはあまりにも危険だ」

　俺は肩かたをすくめながらそう言って、イリスを手で示す。しかしイリスはきょとんとしていた。きっと、ロリコンの危険性を理解していないのだろう。

「危険って何さ!?　あのね、君たちは勘かん違ちがいしてるけど、僕は幼女に害を与あたえる存在ではなく、むしろガーディアンだからね！　そこらの悪いロリコンとは一いつ緒しよにしないでくれよ」

「ロリコンは認めるのか」

「うん、もうこの際認めるよ。でも、いわゆる『良いロリコン』だ」

　彼は、胸を張ってそう言った。

「……で、帰宅同好会には入れてくれるんだよね？」

　俺と椎名は、再び顔を合わせてどうしようかと思案する。そこに、たたみかけてきた。

「何も迷うことはないだろー。ポスター見たけど、人数が足りないんだろー？　僕がいなければ、部活設立の条件はクリアできないじゃないか」

　こいつは、スポーツ万能のスゴい奴のくせに、どうして帰宅部を希望するんだろうか。

「まぁ……イリス、お前がいいなら……」

　そう訊たずねてみると、イリスはあっけらかんと答えた。

「ええと、織田さんは、何の問題もないと思いますけど。あと『ロリコン』ってなんです？」

「ありがとう、イリスちゃんっ!!　信じてたっ!!」

　イリスにがばっと抱だき着こうとする良いロリコン。椎名が慌あわてて駆けつけ、拳こぶしを握にぎった。

「あぶな────いっ!!」

　そして、拳を振りおろす。グーパンが彼の顔面にめり込んだ。

「ごぶほぉぉぉぉっ!?」

　彼は宙に舞まった。後方に数メートルもぶっ飛び、身体からだを二回宙四回捻ひねりさせて、並べられた机の中に落ちていった。新体操のセンスもありそうだ。

「……すいません、顔に蚊かがとまっていたもので」

　化けの皮が剝はがれかけた椎名が、さっとプリンセスポーズに戻もどり、苦しい言い訳をした。

　……とまぁ、こんなわけで。

　２人目の訪問者、織田光ひかるをメンバーに加えた俺たちは、帰宅部設立の条件の一つ、員数４人以上という規定をクリアしたのだった。

　個性的、という言葉では足らないほど、濃こいメンバーだらけになってしまったが。

「……さて。メンバーも集まったことだし、どうするかな」

　俺が呟つぶやくと、

「ポスターには書いてあったけど、活動内容とか目標とか、ちゃんと教えてくれよ」

　腕うでを組み、織田が言った。あれだけぶっ飛んだのにピンピンしている。頑がん丈じような奴だ。

「じゃあ、ここでその辺り、確かく認にんするか」

　こういったことは椎名と俺で決めたものなので、ちらりと椎名を見たが、椎名はどうぞどうぞとジェスチャーしてきたので、俺が話すことにした。

　みんなをゆっくりと見回してから、こほんと咳せきをして、切り出す。

「つまり───この世界は、〝青春〟することを善としているだろう。仲間、部活、夢、希望……そういったものを無条件に肯定して、逆にそれらを否定する者を悪だとみなしてる。様々な形で……ここ、私立帝成高校では部活動の強制によって、俺たちは青春することを強しいられている。そんな世界に立ち向かうことは困難で、１人では不可能に近い。だからこそ、俺たちは帰宅同好会を結成し、戦いの協力関係───同盟を結ぶんだ」

　これが、俺と椎名が帰宅同好会を立ち上げるにあたって定めたコンセプトだった。

　俺たちは決して、この学校の『青春バカ』共のようにはならない。

　帰宅同好会は───戦うための、同盟だ。

「目指すのは、帰宅同好会を昇しよう格かくさせ、帰宅部を設立すること。タイムリミットは、４月30日。目標達成のために必要なことは、ただ一つ。それは───日にち没ぼつである18時の鐘かねが鳴るまでに、校門を抜けることだ」

　訴うつたえかけるように、そう語った。

　窓から差し込む、沈しずみかけた夕日の光が、教室の中を紅あかく照らしていた。

「か、カッコいい……！」

　イリスが俺をぼんやりと見つめながら、声を漏もらした。

「ワタシ……一生ついていきますっ！　アニキ！」

「え？　いや、そこまでのことは……とりあえず、アニキはやめてくれ」

「アニキがダメなら、センパイと呼ばせてください！　今、センパイの言葉にビビッと来たんです。ワタシ、弱虫でいつもおどおどして、友達もうまく作れなくて……でも、なんだか吹っ切れました！　センパイについていくッス、弟で子しにしてくださいッス！」

　イリスは顔を輝かがやかせて、俺に飛び込み、抱き着いてきた。

「だ、だから、持ち上げすぎて逆に恥はずかしいから……織田、悔くやしそうに親指を嚙かむなよ」

　その時だった───がんがんと、教室の扉とびらが叩かれた。

「失礼。諸君らは、帰宅同好会ということで相そう違いないか」

　突とつ然ぜん響ひびいた太く重い声が室内に響ひびき、俺たちは固まる。ぞろぞろと入ってきたのは、厳いかめしい雰囲気を放つ４人の男女だった。

　帰宅同好会の加入希望者であるはずがないことは、一目でわかった。

　４人のうち２人は見るからに肉体が鍛きたえ上げられており、運動部員であることは明白だった。しかし全員に共通することとして、全身から醸かもし出すオーラが強きよう[image: 靭]じんで屈くつ強きようで、精神的な鍛たん錬れんが積まれていると理解できた。

　一いつ瞬しゆんにして空気が変わり、俺たちはひるんで後ずさった。イリスに至っては「ひぃっ」と悲鳴をあげて教室の奥に逃にげ込み、カーテンに身を隠かくした。

「……そうですが、何の用ですか？」

　俺は彼らの威い圧あつ感を押しのけて、前に出た。

　これから何を言われるか、察しはついていた。

「私はラグビー部主将の豪ごう徳とく寺じ大和やまとという者だ。我々４人は、お主らに物申したいことがあって、やって来た次し第だい」

　一番巨きよ大だいで屈強そうな身体をし、真ん中に立っている男が凄すごみのある声で答えた。

「僕、こいつら知ってるよ……『帝成四天王』って呼ばれてる奴らだ」

「ほう……織田。お前もここにいたでござるか」

　先ほど喋しやべったラグビー部主将の後ろに立つ、袴はかまを身に着け、竹刀しないを２本も握った男が、一歩前に出て見下すような笑えみを作った。額に、大きなＸ形の傷があるのが印象的だった。

　織田が指を差し、言う。

「そいつは……剣けん道どう部主将にして『伝説の二刀流』───ムサシ」

　鋭するどい目つきをしている。しかし、生きているのに伝説なのか……。伝説という言葉が、定義的に誤用されている気がするが、気にしないでおこう。二つ名ってそういうものだし。

　次に、織田の指先が、隣となりの男に移った。彼はすらりとした長身で、黒いサングラスをかけ、髪かみをヘアスプレーで逆立てている。不気味で、表情の読み取れない奴だった。

「そいつは、奇き術じゆつ部主将にして『奇き跡せきの創造者』───マジック」

　こいつの名前は、あだ名か何かだよな？　まさか本名ではあるまい。どう見たって日本人だものな。一体誰だれがこんなあだ名を付けたのだろう？　こいつ自身か？

　再び、織田の指先が移った。次は女子だ。鮮あざやかな赤色をした着物姿で、雪のように白い肌はだをしている。尻しりのあたりまである長い黒髪を、手に持つ扇せん子すではためかせていた。

「そいつは、茶さ道どう部主将にして『空間の支配者』───乙おと姫ひめ」

　さっきから不敵な笑みを崩くずさない女だ。「女王様とお呼び！」とか言いだしそうな雰ふん囲い気きである。それにしても、だんだん織田の声こわ色いろがノリノリになってきている気がする。

　最後に、織田の指先は真ん中の男に移る。ゴリラのような体たい軀く。ツルツルのスキンヘッドで、いかつい髭ひげを生やしている。あまりに巨きよ体たいで、完全に俺たちを見下ろす格好だ。

「そして、そいつは……ラグビー部主将にして『哺ほ乳にゆう類るい最強』───ヤマト」

　こいつも内心で何かイジってやろうかと考えた（特に、『哺乳類最強』あたりを）が、瞳ひとみがギョロリと俺の方を向いて、固まった。思考まで読み取られていそうな感じがする。

　しかし……すごいメンツだな。帝成四天王なるものが集まって、わざわざ物申しにやって来るとは大変な事態である。

　ヤマトが腕を組んだまま口を開き、重い声を発した。

「お主らは、我が帝成に帰宅部なるものを設立しようと考えていると聞いた。……しかし、我々にとってはそれが好ましくないのだ。

　なぜなら我が校の校訓は『生徒全員が全身全ぜん霊れいで青春する』ことであり、皆みなそれに大いなる誇ほこりを持っているからだ。帰宅部が正式な部として認められることは、誇りが冒ぼう瀆とくされることに他ならぬ。我が校のブランド価値を傷つけ、来年度以降の新入生の質の低下にも繫つながり得る。帝成の部活が日本最強ではなくなるかもしれんのだ」

「しかし、こちらはきちんと校長にも許可を取って、認められた方法に則のつとってるんです」

　俺は言い返す。

「確かに、その通りだ。であるから、そのことは認めよう。だがしかし、言っておきたいのは、そちらがその気ならば、こちらも全力で相手をする、ということだ。

　先ほど校庭に全校生徒を集め、緊きん急きゆう集会を開いたところだ。それには、ほぼ全すべての教師も参加した。教師たちから、『放課後、帰宅同好会の会員を捕つかまえ、拘こう束そくした部の部費をアップする』という話も頂ちよう戴だいした。学校内のすべての者たちは、放課後になれば我先にとお主らを捕まえようとするだろう。

　我々は結けつ託たくし、総力を結集しているというわけだ。お互たがい、決められたルールに則って、思い切り戦おうじゃないか。そうしてお主らが我々に打ち勝ち、校門を抜ぬけることができた暁あかつきには、帰宅部の設立を認めよう」

　ヤマトは筋肉隆りゆう々りゆうの腕を組み、にやりと余よ裕ゆうのある笑みを浮うかべた。

「なるほど……そういうことか」

　この学校に存在するくだらん誇りと、自由を求める俺たちの対立。

　これは───大変なことになった。ただ部活勧かん誘ゆうをすり抜ければ良いという状じよう況きようから、明確な戦意を持った全校生徒を相手取って校門を目指さなければならなくなったのだ。

　高いハードルが、さらに何十倍も高くなったような心地ここちがした。

　しかし、これは交こう渉しようじゃない。相手からの通告だ。条件を、こちらは吞のむしかなかった。

「わかりました。では、お互い本気で戦いましょう」

　それが───帰宅戦争の、始まりだった。

















Second Stage　戦時









「……始まるわね、戦争が」

　椎しい名な凛りん花かが、小さな声で呟いた。

「なんだか、やけに壮そう大だいなことになっちゃったよねぇ」

　埃ほこりっぽい床ゆかの上に胡坐あぐらを搔かき、明るい茶ちや髪ぱつをした頭の上に両手を置いて、織お田だが言った。

「しょ、正直怖こわいッス……」

　さっきからイリスが涙なみだ目めになってがくがく震ふるえている。彼女は先日から、「センパイのような『漢おとこ』を目指す」と言い出して妙みような体育会系口調で喋るようになったのだが、口調と態度が見事にミスマッチしている。

　落ち着かせるためか、椎名がイリスのもとへ行き、頭をぽんぽんと撫なでてやっていた。

　放課後───帰宅戦争、開戦前である。

　俺たち４人は帰宅同好会の秘密基地である、屋根裏部屋に集まっていた。

　敵である青春バカどもは、放課後が始まる16時から、最初の15分間は帰宅同好会に対して攻こう撃げき行動を取らないことになっているようだった。そのため、帰りのホームルームが終わって、そのまま教室内で戦いが始まるわけではない。

　彼らにとって、俺たちは『部費アップ』のかかった賞金首だ。どの部も捕まえるチャンスが公平になるよう設けられた、暗あん黙もくのルールだった。

　俺たちはその時間を利用し、移動してきていた。まずは敵に見つからない場所に身を隠し、戦せん闘とうに備えるためだ。

　イリスの頭の上には、いつの間にか椎名の頭がのっていて、ぎゅーっと抱だきしめられていた。椎名が「温かい。ゆたんぽみたい」と不思議そうに呟いている。

「センパイは、怖くないッスか？」

　そんなイリスが、壁かべに背をもたれて腕を組む俺を見て、不思議そうな顔をした。

「こっちには勝算があるからな」

　俺は答える。心には余裕があった。壁から背中をはがし、ゆっくりと前に進み出る。

「気がついたんだ。この戦いと、『ギルド間戦争』が似ていることに」

「ギルド……？」

「ネトゲの話だよ。俺は今までに、たった数人で１００以上の敵を壊かい滅めつさせたことがある。どれだけ数に差があろうとも、圧あつ倒とう的な知識と経験に基もとづいた精せい緻ちな戦略さえあれば勝てるんだ」

「いやいや。ネトゲと現実をごっちゃにするなよ」

　織田が顔の前で手を振ふった。

「そうかな？　ネトゲはキャラクターを一人ひとりの人間が操作している。現実とリンクする部分も多いはずだ。敵の行動を予測したり、戦略を立てて味方を動かしたり……そういったことに関して、俺の知識と経験は活いかせるはずだ」

　自信たっぷりに語った俺を、他の３人が、怪け訝げんな顔で見つめた。

「……ま、佐さ藤とうさんの天才軍師っぷりに、せいぜい期待しておくことにしましょう」

　椎名が言った。相変わらず言葉に棘とげがある。まだ更こう衣い室の一件を引きずっているようだ。

「それよりも、そろそろ出ましょう。あまり時間もありませんから」

　彼女はイリスから離はなれ、ドアに歩いていく。俺は、あぁ、と首しゆ肯こうして続いた。

　───第一回、帰宅戦争の始まりである。

　ドアの隙すき間まから顔だけ出して周囲を見回し、誰もいないことを確かく認にんして、俺たち４人は秘密基地を出た。

　カンカンと音の響く階段を、俺、椎名、織田、イリスの順にそろそろと下りていく。

　１年生用校舎の３階の廊ろう下かに出ると、息を潜ひそめて敵の気配を窺うかがった。

　しかし気配はなく、異様に静かである。

「怖いッス……」

「大だい丈じよう夫ぶだよイリスちゃん。不安なら、僕の身体からだに摑つかまりなよ。安心するよ。へへ」

　ビビりっぱなしのイリスに、頰ほおを緩ゆるませた織田ロリコンが声を掛かけていた。それを凛花が険しい顔で睨にらみつけている。

　ったく、と息を吐はいたところで、

　バリーン!!　と、突とつ然ぜん目の前の窓ガラスが割れた。

「ひっ!?」

　イリスがしゃがみ込む。見ると、床に野球ボールがひとつ、ころころと転がっていた。

　割れた窓から、外の様子を覗のぞき込む。すると下方に、帽ぼう子しを被かぶり、バットを肩かたにのせたひとりの生徒が、俺たちを見上げていた。

「すいませーん、打ったボールが飛んでっちゃって。───なぁんてな。見つけたぜぇ、帰宅同好会」

　野球部が、不敵に口元を吊つり上げた。

　背筋に、ぞっと悪お寒かんが奔はしる。

　瞬しゆん間かん、後方から物もの凄すごい地じ響ひびきが聞こえて、振り返ると、

「ごっつぁんでええぇぇ────すっ!!」

　廊下の向こうから、大量の裸ら巨きよ体たいたちが飛び出してきた。

「いやぁ────────っ!?」

　椎名の叫さけび声。

　その光景は、凄すさまじいインパクトだった。廊下の幅はばいっぱいの巨体の群れが、むきだしの腹や乳首をぶるんぶるん揺ゆらしながら走り迫せまって来る。肉の壁が押し寄せてくるようだ。

　裸、である。……ふんどしが、大事なところだけは隠かくしていたが。

　彼らは───相撲すもう部の連中だ。

「に───逃にげろぉっ！」

　叫び、俺たちは一いつ斉せいに廊下を駆かけだした。

「ひいぃっ」

　さっきまで余裕そうな様子だった織田が、顔をひきつらせ、誰だれよりも速く逃げている。その後ろを、俺と椎名が続いた。

「来るな、キモいっ！」

　椎名は自分のキャラ設定も忘れ、相撲部に暴言を吐いていた。しかし他の面々はそれを気にする余裕もない。

「セ、センパイっ！　みんなぁっ！」

　どんくさいイリスは一番後ろだ。半泣き状態でなんとか俺たちの背中を追いかけている。

「イリス、早くしろ！」

「無理です、ワタシ、走るの苦手ッス！」

　ずいぶん辛つらそうだが、助ける手立てはない。声をかけることしかできなかった。

　押し寄せる肉の壁からひたすら逃げる俺たちの前に、別の集団が現れた。

「観念しろ、帰宅同好会イィ────ッ！」

　彼らは、スケート部だった。

　一目でスケート部だとわかったのは、スケートウェアを身に着け、刃はのついたスケート靴ぐつを履はいていたからだ。

　俺たちは立ち止まる。相撲部とスケート部に、挟はさみ撃うちにされてしまった格好だ。

「突とつ撃げきイィ────ッ！」

　スケート部はカシャカシャと音を立てて、俺たちの方に向かってくる。しかし、スケート靴ではずいぶん走りにくそうだ。ほとんど前に進めていない。

「と、とつげ…………あぁーっ」

　誰かが転んでしまったようで、ドミノのように連れん鎖さして、皆みなどたどたと倒たおれていった。

「……アホね」

　床に這はいつくばっているスケート部の脇わきを通って、俺たちは前に進んだ。

　後方からどかどかと走って来た相撲部が、スケート部の連中を吹ふき飛ばす。

「うわぁ……無残だねぇ」

　織田がその様子を見て、痛々しそうにそう言った。

　俺たちは相撲部から再び逃げる。廊下を抜け、階段を駆け下りて、１階まで行った。

　１階の廊下を走る途と中ちゆう、

「も、もう限界ッス……」

　イリスが苦しそうに、そう漏もらした。

　しかし、正直なところ俺もへばってきていた。日ひ頃ごろの運動不足がたたっている。織田は体力的には余裕そうで、椎名も案外平気そうだったが。

　相撲部の連中が階段を下りてくる音は聞こえてこない。諦あきらめてくれたのだろうか。

　一いつ旦たん、立ち止まりたいところだ。しかし廊下で休んでいればすぐに見つかってしまう。

「そこの部屋に、逃げ込もう」

　近くにあった部屋のドアを指さした。椎名が一番に辿たどり着き、ドアノブをひねる。

「？　……あ、開かないわ」

「鍵かぎがかかってるのか？」

「……いや……」

　きょとんとして、立ち尽つくしている。

「何と言うか……つまり……ドアノブがないのよ」

　言っている意味がわからない。俺もドアの前に行き、ドアノブに手をかけようとして、

　……ない。

　そこにあるはずのモノに、触ふれることができないのだ。

「ちょっとちょっと、早くしないと見つかっちゃうよ」

　織田が急せかす。俺は混乱していた。そのドアを諦めて、別の部屋を探そうと、周囲に視線を奔らせる。

　夢中で走っていて気づかなかったが、ここは、ずいぶんと奇き妙みような場所だった。

　空間がぐにゃりとねじ曲がっているような印象だ。低く姿勢を構えたライオンや、大口を開けたワニの姿が見える。青白く光る星々が浮うかんでいる。切り取られた人間の片かた腕うでが、ずらりと並べられている。

「ここ……不気味ッス」

　イリスの、囁ささやくような声が響ひびく。俺は再びドアノブに手を伸のばす。……いや、これは、

「『トリックアート』って、知ってる？」

「っ!?」

　どこからともなく声がして、俺たちは飛び上がりそうになった。

「か……囲まれてるわ」

　椎名が、呟つぶやくように言った。

　壁に背をつけ、周囲を確認する。ゆらりと浮かび上がるように、沢たく山さんの人ひと影かげが見えている。いつの間にか俺たちは、集団に取り囲まれていた。

　その集団は、みな暗くて不気味な顔をし、幽ゆう霊れいのように立っていた。

「……トリックアートってね、錯さつ覚かくを利用して立体的に見せる、絵画のことなんだ。君たちが開けようとしてたのは、ぼくらの描えがいた『作品』なのさ……」

　美術部、か。どうやらここは、彼らの部室周辺らしい。

　廊下を私物化しているようで、ライオンやワニなどの、様々な絵が壁に落書きされている。並べられた棚たなに、腕を模かたどった彫ちよう刻こくが飾かざられている。

「……悪いけど、捕つかまえさせてもらうよ……」

　美術部たちは、じりじりと近づいてきた。俺たちは、身を寄せる。

　かなりのピンチだった。相手の数が多いので、無理やり突とつ破ぱできそうにもない。

　しかし───織田が動いた。突然、敵の群れに向かって駆け出す。

「サンダードリフトォォォォオオッ!!」

　まるで雷かみなりのようにジグザグと走行し、敵の脇をすり抜ぬけていく。同じ人間とは思えないような、尋じん常じようじゃない動きのキレに、敵はついていけなかった。

　……どんな身体能力してんだ、こいつは！

　織田は、ちらりと俺たちを振り返る。

「僕は、先に行くよ！」

　そうして、さっさと一人で逃げていってしまった。

　……俺たちは、取り残される。

「いや……あいつだけ逃げても仕方ないだろっ」

　美術部たちは織田を諦め、残った俺たちに向かってきた。

　思考を巡めぐらせる。何とか、この状じよう況きようを抜け出す方法を考えろ。捻ひねり出せ───

　俺はおもむろに、近くの棚に手を伸ばした。そして、彫刻を摑む。

　上に、放ほうり投げた。

「な───何をするっ！」

　美術部が声をあげた。宙に放物線を描く腕の彫刻の行方ゆくえを、一斉に注視する。

　そして、落ちる前にキャッチしようと、彼らは床ゆかに滑すべり込んだ。

　俺はその隣となりにある彫刻も手に取り、再び上に放り投げた。

「ギャ────ッ！　ぼ、ぼくの作品がぁっ！」

　美術部たちの悲鳴もおかまいなしに、あるだけの彫刻作品をぽいぽいと放り投げていく。

　彼らは全力で作品を守ろうと、そちらの方にごちゃごちゃと群がった。

「行くぞ！」

　その隙すきに、俺たちは一気に駆けだし───その場所を抜け出した。

　廊下を走って走って、なんとか逃げ切る。

　敵が追ってこないことを確かく認にんすると、膝ひざに手をついた。

「……なんとか、助かった」

　ふぅ、と息を吐く。

「よくあんなゲスな作戦思いついたわね」

　椎名が、感心したように耳元でそう言ってきた。

「戦争に勝つためには、時に残ざん酷こくでなければならないんだ」

　呼吸を整えながら、そう言い訳する。

　廊ろう下かで織田と合流し、俺たち４人は立ち止まる。顔を突つき合わせ、厳しい現状について話し合いをした。

　とりあえず、俺は織田に文句を言った。

「簡単に他を見捨てるなよ。バラバラになってちゃ勝てるもんも勝てないだろ」

　すると織田は、そういうものかと言って頭を搔かいた。

「じゃあ、次からは気をつけるよ」

「それにしても……やっぱり、勝てる気がしないッスね」

「次から次へと敵が現れますからね。数に違ちがいがありすぎます」

　俺たちは、まさに帰宅戦争の過か酷こくさを痛感していた。校門を目指して進もうとしていたのに、逃げ回るばかりだ。校舎のどの辺りにいるかすら、よくわからなくなっていた。

「でも、まだ時間はありますし、誰も脱だつ落らくしていないことには希望がありますね」

　椎名が言った。確かに、その通りである。

「ここからだ。反はん撃げきするぞ」

　気合を入れ直す。

　さて、校門に向かうには、どっちの方向に進めばいいか。そう考えたところで、俺たちは───新たな敵に遭そう遇ぐうしたのである。

　慌あわてず、走らず、その集団はゆっくりと近づいて来て、俺たちの前で止まった。

　それは、着物を身に着けた、おしとやかに見える女子たちだった。

　一いつ瞬しゆん、油断しそうになる。しかし、彼女たちの先頭に立つ者を見て、緊きん張ちよう感かんが奔はしった。

「……茶さ道どう部」

　俺は呟く。織田が頷うなずき、

「一番おしとやかに見えて……一番凶きよう暴ぼうな奴やつらが集まってると言われてる部だよ」

　敵の先頭に立つ女が、一歩前に出た。

　茶道部主将にして『空間の支配者』───乙おと姫ひめ。帝てい成せい四天王のひとりだ。

「ごきげんよう、哀あわれな子ブタたち。様々な部に追い回される気分はどうじゃ？」

　彼女は不敵な笑えみを浮かべ、尻しりのあたりまである長い黒くろ髪かみを、手に持つ扇せん子すではためかせながらそう言った。

「無む駄だな抵てい抗こうはやめて、さっさと諦めればいいものを。我々を乗り越こえて校門を抜けることなど、できぬのじゃ」

「それは、どうかな」

　俺は言い返す。乙姫が蔑さげすむように、ふん、と鼻で笑った。

　彼女は、手に持った扇子を閉じ、頭上に掲かかげる。それをゆっくりと下ろしてきて、俺たちを真まっ直すぐに指した。
















「───やっておしまい！」

　その一声で、茶道部の面々は戦せん闘とう態勢に入った。腰こしを低くして前ぜん傾けい姿勢になり、床を蹴けり、勢いよく駆かけ出す。

　一いつ斉せいに襲おそい掛かかってくる。その姿は、獲え物ものを狩かる肉食動物の群れを連想させた。

　俺たちは、当然逃にげ出す。こけつまろびつ、逃げるしかなかった。

　後方から、何かを投げつけてくる。

「あっつ!?」

　織田が声をあげた。

　見ると、投げ込まれているのは、様々な茶道具だ。熱々のお茶の入った茶ちや碗わんや、熱湯の入った柄ひ杓しやくや、身体からだに刺ささりそうなほど鋭するどい竹の束でできた茶ちや筅せんだった。

「ホッホッホ！　無駄じゃ、無駄じゃ！　逃げても無駄じゃ！」

　楽しそうに乙姫が嘲ちよう笑しようする。

　敵の攻こう撃げきを俺たちは避よけきれない。熱湯が肩かたにかかり、堪こらえがたい痛みが奔る。茶碗が頭に命中し、一瞬意識が飛びそうになる。茶筅が背中に突き刺さり、悲痛な声が漏もれる。

　それでも俺たちは、必死に走る。やがて来る限界を感じながら。

「あ、あんなところに！」

　イリスがそう叫さけんで、突とつ然ぜん廊ろう下かの隅すみに向かった。そこには、掃そう除じの時間に使われたのであろう箒ほうきが落ちていた。

　拾って、野球のバットみたいに構える。

「ワタシ実は、昔クリケットをしてたことがあったッス！」

　そして、投げ込まれてきた茶道具を───箒を使って見事に打ち返したのである。

　打ち返された茶碗は、真っ直ぐに茶道部の連中の方に向かっていく。

　バコン、と音を立てて、乙姫の頭にヒットした。

「…………」

　身体をのけぞらせた乙姫は、ゆらり、と体勢を戻もどし、イリスを睨にらみつける。

　ゴゴゴゴゴ……と、空気の重みが増す効果音が聞こえた気がした。

「ほう……やってくれるではないか」

　ひっ、とイリスが小さな悲鳴をあげた。

「イリス、こっちに箒を渡わたせ！」

　俺は指示を出したが、恐きよう怖ふに支配された彼女には聞こえていなかった。

　イリスは涙なみだ目めになって、せっかくの箒を相手の方に放ほうり投げてしまった。

「お助けぇっ」

　慌てて逃げ出そうとする。しかし不運なことに、ちょうど彼女のすぐ近くの床に、お茶で小さな水たまりができていて、

「うあぁっ」

　と、間ま抜ぬけな声をあげて、転んだ。すてーん、と見事なまでの転びっぷりであった。

　床に倒たおれた彼女に、茶道部の連中が群がる。捕とらえた草食動物にかぶりつく、肉食動物の群れのようだった。

「い、イリスちゃんっ」

　織田や椎名が泣きそうな顔になって彼女の名を呼ぶが、もう助からないだろう。

「次は貴様らじゃ！　観念せいっ！」

　乙姫が茶道部の面々を煽あおる。イリスを数人で拘こう束そくし、残りが再び俺たちを追いかけた。

　俺、椎名、織田の３人は、廊下を走り、階段を駆け上る。

　渡り廊下を抜け、２年生用校舎にやって来た。それでも茶道部は追いかけてくる。

　まがり角を曲がって、

「僕、いいこと考えた！」

　そう言うなり織田が、窓を開けて外に身を投げ出した。まるで投身自殺するみたいに。

「アホ、ここは２階よ！　死ぬ気なの!?」

　椎名が慌てて駆け寄る。俺も行き、窓の外を見た。

　織田は、窓の桟さんに手だけ残して、懸けん垂すいの要領で摑つかまり、壁かべに張り付いていた。すげぇ。

「僕、ここで隠かくれてやり過ごすよ！」

「大だい丈じよう夫ぶなのか？　俺たちと一いつ緒しよに逃げた方が……」

「平気だって！　２人は先に進んでよ」

　心配だが、そう言うならば仕方がない。俺と椎名は織田と別れ、廊下を駆けだした。

　最後に織田の方を振ふり返る。すると、

「見つけたぞ、帰宅同好会の織田だ！」

　その声は、窓の向こう、中庭を挟はさんだ隣の校舎から聞こえた。

　校舎の窓から、弓を構えた連中が顔を出しているのが見える。彼らは、弓きゆう道どう部だ。

　壁に張り付いている織田は、格好の的になっていた。

「撃うてぇ────っ!!」

　容よう赦しやなく、弓が発射される。身動きの取れない織田に、矢の雨が降りかかった。

「うわああぁぁ！」

　悲鳴がこだました。俺と椎名は息を吞のむ。

　織田の手が窓の桟から離はなれた。落ちていく……。

　ちょうどそこに、階段を上ってきた茶道部が現れた。乙姫は悲鳴を聞きつけて窓に駆け寄り、地面に落ちた織田を確認した。

「チャンスじゃ！　あやつを捕らえよ！」

　乙姫は迷いなくそう指示した。茶道部の数人は引き返して、再び階段を下りていく。

　イリスに続き、織田も捕らえられることになりそうだった。

「くそ……っ」

　残っているのは、俺と椎名の２人だけ。このまま、全ぜん滅めつしそうな雰ふん囲い気きがあった。

　とにかく茶道部から逃のがれようと、彼女たちが織田に構う間にも、俺たちは廊下を駆ける。

　もう、身体が悲鳴をあげている。肺が苦しい。酷こく使しされ過ぎた筋肉が熱い。

　校舎の反対側まで廊下を走って、再び階段を上る。

　まったく、希望も何もあったもんじゃない。俺たちは蹂じゆう躙りんされるだけだ。

　……と思ったら、そこに一筋の希望を見つけた。

　階段の上に、我ら帰宅同好会の数少ない協力者、子こ夏なつちゃんがいたのである。

「ひっ……姫ひめ川かわせんせぇ────!!」

　椎名が叫び、抱き着いた。

「ど、どうしたんですか椎名さん、なんかいつもとキャラ違いますよ!?」

「子夏ちゃん、助けてください！」

　俺もしがみつく。

「ですから、一体なんなんです!?　あの、状じよう況きようを説明してくれないと」

　俺は、現在追われていることと、とにかく逃げ場が欲しいことを手短に説明した。（その間に椎名は少し我を取り戻し、プリンセスモードを繕つくろっていた）

　子夏ちゃんは少し考えて、

「はぁ……。それなら、そこの部屋の鍵かぎを貸してあげましょうか。隠れて、やりすごせるかもしれません」

　子夏ちゃんの示した先には『数学準備室』とプレートのついた、小さな扉とびらがあった。

「数学準備室と言っても、今やいらないがらくたを入れた物置部屋になってるんですけど。私もちょうど今、使わないものを押し込めてきたところです」

　言いながら、鍵を渡してくれた。

「子夏ちゃん、ありがとう！」

「姫川先生と呼びなさい。……あと、一応断っておきますけど、すごく狭せまいですよ」

　子夏ちゃんの言葉はそこそこに、俺たちはとにかく数学準備室の前に行き、小さな扉を開けた。

「……まじかよ」

　扉の先に現れた光景に、思わず立ちすくんだ。数学準備室は、物が溢あふれんばかりの様子で、本当に子夏ちゃんの言っていた通り、狭いスペースしかなかったのだ。

　何らかの立て看板や、机、椅い子す……その他にも、いろんな物がぎゅうぎゅうに押し込められている。それらを下手に圧あつ迫ぱくしたら、崩くずれてきて大変なことになりそうだ。

「は、入るしかないわよ。急がなきゃ」

　俺たち２人は意を決して、そこに入っていった。身体を横にして、窮きゆう屈くつな体勢になりながら、なんとかスペースにすっぽりと入り込む。

　そうして、内側から扉を閉めた。

「…………」

　なんとか、逃げ込むことができた。一時の休息。安心感で、少し身体の力が抜ぬけた。

　扉が閉まると、一気に室内は薄うす暗ぐらくなっていた。部屋には小窓が付いているようだったが、所ところ狭せましと詰つめられたがらくたで、外からの光はほとんど遮さえぎられている。

　沈ちん黙もくが続いた。

　というか、俺たちは隠れているのだから、息を潜ひそめるのも当たり前なのだが。

　ふと、椎名の吐と息いきが、頰ほおに触ふれた。

　それで、気づいてしまった。

　俺たちの身体が、ぴったりと密着し、正面から抱だき合うような格好になっていることに。

「っ」

　椎名と目が合う。彼女の顔がほのかに赤くなった。

　女の子の柔やわらかい部分が押しつぶされて形を変えているのが、感かん触しよくとしてはっきりと感じられていた。彼女の股ももの間の深い所には、俺の膝ひざが入り込んでいる。

　まさか、でも、こんな、

　こんな状況に陥おちいるなんて、思ってなかったのだ。

　いったん意識してしまうと、もうどうしようもない。視線をどこに置けばいいかわからなくて、きょろきょろしている内に、再び椎名と目が合った。

「な……なによ」

　上目づかいで俺を覗のぞき込み、もごもごとした声で、彼女が言った。

「いや……」

　俺はそれだけ言って、椎名を見つめながら、首を横に振る。

　この密着は、マズいって。心臓の鼓こ動どうの音が、聴きこえてしまう。

　俺は椎名から少しでも離れようと、身をよじった。

「ん……っ」

　椎名が妙みように艶なまめかしい吐息を漏らす。

　マズい、マズい、マズい。

　焦あせる俺は、いっそう身をよじる。その内に、手が椎名の胸に触れた。

「っ！」

　思わず、そこで硬こう直ちよくする。てのひらを胸の上に置いたまま。

「……あの、」

　もちろん不本意であった。しかし、痴ち漢かんの冤えん罪ざいは推定無罪が通用しないと聞く。

　椎名の顔が瞬しゆん間かん的に真っ赤に染まっていくのを、わずか数センチの至し近きん距きよ離りで見た。

「ギャ──────────────ッ!!　なにすんの、この変態────────────────ッ!!」

　叫さけびながら暴れる椎名。

　落ち着け、と言おうとしたところで、身体からだのバランスを崩した。

　どすん、と重い衝しよう撃げき。背中で扉を開き、廊ろう下かに飛び出て床ゆかに倒れてしまっていた。椎名とは相変わらず抱き合ったままの状態で、完全に俺の上にのしかかられていた。

「ってぇっ」
















　痛みと重さに顔をしかめる。

「……ほぅ、こんなところに隠れていたか」

　低く、凄すごみのある声がして、床に倒れたまま見上げた視界に、ぬっと男が現れた。

　ツルツルのスキンヘッドに、いかつい髭ひげを生やしている。ゴリラのような体たい軀くで、腕うでを組み、俺を見下ろしていた。

　帝成四天王。ラグビー部主将にして『哺ほ乳にゆう類るい最強』───ヤマト。

　椎名と俺は慌あわてて身体を起こす。

　しかし周囲は、ガチムチな男たち───ラグビー部の集団に取り囲まれていた。

「……ここまでだ、帰宅同好会よ。我々の勝利だ」

　ヤマトが勝ち誇ほこったように、そう告げた。

　……負けた、か。

　しゅるしゅると、全身の力が抜けていく。

　戦力差を、まざまざと見せつけられたような戦いだった。

　いや、それ以前に俺たち帰宅同好会には団結感というものさえまるでなく、『戦いの同盟』は、ほとんど意味をなしていなかったのだった。

　ヤマトの豪ごう快かいな笑い声が周囲に響ひびき、廊下の窓をガタガタと揺ゆらす。

　───こうして、第一回帰宅戦争は幕を閉じた。




　　　　☆




「起きろー、こらー」

　朝、ゆっさゆっさと揺すられる感覚で目が覚めた。

「うー……」

　半覚かく醒せい状態の俺はうめくような声を出すことしかできず、まだ寝ねかせてくれという身体の訴うつたえに従ってもぞもぞと布ふ団とんにくるまった。

　ぼんやりしていて思考がよくわからない感じになっている。初めて小説書く人は、たいてい書き出しが目覚めのシーンらしいけど何でだろうとか考えた（つまり寝ぼけている）。

「だめだこりゃ。どんだけ布団に執しゆう着ちやくしてんだ、この馬ば鹿か兄」

　呆あきれた声が上から降ってくる。この生意気な声こわ色いろは、妹のそれだ。

　…………妹？

　だんだん意識がはっきりしてきたところで、疑問がもたげた。

「……なんでお前がここにいる。俺の部屋だぞ、ここは」

　俺は布団から、鼻から上だけ出して訊たずねた。妹は中学の制服姿だった。

「お兄ちゃんを起こすために入って来ただけだけど」

「なんで普ふ通つうに入って来るんだよ。俺にプライバシーはないのかよ」

　というか、朝妹に起こされるようなことは、今まで俺の生活にはなかったはずである。

「最近、お兄ちゃんの寝起きが悪くて、目覚まし鳴っても全然起きてこないってお母さんが嘆なげいてたから。わたしが部活の朝練行く前に起こしに来てあげることにした」

　俺は目ざまし時計を見やる。

「ッ、お前、まだ７時前じゃねーかよ。何でこんな時間に起こすんだよ」

「わたし、この時間に朝練行くんだから仕方ないじゃん」

「いや、そもそもお前が俺を起こすとかいらないんだよ。俺はまだ寝るんだ、出てけ」

「えー、また寝ちゃったら意味ないじゃん」

　妹は出て行かず、そのまま部屋の中をじろじろ眺ながめながらてくてく散策し始めた。

「見んなよ。エロ本出てきて後こう悔かいするかもしんないぞ」

「お兄ちゃん、机の上に飾かざってある野球ボールなに？」

「何でもいいだろ」

「あれだよね。確か、昔プロ野球観みに行った時にゲットした、ホームランボール」

「知ってんなら訊きくなよ……」

「お兄ちゃん、机の上に置いてあるパソコン破は壊かいしてもいい？」

「いーわけねーだろ!?」

　さすがにがばりと身を起こした。

「あ、やっと起きてくれた」

　妹は悪戯いたずらっぽい顔でにししと笑った。

「……ちっ。わかったよ。起きるから、もう出てけ」

「お兄ちゃん、寝ね癖ぐせで髪かみぼさぼさ。昔みたいに坊ぼう主ず頭あたまの方が似合うのに」

「出てけって」

　俺は爆ばく発はつしたみたいにぼさぼさになっている髪を搔かきながら、部屋の出口を指さした。

　ようやく妹が部屋からいなくなると、自然とため息が漏もれた。

　最近、寝起きが悪い自覚はあったが、今日はやけにだるい。

　寝起きの良し悪あしはストレスに関係していると聞いたことがある。そのストレスの最たる原因は、間ま違ちがいなく高校生活にあるだろうと思う。

　あれから、何度か帰宅戦争は行われた。そして全敗した。その度たびに、体力や精神力はごっそり奪うばわれていった。

　帰宅時間は夜遅おそく、趣しゆ味みのネトゲに割さく時間もない。心は、干からびかけていた。

「そんな時に……７時前に起こしやがって」

　心の中で呪じゆ詛そを述べながら布団を出て、椅子に座った。

「…………」

　椅子に座ると、机の上のホームランボールが嫌いやでも視界に入ってしまう。

　目を背そむける。すると今度は、部屋の隅すみに置かれた、埃ほこりをかぶったグローブが目に入った。

　捨てよう、と思う。

　ずっと前からそう思いながら、放置し続けている。

「…………ちっ」

　なんとなく、心が不安定だ。やはりストレスが溜たまっている。

　することがないならさっさと支し度たくして、たまには余よ裕ゆうのある登校でもするべきだな。

　そう考えて、部屋を出て朝食を食べるためリビングに下りた。

　リビングには誰だれもおらず、妹の見ていたテレビがつけっぱなしになって流れていた。

「ふわ……」

　ひとつ欠伸あくびをし、瞼まぶたをこすりながらテーブルにつく。テーブルの上には既すでに朝食が並べられて、ラップがかけられていた。

　ラップをべりべりと剝はがしていると、ふとテレビから「椎名」という言葉が聞こえた気がした。

　思わず反応してしまって、そちらを見やる。

　画面に映っていたのは、椎名凛花ではなく───彼女の父親だった。

　椎名宏こう一いち郎ろう。全国的に名の知れた声楽家だ。

　ずいぶんコワモテで、気難しそうな容よう貌ぼうをしている。いかにも声楽家っぽいウェーブ掛がかった長ちよう髪はつをしていて、やたらに長身で、腕と脚あしを組んで座っていて、周囲を吞のみ込む独特のオーラがある男だ。

　数年前、『天才声楽家』として騒さわがれた椎名凛花も、元々は彼の実娘むすめだったために注目されることになったのだ。

　彼はゲストとして番組に出演しているようで、饒じよう舌ぜつな司会者から次々に質問を受け、それに言葉少なに答えていた。

『椎名さんは、そもそもどうして歌手になられたんですか？』

　そんな質問が飛んだ時、彼のこめかみがぴくりと動いた。

　一いつ瞬しゆん間があって、空気が変わった。

　じろりと司会者を見る。その眼めは、睨にらみつけているかのように鋭するどい。

　司会者が顔をひきつらせながら、ははは……と乾かわいた笑いでごまかそうとした。

　椎名宏一郎は、口を開いた。

　呟つぶやくような、しかし重い声をして、

『───歌ってさえいれば、幸せになれるからですよ』

　その言葉が、俺には強く印象に残った。




　登校し、教室に入ると、いつものように椎名凛花を中心とした人の輪ができていた。

　無言でそれを通り過ぎ、窓まど際ぎわにある自分の席に腰こしを下ろす。

　そこから、彼女の様子を眺めてみた。

「鈴すず木きさん、そんな趣味をお持ちなんですか？　とても素す敵てきだと思います」

「高たか橋はしさん、成績優ゆう秀しゆうですねー。私？　いえいえ、そんなことありませんよ。うふふ」

「春ですし、紅茶は、ダージリンのファーストフラッシュが美味おいしいですよねー」

　こんな風に椎名は、優ゆう雅がで可か憐れんで優やさしさ溢あふれるみんなのプリンセスを演じていた。

　教室にいる彼女はいつもこんな調子で、あの輪の中に入っていく気にはとてもなれない。

　窓の外に視線を移す。

　空は厚い雲に覆おおわれ、太陽の光を完全に遮しや断だんしていた。

　───今日もセカイは灰色だ。

　バッグを開き、そこに入れていたいくつかの道具を手に取った。

　それらを眺めていると、後ろから肩かたに手が置かれた。

　息いき遣づかいだけでわかる。ひなぎくだ。

　俺は首を動かすことなく、自分の肩に手を持っていき、そこに置かれた手を摑つかまえた。

　そうして、振ふり向く。

　ふっ、同じ悪戯は二度と引っか、

　もう片方の手の指先で、普通にぷにぷにと頰ほおをつつかれた。

「おはよう、太た郎ろう」

　ひなぎくが、至し近きん距きよ離りにある顔をニコニコさせて、言った。

「……ほっぺたをぷにぷにと触さわるな」

　あと、顔近い。

　相変わらず今日も彼女は、やってることは無防備で、見た目の方は完全防備だ。クリーム色のカーディガンから覗のぞく制服のシャツには皺しわひとつなく、スカートにもまったく乱れがない。ふんわりしたショートカットをして、黒ぶち眼鏡をかけていて、毎日外見に少しの変化もない。

「太郎、それなに？」

　俺の机の上を覗いて、ひなぎくは訊いてきた。

「煙えん幕まくと、位置情報発信機能のついたチップ」

　答えると、うげー、と顔をしかめ、それらをつんつんと指先でつついた。

「よく手に入れたね……。っていうか！　どうしてそんな道具持ってくるの。これ、帰宅戦争とかいうので使うつもりでしょ」

「あぁ、帰宅戦争に勝つために必要なものだ」

　ひなぎくはずいっと顔を近づけてきた。言われることは察しがつく。

「前にも言ったと思うけど、わたし、太郎が帰宅部になるの、反対だからね。椎名さんと一いつ緒しよに立ち上げた、帰宅同好会とかいう組織も反対。そういうの、よくないよ」

「……既に色んな人に反対されてるよ。帰宅部設立は帝成のブランド価値がどうとか言われてさ」

「わたしは、帝成なんてどうでもいいんだよ。太郎のことを心配して言ってるの」

　ひなぎくは、じっと俺のことを見つめながら、そう言った。

「……ヒナは、なんで俺のことそんなに気に掛けるんだよ」

「だって、太郎はわたしの幼おさな馴な染じみだもん」

　こともなげに言われた。

「幼馴染が道を外れそうになったら、戻もどしてあげるのは当然でしょ」

「俺は、今の自分が道を外れてるとは思ってないんだが」

　すると、ひなぎくは腕うでを組んで、頰をふくらませた。

「そんなのわたしは認めないよ。本物の太郎は、キラキラしてて、仲間想おもいで、青春の日々を駆かけ抜ぬけてる、そんな人のはずだもん」

　内心で、盛せい大だいにため息を吐つく。

　最近の彼女は、いつもこんな感じだ。俺を『更こう生せい』させようとしているのだ。

　聞けば、彼女の方は茶さ道どう部に強く興味を持ったようで、今は毎日体験入部に参加しているのだという。

　真ま面じ目めに部活に精を出す、優等生。俺とは違う人種なのである。

　と、椎名がいつの間にかファンたちの輪を抜けて、傍かたわらに立っているのに気がついた。

　何故なぜだかちょっとふくれて、俺を見つめている。

　ふくれている理由は知らないが、手にＣＤラジカセをぶら下げているのを見て、用件はすぐに理解した。ひなぎくから逃にげ出したかったから、ちょうどいい。

「佐藤さん、例の件なんですけど」

「あぁ。今向かうよ」

　たった一言、言葉を交かわし、俺は席を立った。それは、合言葉のようなものだ。

「ちょっと太郎、どこ行くの？」

「野や暮ぼ用だ。ホームルームまでには帰って来るから」

　ひなぎくにそう言い残して、俺と椎名は教室を出た。

　２人で並んで廊ろう下かを歩く。

　背中に張り付くような視線を感じた。どうやらひなぎくがついてきているようだが……まぁ、気にしないことにしよう。

「前から思ってたんだけど、佐藤くんって橘たちばなさんと仲いいのね」

　隣となりを歩く椎名が、仏ぶつ頂ちよう面づらでそんなことを言ってきた。

　俺は質問の意図がわからず、訊き返す。

「どうして？」

「別に、なんとなく……もしかして、そういう関係だったりするの？」

　そういう関係って……いやいや。俺は、手を振って否定した。

「ただの幼馴染だよ。あいつのこと、そういう目で見られないから」

　椎名はちらりと俺を見てから、あぁそうなのと特に興味もなさそうに頷うなずいた。

　なおも２人で廊下を進んでいく。椎名は、知らぬ間に歌を口ずさんでいた。

　横目で彼女を眺ながめてみると、ほとんど無意識のようだったから、歌を口ずさむのは、こいつの癖くせなのだろうと思った。

　聴きこえてくる歌は、ずいぶん明るい感じがした。

　そうして、俺たちが辿たどり着いたのは、屋上だった。

　ドアを開けると、吹ふき込んだ風が全身を撫なで、前まえ髪がみを揺ゆらした。

　目の前に広がった屋上の景観を、ぐるりと見回す。今日も朝から、部活仲間の集団が談だん笑しようしていたり、カップルが肩を寄せ合って乳ちち繰くり合っていたりした。ちらほらと、吹すい奏そう楽がく部が演奏の練習をしている姿も見える。穏おだやかな風が吹く日には、ここで演奏するのは気持ちがいいだろう。

　柔やわらかな春の温かさと、のどかで幸せそうな空気感。そう、屋上は、この学校で一番の青春スポットなのである。

　俺と椎名は適当な場所を見つけ、並んで座った。

　椎名が抱かかえてきたＣＤラジカセを、カチカチと動かす。すると、音楽が流れ始めた。

　───和わ太だい鼓この演奏音であった。

　ドドドンドン！　ドコドコドン！　ドコドコドンドドンドドンドン！

　奏者があらん限りの力を込こめて叩たたいている情景が目に浮うかぶような、力強く殺さつ伐ばつとした音が、びりびりと振しん動どうするほどの大音量で周囲に流れ始める。

　それは、柔らかな春の温かさも、のどかで幸せそうな空気感も、すべて吞み込むかのような音楽だった。

　何事かと、周囲の生徒たちがこちらを見た。それを無視する。

　ドコドコドドドン！　ドドドンドコドコ！　ソイヤっ！（掛け声）

　まるで魂たましいを揺さぶるような、力感あふれた演奏だ。身体中の血液が沸わき立つかのようだ。勇ましく、ここが戦場であるような気分になってくるようだ。非常に良い音楽だ。

　仲間同士で談笑する声も、カップルの甘い囁ささやき合いも、吹奏楽部のトランペットの音色も、もうここには存在しない。

　俺と椎名は、ラジカセの横にじっと座っている。

　明らかに周囲はウザそうにしている。それを無視する。ただひたすらに無視する。

　以前、屋上を使って軽音楽部がライブを行っていたことがある。それを鑑かんがみれば、騒そう音おん問題になることはないだろう。だいたい、吹奏楽部だって屋上でトランペットの音を響ひびかせているのだから、好きな音をＣＤラジカセで流すことくらい許されていいはずである。

　俺たちは和太鼓の演奏を聴き続ける。

　ドドドンドン！　ドコドコドン！　ドコドコドンドドンドドンドン！

　ソイヤっ！　ソイヤっ！　ソイヤっ！　ソイヤっ！（掛かけ声連呼）

　───これこそ、俺と椎名の編み出した〝アンチ青春遊び〟である。

　青春を善とする世界に対する反逆精神と、帰宅戦争で毎度こてんぱんにされた憎にくしみによって生まれた遊びだった。

　少しの時間を使って、青春バカたちに何かしらの嫌いやがらせをするのが趣しゆ旨しだ。なお、行われたのは本日で３回目である。

　楽しそうに談笑していた部活仲間の集団は冷めた感じになり、今にもキスせんばかりだったカップルは顔を背そむけ合い、気持ち良い風に吹かれて演奏していた吹奏楽部は場所を変えるために屋上を出ていった。

　幸せな光景は、どこかにいってしまった。

　俺と椎名は、こっそり拳こぶしをぶつけ合う。愉ゆ悦えつ、愉悦。

　椎名が、やってやったという顔をしてニシシと悪戯いたずらっぽく笑った。

　俺たちは、いつも喧けん嘩かばかりの関係だが、こういった方面に関してだけは、恐おそろしく気が合うのだった。

　満足したので、ラジカセの音を止め、立ち上がる。

　颯さつ爽そうと出口に向かい、屋上を後にした。

　校舎内に戻り、教室に向かって歩く。それにしても、ずっと背中に刺ささり続けている視線が痛い。

　そちらを見やると……物もの陰かげからひなぎくが、呆あきれたジト目で俺を見ていた。




　　　　☆




「───止まるでござる。帰宅同好会の者たちよ」

　まったく、その気配に気づけなかった。

　廊下を進む俺たちの前に、彼らは音もなく現れたのである。

　今日の帰宅戦争に出しゆつ陣じんし、最初の敵に遭そう遇ぐうしたのは、秘密基地を出てから20メートルも進んでいない地点だった。

　袴はかま姿をし、身体からだの前で竹刀しないを構えた、４人の男たち。

　それは、剣けん道どう部だ。

　彼らはまるで佇たたずむように、真まっ直すぐな姿勢で、静かに俺たちと対たい峙じした。

　にゃあ。猫ねこが鳴いた。

　剣道部の先頭に立つのは、帝成四天王のひとり、『伝説の二刀流』───ムサシ。

　思いがけないことに……いきなり強敵の登場である。

「今日も懲こりずに戦いくさに出てきたようだが……その気き概がいだけは買うでござるよ」

　ムサシは、俺たちを見み据すえ、そう言った。

　彼は、竹刀を２本も持っていた。額には、大きなＸ形の傷がある。

　やたらに顔立ちが整っていて、凛りんとした声こわ色いろをしている。日本男児という言葉がぴったりと当てはまるような男だ。

　にゃあ。

「……猫？」

　椎名がきょとんとした様子でそれを見つめた。

　ムサシは、片手だけで２本の竹刀を握にぎり、もう片手では、一いつ匹ぴきの黒猫を胸に抱えていたのである。

「この猫は、先ほど校舎内に迷い込んでいたのを見つけたので、保護したのでござる」

　こともなげに、そんなことを言う。

「は、はぁ……」

　俺たちはやや困こん惑わくした反応を返すと、他の剣道部員が口を開いた。

「ムサシ様は、正義感が強いお方だ。迷い猫一匹であれ、決して見捨てることはしない」

　猫は、ムサシの胸の中で、すっかり安心しきった様子でごろごろと喉のどをならしている。

　なんだか緊きん張ちよう感が解けてしまうような光景だが、ムサシはいたって真しん剣けんだった。

　俺たちに竹刀を突つき付けて、

「我々と、正々堂々勝負するでござる。我々が４人だけでやって来たのも、流りゆう儀ぎからでござる。人数に違いがあるのは、公平ではないでござろう？

　本来ならば邪じや魔まの入らぬところで戦いたいところだが、校舎内から出るわけにもいかぬ故ゆえ、そこは勘かん弁べん願いたい」

　なるほど、確かに正義感に溢あふれていそうな様が窺うかがえる。

　正々堂々と勝負、か……。

　椎名が、ちらりと俺の顔を見て、どうする？　と目で問いかけてきた。

「…………」

　俺はムサシや、その後ろに控ひかえている剣道部員たちをじろりと観察した。

　どう見ても強そうだ。戦いというものに慣れきった、研とぎ澄すまされた集中力が窺える。

　一方、俺の隣では、精せい一いつ杯ぱいに強がった顔をしたイリスが足を震ふるわせている。

　無暗に逃げ出してはいけない……ここを突とつ破ぱしなければ、校門を目指すことはできない。

　それを、ルールにしたはずだった。

　帰宅戦争に出陣する前に交わした会話を思い出す───




　放課後になると、まず俺たちはいつものように秘密基地に集まった。

　狭せまくて埃ほこりっぽいだけの屋根裏部屋も、最近少し拠きよ点てんらしくなってきていた。長机と４人分の椅い子すを、近くの空き教室から拝借してきて置いたのだ。

　俺、椎名、イリス、織田の４人は、机を取り囲むように集まっていた。

　机き上じようには、帝成高校校舎内の見取り図が広げられている。

「凛花さん、こんなものどうやって手に入れたッスか？」

　イリスが、パンを両手で持ち、もぐもぐと咀そ嚼しやくしながら問いかけた。おやつらしい。

「家にあったんですよ。数年前の文化祭のパンフレットについていたものです。私の父は、帝成のＯＢだったりするので」

　椎名が答える。……その隣では織田が、

「もぐもぐ食べてるイリスちゃん、可愛かわいいなぁー」

　手をわきわきしながらイリスに近づいている。すかさず椎名が間に立って、

「私の湯たんぽに触ふれないでくださいっ」

　織田を睨にらみつけてそう言い、イリスをぎゅっと抱だきしめた。

「なんだよー。僕にも触さわらせてくれよー」

　織田は拗すねている。当のイリスは、

「……あれ。カスタードを買ったはずなのに、あんぱんだったッス」

　と、残念そうにしている。パンに夢中で、２人を気にしていない様子だ。

　そんな彼らは置いておいて……俺は顎あごに手を置き、改めて見取り図を眺めた。

　帝成高校は、３つの長方形の校舎が正３角形を形作るように配置されている。生徒数が非常に多いマンモス校であるため、各学年に一つ、校舎が割り当てられているのだ。

　見取り図を、校門側を上にして見ると、まず校門から一本道の『インフォメーションギャラリー』が下方にのび、３角形の山の頂点にあるロビースペースに繫つながっている。３角形は、３年生校舎と２年生校舎で斜しや辺へんを構成し、１年生校舎が底辺になっている。中の空くう洞どうは中庭だ。また、現在位置である秘密基地は１年生校舎の真ん中についている。

　俺たちが校門に行くためには、１年生校舎の玄げん関かんから中庭に出て、中庭を突っ切って、ロビースペースに向かうルートがまず一つ。これは１年生が登校時に使っているものだ。

　別のルートは、２階に設けられている渡わたり廊ろう下かを渡り、３年生校舎か２年生校舎のどちらかに侵しん入にゆうして、その校舎の玄関に行って外に出るというものだ。どちらの玄関もロビースペースに出るようになっている。

「……やはり、校舎内を進むルートが無難か」

「中庭は、大量の敵が封ふう鎖さしてるからねぇ」

　織田が答えた。

　最短で校門を目指せるのは中庭を突っ切る方法なのだが、敵もそれはわかっているため、一ひと筋すじ縄なわではいかない人数を中庭に動員しているのである。

「となると、３年生校舎と２年生校舎、どちらを通るか、ということだが」

　見取り図を見つめた。そこには、校舎内の教室や部室の配置が記き載さいされている。

　運動部の部室は体育館付近やグラウンド横に設けられているが、文化系は校舎内に点在するような印象である。

　俺は、しばし思考を巡めぐらせた後、結論を出した。

「……よし、今回は２年生校舎を通って校門を目指すルートにしよう」

　言うと、椎名が見取り図に目を奔はしらせて、

「つまり……奇き術じゆつ部、サバゲー部、書道部辺りの部室近くを通ることになりそうですね」

　俺は、あぁ、と頷うなずく。

　まぁ、全すべてが計画通りにはいかないのが戦争なのだが。

「あと……最後に。一つ、ルールを作りたい」

　俺はみんなに向かって、そう言った。

「ルール、ッスか？」

「あぁ。それは、遭遇した敵から、無暗に逃にげ出さないことだ。前回、俺たちは敵と遭遇するたびに逃げ出し、結果としてまったく校門に近づくことができなかった。校門を目指すためには───敵を倒たおしながら、前に進んでいかなければならないと思うんだ」

　……そんなやりとりがあってから。

　今日の帰宅戦争も、始まっていったのである。




　竹刀を突き付けるムサシと、剣道部員たちに俺は言った。

「正々堂々勝負するつもりなら、竹刀を置けよ。そっちばかり武器を持ってるのは不公平じゃないか？」

「……ふむ」

　ムサシは頷いて、あっさりと２本の竹刀を手放した。

　床ゆかに落ちて、からん、と乾かわいた音が響く。それに倣ならって、他の剣道部員も竹刀を捨てた。

「へえ……」

　織田が感心したような呟つぶやきを漏もらした。剣道部にとって、唯ゆい一いつの武器を捨てたわけだ。

「じゃあ俺も、わずかばかりの道具だが、手放すことにしよう」

　俺はポケットに手をつっこむ。───ポケットの中で、素す早ばやくソレに事前準備を施ほどこす。

　そうして取り出した白い球を、剣道部員たちの足元に転がすように投げた。

　白い球からシュゥーッと音がして、もくもくと白はく煙えんが噴ふき出す。

「……これは、なんでござる？」

「知らないか？　煙幕ってヤツだよ」

「なに……？」

　噴き出した白煙は、たちまち辺り一面に広がっていき、視界を真っ白に搔かき消した。

「───逃げるぞっ！」

　俺は帰宅同好会の面々に向けて叫さけんだ。

　後方に向かって、一目散に駆かけだす。

「あっ、こら、待つでござる！」

　ムサシが慌あわてた声をあげた。

　誰だれが待つか！　剣道部の連中を見て、どうしようもないほどに理解してしまったのだ。俺たちでは、こいつらに勝てないと。

　自分で定めたルールをいきなり破ることになってしまったが、気にしてる場合じゃない。

　廊下を逆方向に走る。しかし後方を振ふり返って、飛びあがりそうになった。

「こ、このままじゃ捕つかまるわ！」

　椎名が焦あせった声をあげた。

　剣道部はめちゃくちゃに足が速かった。煙幕で稼かせいだ分の距きよ離りをぐんぐん詰つめてくる。

「とにかく、走れっ！」

　これじゃ前回と変わらない追いかけっこ状態だが、あれこれ考えている暇ひまはない。とにかく懸けん命めいに駆けた。

　走りに走る俺たちの横から、別の集団が現れた。

「帰宅同好会、倒してやるぅ────ッ！」

　彼らは、スキー部だった。

　一目でスキー部だとわかったのは、スキーウェアを身に着け、スキー板を足につけていたからだ。

　スキー部はカシャカシャと音を立てて、俺たちの方に向かおうとする。しかし、スキー板ではずいぶん走りにくそうだ。

「ま、まて…………あぁーっ」

　誰かが転んでしまったようで、ドミノのように連れん鎖さして、皆みなどたどたと倒れていった。

　後方からどかどかと走ってきた剣けん道どう部が、スキー部の連中を吹ふき飛ばす。

「お前らもかよっ！」

　そのネタ、もうスケート部で見たんだよ。

　俺たちは無残なスキー部を尻しり目めに、剣道部からひたすらに逃げる。

　足が一番速く、俺たちの先頭を駆けていた織田が、

「こっちだ！」

　角を曲がって、鉄製の階段を駆け上った。その背中についていく。

　３階の上にあるもの───それは、屋上だ。

　出入り口の扉とびらを開け、屋上に転がり込むと、そのまま４人がかりで扉を押さえ込んだ。鍵かぎは校舎側からのみ掛かけられるようになっているので、屋上側からは掛けられないのだ。

　がんがんと、向こう側から扉を叩たたく音が響ひびく。その衝しよう撃げきが身体からだに伝わってきた。

『卑ひ怯きよう者もの！　もう許さん！』と、ムサシのくぐもった声が聞こえてくる。

　……なんとか助かった。安あん堵ど感で自然と肩かたが下がった。

　あくまで、一時的ではあるが。ここからどうするか、考えなくてはいけない。

　背中で扉を押しながら、屋上内をぐるりと確かく認にんする。人はいない。しかし、

「１年生校舎屋上に、帰宅同好会を確認！　至急、屋上内に部隊を要よう請せいする！」

　真上から声がした。空を仰あおぐと、

「……パラグライダー部よ」

　椎名が、驚おどろいたように呟いた。

　パラグライダー部の連中が、縦横に飛び回っている。空から俺たちを監かん視しする目的なのだ。双そう眼がん鏡きようを覗のぞき込みながら、無線機を口にあて、何やら叫んでいた。

「……居場所は、バレちゃったみたいだね」

　織田が頭を搔いた。

「でも、大だい丈じよう夫ぶなんじゃないか。校舎内と繫がる扉は１つだけだし、あいつら自身が空から降下でもしない限りは、敵がここに辿たどり着く方法はないはずだ」

　狭い屋上内に、パラグライダーで着地するというのはあまりにも困難で、危険だろう。

　押さえ込んだ扉から、がんがん衝撃が伝わるのを感じつつ、俺たちは息を整えた。

「……何か、声が聞こえませんか？」

　椎名が首を傾かしげ、耳に手を当てた。

「どこから？」

「屋上の……フェンスの向こうからです」

　まさか、と思ってそちらを見やる。耳をそばだてると、確かに何やら聞こえてくる。

「イリス、見に行ってくれ」

　イリスは、はいっ、と返事して走っていき、フェンスに手をついて下を覗き込んだ。

「ひいいっ！」

　バッ、とフェンスから手を離はなし、飛びあがった。

　こちらに、泣き出しそうな顔を向けた。

「センパイ……登山部が、校舎の壁かべを、登って来てるッス！」

「何いぃっ!?」

　イリスに扉を押さえに戻もどって来てもらって、自ら確認しに行く。すると、えっほえっほと掛け声を発しながら校舎の壁をつたって登って来る集団が見えた。

「…………」

　言葉を失う。彼らは、じきに屋上に到とう達たつするだろう。

　このままでは登山部に囲まれ、捕まえられてしまう。しかし、扉の向こうには剣道部がいるのだった。

　どうするべきか。悩なやんでいる時間はない───

　その時だった。バァン、と物もの凄すごい音がして、扉が開け放たれてしまった。イリス、椎名、織田の３人が力負けして、押さえ切れなくなってしまったのだ。

「うわぁっ!?」

　３人は吹っ飛ばされて、屋上の床をごろごろと転がる。

　扉の向こうから、ムサシと剣道部の連中が姿を現した。

　その数はもう、４人どころではなかった。おそらく仲間を呼んだのだろう。

「これで、チェックメイトでござる」

　怒いかりを露あらわにしたムサシが、静かな声で告げた。

　確かに俺たちには、もう逃げ場がない。じりじりと後退するが、屋上は狭せまく、すぐに背中がフェンスについてしまった。

　登山部も、順調に登ってきている。

　……この局面を、どう切り抜ぬける。煙幕も無む駄だだ、出口の小さな扉は剣道部が数人がかりで封鎖している。

　冷ひや汗あせが、頰ほおを流れて落ちた。

　ムサシはゆっくりと歩き、近づいてくる。

　にゃあ。猫ねこが鳴いた。

「あっ、大だい五ご郎ろう」

　ムサシが声をあげた。彼の胸むな元もとで抱かかえていた黒猫が、ぴょんと抜け出して、離れていってしまったのである。

　黒猫はとことこ歩いて、織田の足元に寄って来た。足に身体をすりすり撫なでつけている。

　織田が不思議そうな顔をして黒猫を抱えた。

「…………はッ！」

　そこで、何かを思いついたように、バッと顔を上げた。

　───満面のゲス顔だった。

「ハーッハッハ!!　形勢逆転だな、ムサシぃっ!!」

「……な、何がでござる？」

「何がって、言わなきゃわかんないかなぁ？　人ひと質じちならぬ、猫質だよ、猫質ぃ！」

　織田は黒猫を両手で掲かかげて見せつけ、明るい声で告げた。

　その言葉に、ムサシのこめかみがピクリと動いた。

「さあさあ、剣道部のみなさん。僕たちに手を出すなら、この猫ちゃんがどうなるかわからないよー？」

　ほぉれ、ほぉれと猫を揺ゆらす織田。

　にゃあ。猫が幸せそうに鳴いた。

「や、やめろ！　今すぐに大五郎を放すでござる！」

「名前つけてんじゃねぇよ！」

　織田は強気だ。ムサシは、ぎり、と悔くやしそうに歯を鳴らした。

「あれれ？　正義感いっぱいのムサシさんは、猫ちゃんを見過ごせないみたいだねぇー」

　そこで織田は声のトーンを急に落として、

「……それなら、僕たちを見み逃のがしてよ。道を開けて、扉の向こうに通してくれればいい」

「くっ……！」

　ムサシの表情には、明らかに葛かつ藤とうが見える。

「アホだ……」

　椎名が呟いた。

　俺たちは、ムサシの決断を、じっと黙だまって待った。

「……わかった。見逃してやる」

　ムサシは、とうとうそう口にした。手に持った２本の竹刀しないを、近くに放ほうり投げる。

　その言葉を確認し、織田は猫を抱いたまま、悠ゆう々ゆうと出入り口の扉に向かった。

「はい、そこどいてねぇ」

　扉を封ふう鎖さしていた剣道部を、織田は軽い調子でどけていく。俺や椎名、イリスもその後ろに続いた。

「この猫ちゃんは、扉の前に置いておくからね。それじゃあ、お疲つかれ様」

　俺たち４人は、扉をくぐって校舎内に入った。その途と端たん、

「よっ、と」

　俺が急いで扉を閉め、すぐさまカチャリと鍵を掛けた。

『あ！　あいつら、鍵かけやがった！』

　扉の向こうから、慌あわてた大声と、扉をがんがん叩く音が聞こえてきた。

　……これで、剣道部の連中は屋上に閉じ込めたってわけだ。

「ナイス、織田」

「へへへ。まあね」

　俺と織田は親指を立て合い、ゲスい声で笑い合う。

　校門を目指すためには、敵を倒たおしながら前に進んでいかなければならない───そして俺たちは今、四天王の一人をやっつけたのだ！　初めての前進だ！（逃にげたけど）

「なんだか……ワタシたち、悪者側ッスね……」

　イリスが苦笑いした。

　そうして、俺たちは進み出す。かなり気分が良かった。

　本来のルートに戻り、特に敵に遭そう遇ぐうすることもなく、２階の渡わたり廊ろう下かまでやって来た。

「そろそろ、敵が現れてもおかしくないですね。身構えていきましょう」

　椎名が辺りをきょろきょろ見回しながら、言った。

　２年生校舎に繫つながる、渡り廊下を渡る。

　渡り切った先には、椎名の予想通りと言うべきか、敵が待ち構えていた。

「来たなぁ？　帰宅同好会ぃ……」

　書道部だった。

　背せ丈たけほどもある巨きよ大だいな筆を抱えて構え、その後ろには、まるで風ふ呂ろの浴よく槽そうみたいに大きな容器に、大量の墨ぼく汁じゆうをなみなみと入れて置いていた。

「嫌いやな予感しかしないッスね……」

　彼らを見て、イリスが一歩後ろに下がった。

　書道部の連中は、巨大な筆を容器につけ、墨汁をたっぷりと含ふくませた。

　俺や椎名、織田も後ろに下がる。

「───文化系の部活舐なめんなぁっ！　おらあぁぁっ!!」

　彼らは、筆を身体の後ろに引いて構えると、思い切り振ふり回し、墨汁を飛び散らせて襲おそい掛かってきた。

「っ！」

　飛んできた墨汁を、俺たちは横に跳とんで避よける。

「おいおい、まじかよっ」

　織田が裏返りそうな声で言った。

　飛んできた墨汁が顔面に当たれば、視界が奪うばわれてしまいそうだ。いや、それ以前に、

「制服についたら、汚よごれるじゃない！」

　椎名の言葉の方が、書道部の攻こう撃げきの凶きよう悪あくさを語れているだろう。

　書道部の連中は攻撃の手を緩ゆるめない。筆を振って墨汁を飛び散らせ、あるいは筆自体を打だ撃げき武器として扱あつかい、攻撃してきた。

　縦たて振ぶりした筆から放たれた墨汁が、波動のように飛んでくる。横に転がって避けた。

　何とか反撃しようと敵に向かおうとするが、別の敵が筆を振って牽けん制せいし、近づくことができない。

　そこに───パァン！　と銃じゆう器きの音が轟とどろいた。

「ひっ！」

　飛んできた弾たまが、イリスの顔面すれすれを通って、壁に当たる。すると弾ははじけ、広い範はん囲いをピンク色のインクがべちょりと濡ぬらした。

　帰宅同好会と書道部の全員が、思わず振り返った。

　迷めい彩さい服を着た連中が渡り廊下の方からぞろぞろとやって来ていて、その内の一人が、俺たちに拳けん銃じゆうを向けていた。おそらく今の弾は、こいつが撃うったものだ。

　そいつは、銃口にふっと息を吹ふきかけてから、口元を吊つり上げた。

「……サバゲー部か」

　俺が呟つぶやくと、椎名が頷うなずいて、

「……２つの部活に、挟はさまれたってわけね……」

　俺たち４人は、慌てて固まる。背中をつけて、身を寄せ合った。

　サバゲー部の集団は、全員が拳銃を構え、一いつ斉せいに俺たちに向ける。

「はは、おしまいだな」

　書道部が哀あわれむような顔をつくってみせた。

　そして、墨汁をたっぷりと含ませた筆を後ろに引いて、振りかぶる。

「おらああぁぁぁっ!!」

　筆を、横に薙なぎ払はらうように振った。

　飛び散った墨汁が、横方向に長く伸のびて向かってくる。

「伏ふせろっ！」

　俺たちは一斉に地面に伏した。───間かん一いつ髪ぱつ、頭の上を掠かすめていく。

「ぎゃああっ！」

　背中から悲鳴が聞こえた。見ると、サバゲー部の連中の顔面が真っ黒に染まっていた。

　何人かが拳銃を手から離し、顔を押さえてうずくまる。

　床ゆかに拳銃が落ち、乾かわいた音を立てた瞬しゆん間かん───椎名が動いた。

　サバゲー部の足元に素す早ばやく入り込んで拳銃を拾い、しゃがんだまま両手で構えた。

「ッ!!」

　───パァン！　と銃声が轟く。

「ぐぁッ!?」

　筆を構えた書道部に命中し、顔面がべちゃりとピンク色に染まった。

　椎名はすぐさま次の狙ねらいを定め、引き金を引いた。

　次々に連射する。銃声が響ひびく。椎名の撃った弾だん丸がんは、見事に書道部やサバゲー部に命中していった。

　周囲が、ピンク色のインクに塗ぬりつぶされていく。

　拳銃から撃ちだされる弾は、ペイント弾だんだ。何かに当たるとそこではじけ、ピンクの塗と料りようが広がる。

　顔面に命中させられた敵は視界が奪われ、混乱した。

「いけるわ！」

　椎名が嬉き々きとした声をあげる。銃を構える姿が、ずいぶん様さまになっている。───驚おどろいたことに彼女は、銃の扱いに関して尋じん常じようじゃないセンスを持っていた。

「あいつを、あいつを狙ええぇっ！」

　サバゲー部が力の限りに叫さけび、それに書道部も呼応した。

　銃撃戦が始まった。

　サバゲー部が拳銃の引き金を引き、ペイント弾を発射する。書道部が筆を振り回し、墨汁を飛ばす。

　椎名は動き回り、敵の攻撃をかわしながら、時折両手で銃を構え、引き金を引いた。

「がぁぁッ！」

　弾が命中した敵は、断だん末まつ魔まのようなうめき声をあげる。

　墨汁とペイント弾で、周囲の床が、壁かべが、どんどん塗りつぶされていく。

　……やがて、銃器の音が止やみ、辺りが静かになる。

　果たして、銃撃戦を制したのは椎名だった。

　書道部とサバゲー部の面々は、とうとう全員が顔面をべちゃべちゃにしてぶっ倒れた。

　塗料のピンクと墨汁の黒が混ざり合って赤色になっていて、殺さつ戮りく現場みたいな光景だ。

「ふぅ……」

　椎名は銃口を口元に当て、息を吐はく。

　しかし、ゆっくり落ち着く暇ひまはなかった。

　突とつ然ぜん、地じ響ひびきが鳴りだして、音のする方を確かく認にんする。

「な────」

　渡り廊下の方から、数え切れないほどの敵がどかどかとやってきていた。

　長い間銃声が鳴り響いていたせいで、俺たちの居場所が周辺の敵に特定されてしまったのだろう。

　あの人数を相手にしたら、勝ち目はない。

　俺は大量の墨汁が入った容器を蹴けり飛ばし、中身を廊下にぶちまけた。

　墨汁は追っ手のやって来る方へ川のように流れ出す。少しは足止めになって欲しいが。

「こっちだ、逃げるぞ！」

　俺たちは、廊下を駆かける。

「も、もう今日はいっぱい走ったので、疲れちゃったッス！」

　イリスがよろよろと走りながら弱音を吐いた。

「イリス、負けるな！」

　ぜぇぜぇと呼吸が苦しい。肉体的にも、精神的にも限界が近づいている。

　敵の群れはぶちまけられた墨汁を乗り越こえて、どんどん迫せまって来る。

「このままのペースじゃ、逃げ切れないよ！」

　先頭を走る織田が振り返り、後方の３人に声を掛かけた。

「わかってる！」

　答えるが、どうしようもない。

　イリスが、俺を見た。その目は、何故なぜだか決意に満ちていた。

「センパイ……ワタシ、諦あきらめることにするッス！」

「は、はぁッ？」

「大だい丈じよう夫ぶッス、ただでは死なないッスから！　『漢おとこ』を見せてくるッス！」

　いっそうペースを落とし、他の３人に向けてびしりと敬礼をするイリス。

「ちょっと、イリスちゃん!?」

　椎名が手を伸ばす。しかし届かず、立ち止まってしまったイリスは、俺たちの後方に抜ぬけていった。

　イリスはくるりと身体からだの向きを変え、敵の群れに対たい峙じする。

「おい！」

　俺の制止を聞かず、イリスは逆方向に、駆け出していった。

「わ────────っ!!」

　叫び声をあげながら、彼女は、敵の群れに突つっ込んだ。───先頭集団に激げき突とつする。

　思わず、目を瞑つぶった。

　大勢の人たちが固まった状態では、前方の状じよう況きようが見えない。全力で走ってきた彼らは、目の前の人が突然ストップしたことに対応できず、勢いのまま追つい突とつしてしまう。それがどんどん連れん鎖さして、もみくちゃの団子状態になった。

「うわ……大丈夫かしら……」

　椎名が顔をひきつらせた。

　……しかし、イリスのおかげでかなりの足止めができた。

　俺たちはそれを利用し、廊ろう下かを階段の前まで走りきった。

　織田、椎名、イリスと活かつ躍やくしたのだから、次は俺の番だろう。

「３階だ！」

　そう指示を飛ばして、３人で階段を上りきる。

　───２年生校舎３階の階段の前には、『数学準備室』とプレートのついた部屋がある。

　先日、子夏ちゃんから『どうせいらない物が入っているだけの部屋なので、よろしければ鍵かぎは佐藤くんが持ったままで構いませんよ』と言われていた。

　俺は鍵を使って小さな扉とびらを開く。部屋の中を覗のぞき込んだ。

　何らかの立て看板や、机、椅い子す……その他にも、いろんな物がぎゅうぎゅうに押し込められている。それらを下手に圧あつ迫ぱくしたら、崩くずれてきて大変なことになりそうだ。

「……佐藤さん？」

　椎名が俺の様子を見て、いぶかしげな顔をした。

　敵の集団は廊下を走り切り、続々と階段を上り始めている。

「…………」

　じっと、タイミングを窺う。敵はどんどん近づいてくる。

　先頭集団が、階段を上り切ろうとしている瞬間、

　───今だ。

　俺は、触ふれれば絶対に崩れそうなところを狙って、両手で思い切り押した。

　ぐらり、とがらくたの山が傾かたむく。刹せつ那な、急いで数学準備室を出た。

　ずどどどどっ！

　一気に崩れ、扉の外まで溢あふれてくる。そのまま、目の前の階段になだれ込んでいった。

「うわああぁぁ────っ!!」

　数え切れない悲鳴が響く。なだれ込んだがらくたは、階段を上っている沢たく山さんの敵を巻き込んでいった。……それが止まり、悲鳴が聞こえなくなった後は、静かなものだった。

　階段は上から下まで、目をぐるぐる回してのびている生徒たちと、ぐちゃぐちゃになったがらくたで埋うまっていた。誰だれも動かない。うーんという呻うめき声が時折聞こえるだけだ。

「なるほどね……」

　椎名が俺を見て、得心したように頷いた。

「かなり痛そうだね……可哀かわいそうに」

　織田が、階段を覗き込んで言った。

　……静せい寂じやくの中に、パチパチと乾いた拍はく手しゆの音が響いた。

　下からだ。

「あ……あいつは」

　織田が、驚いて言った。彼の見つめる先を、俺も覗き込む。

　荒あれ果てた階段の下、２階の廊下に、ひとりの男が見えた。

　黒いサングラスをかけ、髪かみをヘアスプレーで逆立てた、不気味な男。彼が、顔の横でパチパチと手を叩たたいていた。

　奇き術じゆつ部主将にして『奇き跡せきの創造者』───マジックだった。

　彼は俺たちを仰あおぎ、ニッと口元を吊つり上げてみせた。

　その笑えみに、ぞっと背筋が凍こおるような、不ふ吉きつな予感がした。

「…………」

　彼は何も言わず、ゆっくりと廊下を歩き出す。そうして……去っていった。

「……なんだか、不気味な人ですね」

　と、椎名が言った、その時だった。

　すぐ近くから、再び乾いた拍手の音が聞こえ出したのである。

「っ!?」

　音のする方を見やると、彼が───マジックが、３階の廊下を歩き、顔の横で拍手をしながら俺たちの方へ向かって来ていた。

　数秒前には２階にいたはずだ。階段も使わずに、一体、どうやって移動してきた？

　俺たちは驚きのあまり立ち尽つくす。

「に、逃にげなきゃ……！」

　織田が慌あわてて駆けだそうとした。

　しかし、マジックの反対方向は、廊下の突き当たり、つまりは行き止まりである。

「教室よ！」

　椎名が叫ぶように言った。俺たちはその言葉に従って、ほとんど衝しよう動どう的に近くの教室に逃げ込む。

　教室の奥まで駆けていって、窓に背中をつけ、身を寄せ合った。

　マジックは、相変わらずパチパチと拍手をしながら、教室内に入って来た。

「いやぁ、見事、みごと。実はさっき、階段の件くだりを離はなれた場所から眺ながめていたんだけどねぇ。実に良かった。……君の判断なんだろう？」

　そう言って、マジックは右手の人差し指を真まっ直すぐに俺の顔に向けた。

「戦いというのは、あぁでなくちゃいけないなぁ。腕わん力りよくの強さで競きそうのではなく、クールかつ知的な駆け引きであるべきなんだ」

　冷たく、しかし耳にねっとりと絡からみつくような声こわ色いろをして、彼は語る。

　こいつ……場の空気を支配するのが、異常に巧うまい。

　不気味なオーラに、俺たち３人はたじろぎ、腰こしが引けてしまっていた。

「……さっき下にいたのは、誰だ？」

　俺は彼を睨にらみ付け、鋭するどく言い放った。

「誰だ、だって？」

　マジックは首をかしげ、そのまましばし俺を見つめた。そして、頰ほおを緩ゆるませて笑いだす。

「ははっ。やれやれ、簡単に気づかれてしまったかぁ」

「……サングラスに、ヘアスプレーで逆立てた髪。……お前の外見の特とく徴ちようは、簡単に真似まねできるものだからな。同じくらいの体型の奴やつを使って、変装させたんだろう」

「素晴らしい、素晴らしい。君のこと、本当に気に入ったよ。是ぜ非ひ仲良くしたいなぁ」

　マジックは再び拍手をしながら歩き、近づいてくる。

　今なら逃げられる、と思ったのか。

　椎名と織田が、微かすかに身じろぎした後、同時に動き出した。それを感じて、俺も動く。

　教室には、前と後ろで計２つドアがついている。２人は別々のドアを狙ねらい、向かった。

　果たして、と言うべきか───２人とも、教室のドアに辿たどり着く。

「待てッ！」

　そう、大声を出したのは───俺だった。

　椎名と織田は、ドアの前で立ち止まり、振ふり返る。俺は、未いまだ教室の奥に突っ立ったまま、逃げられずにいた。

　俺も、逃げようとしたのだ。したのだが……マジックは、他の２人には目もくれず、俺だけを逃のがさぬように動き、進路を阻はばんできたのである。

　マジックは、ぐるりと首を動かして、ドアの前に立つ２人を見やる。

「逃げるなら、今この瞬しゆん間かんしかないぞ……？」

　２人が、同時に俺を見た。その目から、迷いが見えた。

　俺は心の中で懇こん願がんする。しかし、

「……悪いっ」

　織田が言った。２人は、今のタイミングで逃げられなかった俺は、もう助けられず、脱だつ落らくするものと判断したのだろう。踵きびすを返し、廊下の向こうに走り去ってしまった。

「…………」

　……俺とマジックは、教室の中に２人きりになって対峙した。

　もう日は落ちかけていた。斜ななめから差し込む紅あかい夕日が、マジックの顔に不気味な影かげをつくっている。

「仲間に見捨てられたのが悔くやしいかぁ？　あるいは、３人ならばこの私を倒たおせると踏ふんでいたのか。……ははっ。おそらく、その両方だろうなぁ」

「勝手に決めつけんな。それに、俺たちは仲間じゃなく、同盟だ」

「ずいぶんとドライだなぁ。……まぁいい。さて、ゲームでもしようじゃないか」

　マジックは声のトーンを明るくして、そんなことを言い出した。

「あえて言っておくが、今この教室とその周辺には、私と君しかいない。そして身体を見てもらえばわかるように、私はひょろっとしていて、腕力に自信がない。だから、君を力づくで捕とらえようとしても、逃げられてしまうかもしれない。

　そこで、だ。当てっこゲームをしよう。私が、君の心の中で考えていることを当てるんだ。もしもピタリと当てることができたら、逃げずに大人しく捕つかまって欲しい」

　心理ゲームという奴か？　おそらく罠わなだろうが……。

　思考を巡めぐらせるための時間を稼かせぎたかった。俺は、黙だまって頷うなずいた。

「よし。じゃあ、問題を出そう。───次の中から、好きなイメージをひとつ選べ。

　１．花畑　２．文ぶん房ぼう具ぐ　３．春　４．赤色　５．蟹かに」

「……あぁ、決めた」

「次に、そのイメージから連想されるモノを、次の中から選べ。

　１．ハサミ　２．ミツバチ　３．粉雪　４．薔ば薇ら　５．カッターナイフ」

　俺は心の中で決め、頷く。

「次に、そのモノの持つ性質を、次の中から選べ。

　１．降る　２．刺さす　３．歌う　４．走る　５．切る」

　俺は、再び頷いた。

「最後だ。その性質を持ったモノを、次の中から選べ。

　１．スプーン　２．雨あま粒つぶ　３．カナリア　４．ナイフ　５．ウサギ」

「……選んだぞ」

　答えると、マジックは自信ありげな顔をして、制服のポケットに手を伸のばした。

「君の選んだモノは……これか？」

　窓から差し込む太陽の光に照らされ、ソレは銀色にきらめく。───スプーンだ。

　俺は、はっ、と笑い飛ばす。

「残念」

　そう口にすると同時に、密ひそかに手の中で準備を施ほどこしていた煙えん幕まくを足元に投げつけた。

　たちまち、教室内が白はく煙えんに包まれる。

　俺は真っ白い視界の中、教室前方のドアに向けて駆かけだした。

　教室には、前と後ろで計２つドアがついている。奴もどちらかのドアを選せん択たくし、俺を阻もうとするだろうが、確率は２分の１だ。

　賭かけは───成功した。

　奴は後方のドアを選んだのだろう。俺は阻まれることなく、教室を出ることができた。

　と思ったその時、背中から、ぐいと肩かたを摑つかまれた。

　───首筋に、冷たいものが当てられた。

「……本当は、こっちを選んだんだよなぁ？」

　耳元に、マジックの声。目だけを動かし、首筋に当てられた物を確かく認にんする。

　それは───ナイフ。

「な……っ」

「図星って感じだねぇ。ちなみに、動くとナイフは君の喉のどを搔っ切るから、気を付けて。抵てい抗こうせずに、私に捕まえられて欲しいんだ」

「…………」

「心理ゲームじゃない。これはすべて、駆け引きなんだよ」

　マジックが、ゆっくりとした口調で囁ささやく。

　……なるほど、俺の敗北だ。

　その時、廊ろう下かの向こうから大勢の敵が現れ、俺を見つけて向かってきた。

　マジックは、もう俺を拘こう束そくしておく必要がないと判断したのか、解放する。

「次の戦いも、楽しませてくれることを期待してるよ」

　薄うすら笑いを浮うかべながらそう言って、持ったナイフを、自らの手のひらに突つき刺した。

　しゃこ、と刃はが引っ込んだ。

「…………ちっ」

　こうして今日も俺は校門に辿り着くことはできず、後に、残っていた帰宅同好会メンバーも捕まえられたことを知らされたのだった。

　校門は、遠い。

　けれども振り返ってみれば、四天王のひとりであるムサシを倒すことができ、多くの収しゆう穫かくがあったことは確かだった。

　４月17日。帰宅部設立の期限まで、２週間を切っている。
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　昼休みのことだ。

　さっさと昼食を食べ終えた俺は、周囲の喧けん騒そうをＢＧＭに、一人で机に突つっ伏ぷしていた。

　つんつんと、頭がつつかれた。

「……ヒナ？」

　顔を上げる。見上げた相手は、予想に反した。

「橘たちばなさんじゃなくて悪かったわね」

　彼女は腰に片手を当て、不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを寄せて言った。そして一言、

「行くわよ」

　そうして、スカートを翻ひるがえした。よくわからないが、俺はのそのそ椅い子すから立ち上がる。

　さっさと教室を出ていく椎名の背中を追いかけた。

　廊下に出ると、隣となりに並んで問いかける。

「〝アンチ青春遊び〟か？」

　椎名は俺をちらりと一いち瞥べつして、右手の人差し指を立て、こう言った。

「違ちがうわ。偵てい察さつに行くのよ」

「偵察？」

「えぇ。まだあたしたち、ほとんど３年生校舎には足を踏み入れたことがないでしょう。帰宅戦争のルートとして利用する前に、一度見ておく必要があると思って」

　ふむ、と俺は頷く。

　昼休みを利用して帰宅戦争に向けた活動をしたがるなんて、感心である。

　前から思っていたが、こいつは帰宅部を設立することに、実はかなり一いつ生しよう懸けん命めいなのだ。

　俺たちは２階に下りて渡わたり廊下に入る。

　椎名は歩きながら、また小声で歌を口ずさんでいた。やはり癖くせであるらしい。

　今回聴きこえてくる歌は、前回ほど明るくなく、やや緊きん張ちよう感のあるメロディーだ。

　渡り廊下を抜ぬけて、３年生校舎にやって来た。構造自体は、１年生校舎とほとんど同じのようだ。ただ、そこにいる人間の違いからか、空気感が違って、どこかよそよそしい。

　椎名も少し表情をこわばらせ、歩きながらしきりにきょろきょろと顔を動かしていた。

　と、そこに知った顔を見つけ、俺は立ち止まる。

「ムサシだ」

　椎名に、彼のいる方向を顎あごで示した。

　ムサシは廊下の片かた隅すみで、ひとりの女子生徒と一いつ緒しよに立っていた。

　椎名と俺は、奴の視界に入らないよう物もの陰かげに隠かくれ、その様子をじっと見つめた。

　ムサシと女子生徒は、２人きりで何やら話しているらしい。耳をそばだてた。

「その、ムサシさんは、好きな食べ物とか、あったりしないんですか？」

「食べ物でござるか？　うむ、そうだな……やはり、白米が一番でござるな」

「えっ？　あ、あの、料理とか、もっと手間のかかるものだと、嬉うれしいんですけど」

「何を言う。絶品の白米とは、農家の方々が手て間ま暇ひまかけて丁てい寧ねいに育てたものでござろう」

「あっ、そう、なんですけど。でも、わたしが作りたいので……」

「ん？　どうしてあなたが作るでござるか？」

　女子生徒は頰を染め、一生懸命に答えている。明らかにムサシに好意を寄せているらしいことが見てとれた。

　一方、ムサシはそれにまったく気づいていない。悪気はないのだろうが、傍はたから見ると女子生徒が可哀かわいそうになってくる。

　それにしても、あんな風に女子から好意を寄せられるなんて……。帝成四天王のひとりで、その上イケメンな奴やつのことだ。普ふ段だんからモテているに違いない。

　俺の隣で、椎名が憎にくらしげに吐はき捨てた。

「あんな場所で……ずいぶんとあけっぴろげに青春してくれちゃってるじゃないの」

「あぁ、まったくだ」

　俺もうんうん頷く。

「恥はずかしくないのかしら。異性同士で２人きりでいるなんて……。そういうのが風紀を乱してるっていうのよ。死ねばいいのに」

「……うん？」

　何か引っかかった。……まぁいいか。俺は気にすることなく、再びうんうん頷いた。

　椎名が俺の方を向いて、ずいっと顔を近づけてきた。

「いいわね。これは決して嫉しつ妬とじゃないのよ。恋れん愛あいなんてしてる奴は馬ば鹿かなのよ」
















「あ、あぁ……もちろんだ」

　俺は彼女の気勢に圧おされ、少しのけぞりながら答える。

「……まったく理解できないわ。将来、あたしが恋愛することなんてあるのかしら。そもそも、かぶった猫ねこを好きになられても、どうすればいいかわからないし……」

　椎名は俺から顔を離はなした後も、ぶつぶつ言っている。

「ふんっ。さっさと別の場所に行きましょう」

　最後に椎名は不機嫌そうに言って、俺たち２人はそこを離れた。

　なおも廊下を進み、いくつかのクラスの教室の前を横切っていく。

　すると、今度は椎名が突とつ然ぜん立ち止まった。俺はそれに気づかず、追つい突とつしてしまった。

「いたっ。……ちょっと、気をつけなさいよ」

「急に止まるからだ」

　睨にらみ合う。

　椎名が、そうだ、という顔をして、すぐ横にある教室内に視線を移した。

「あれ、見て」

　椎名の視線の先───３年３組と書かれたプレートの付いた教室内には、乙姫がいた。

　その姿を見て、うわ、と思わず声が漏もれた。

　男子生徒が床ゆかに四つん這ばいになっている。乙姫はその上に尻しりをのせ、足を組んで座っていた。その光景は、貴族とそのしもべを思わせた。

　そんな乙姫の前には、まるで謁えつ見けんをするように膝ひざを合わせて床に座る、数人の男女。椅子になっている者も含ふくめて、乙姫以外の全員が丸眼鏡めがねをつけていた。

　乙姫は扇せん子すをぱたぱたと動かして風を浴びながら、露ろ骨こつに見下すような姿勢をして、彼らに向けて口を開いた。

「どうして貴様らは地味で根暗で丸眼鏡なのじゃ。わらわのような華はなやかな人間の前で、恥ずかしいとは思わぬか」

「すみません、姫。でも、華やかになりたくてもなれないんです。僕ら、そういう人種で」

「まったくダメな奴らじゃな。いつも、女の子のイラストが表紙になった小説や漫まん画がばかり読んでるからダメなのじゃ」

「でも、僕らは文芸部です。本を読んだり書いたりする部活なんです。それに、ラノベや漫画も立派な本です。むしろ今や、衰すい退たいしつつある活字文化を支える重要なものです」

「うるさい。わらわは地味で根暗で丸眼鏡が嫌きらいじゃ」

「すみません、姫」

「ふん、下げ劣れつなオタク風ふ情ぜいが生意気にしよって。わらわのような高貴なる人間が、話をしてやっているだけありがたいと思え」

「ありがとうございます、姫」

　乙姫は文芸部の連中をいじめている最中のようだった。

「……あいつ、教室でも帰宅戦争の時とキャラ変わんないんだな」

　俺は、ふんぞり返っている乙姫を眺ながめながら、呟つぶやいた。

「でも、文芸部の人たちもそこまで嫌いやそうな顔してないわよ。ああ見えて、実は仲良いんじゃないのかしら」

「そうか？」

　俺にはそうは見えないが。

　と、そこで、教室内の乙姫と目が合った。

　すると乙姫は、いじわるそうな笑えみをにたっと浮かべた。まるで、新しいおもちゃを見つけたように。

「ホッホッホ。貴様らよりももっと下劣な奴らが現れたのじゃ」

　マズっ、と椎名が口にする。

「おい、貴様ら。奴らを捕とらえよ」

「仰おおせのままに、姫」

　答えるなり、文芸部の連中は一いつ斉せいにこちらを向いた。

　そして、外見に反してやたらに速い動きで襲おそい掛かかって来る。

　な……なんでこうなるんだ！

「逃にげるわよ！」

　俺たちは、慌あわてて駆かけ出す。こけつまろびつ、一目散である。

　まったく、いつもいつも廊ろう下かを走ってばかりだ。帰宅戦争をしていない時くらい、ゆったりとした学生生活を送りたいものである。

　渡り廊下を渡り、１年生校舎まで逃げ込んだ。そこでようやく後ろを振ふり返り、文芸部の連中が追い縋すがってきていないのを確かく認にんした。

　膝に手をつく。２人で、盛せい大だいに息を吐いた。

「なかなか実みのある偵察だったわね……」

「……もうちょっとスマートにいきたかったけどな」

　俺は、もう無暗に３年生校舎には足を踏ふみ入れるまい、と感じたのだった。
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　作戦会議をしよう。

　唐とう突とつに、そう思った。帰宅戦争に勝つためには、それが必要なのだと感じた。

　放課後、俺はいつものように秘密基地に続く階段を上った。

　扉とびらの前まで辿たどり着くと、その場にしゃがみ込む。

　床ゆか板いたを剝はがすと、そこには、ひとつの鍵かぎが隠されている。それを抜き取った。

　───剝がれる床板は、以前、偶ぐう然ぜんに見つけたものだ。鍵の隠し場所にちょうどいいということで、放課後、最初に屋根裏部屋にやって来た人が扉の施せ錠じようを解くのに使っていた。

　てっきり俺が最初だと思って鍵を開けようとすると、もう開いていた。

　扉を開く。すると、中にいたのは椎名だった。

「……なんだ、佐藤くんか」

　ふぅ、と力を抜いて、恭うやうやしく手を重ね合わせたプリンセスポーズをやめた。

　椎名は、どっかりと椅子に腰こしかける。

「ずいぶん早いんだな」

「まぁね」

　彼女は制服のポケットから拳けん銃じゆうを取り出し、机の上にのせた。

「……お前、その銃持ってたのか？」

「うん。使えそうだったから、あの時そのまま制服に入れてたの」

　あの時とは、直近の帰宅戦争での、サバゲー部や書道部との銃じゆう撃げき戦せんを指すのだろう。

　椎名は拳銃を手に取り、ハンカチで磨みがいて手入れをし始めた。

　ふぅん、と俺は頷うなずく。……頷いてから、凄すごく腑ふに落ちないことに気づいた。

「お前……それ持ってたんなら、マジックのこと倒たおせたんじゃないのか」

　椎名と織田が俺を置いて逃げたので、俺だけが捕つかまえられたのである。

　ペイント弾だんでなんとかしてくれれば、俺も逃げられる可能性はあったはずだ。

「仕方ないじゃない。あいつ、やたら不気味で怖こわかったんだから。頭回らなくて、これ持ってたことすら忘れてたわよ」

「しれっと言うなよ。おかげで大変な目に遭あったんだぞ」

「あたしだってその後、別の敵に捕まえられて大変な目に遭ったんですぅー」

　椎名は腕うでを組み、机の上に足をのっけてふんぞり返った。なんつー態度だ。でもパンツ見えそうなので何も言わずにいた。

「はー、嫌なこと思い出した。ストレスたまるわぁーっ」

　彼女は機き嫌げんを悪くして愚ぐ痴ちをまき散らし始めた。

「……おい、そろそろプリンセスモードに切り替かえとかないと、みんな来るぞ」

「こういう時でも猫かぶりしなくちゃいけないなんて……なんかもう、嫌になるわね。あー、現実なんて嫌いだー。何もかも消えてなくなれー。人類みんなしねー」

　机の上の足をばたばたと動かす椎名。

「…………あの、凛花さん？」

「ッッッ!?」

　知らぬ間にイリスが部屋の扉から顔を出していた。机にのせていた足をすぐさま戻もどす。

「……どこから聞いていた？」

　椎名が鋭するどい目つきで訊たずねた。

「えと……センパイの『そろそろプリンセスモードに切り替えとかないと、みんな来るぞ』のあたりから……ッス」

「────」

　椎名はよろりと机から落ち、無言で床に膝をついた。

　すごくショックを受けてしまっている。

「い、いえ！　ちゃんとわかってるッス！　凛花さんは、え、演劇の練習でもしてたッスよね！　うまくできてたと思うッス！」

　すげぇ無理して信じようとしてくれてる……。

　椎名には悪いが、もう駄だ目めだと思う。

「……あの……ええと……ワタシは一体、どうすればっ」

　イリスは酷ひどく困こん惑わくした様子だ。

　椎名は俺をキッと睨みつけた。

「おのれ佐藤……あたしをハメたわね」

「俺のせいにすんなよ。自分の秘密を守るのは自己責任だろうが」

「あー、そんなこと言っちゃうんだ」

　言い合いを始める俺たち。

「あのー……置いてけぼりになってるッス」

　イリスが挙手してそう発言する。椎名が観念した様子で打ち明けた。

「イリスちゃん、今まで騙だましてごめん！　あたし、実は猫ねこかぶりしてたの」

「お、驚おどろきッス……凛花さんが、こんな普ふ通つうっぽい感じだったなんて」

「うん。ごめんね、普通で……」

　申し訳なさそうな椎名。すると、イリスが励はげますように、

「いえ、普通が一番だと思うッス。こっちの凛花さんも、いいと思うッス！」

「ありがと、イリスちゃん。そう言ってくれて嬉うれしいわ……。あの、申し訳ないんだけど、このことは他の人に言わないでおいてくれない？」

「はいッス！　任せといてください」

　イリスにはバレても、まだ他の帰宅同好会メンバーたちには隠かくし通すつもりらしい。

　と、その時、部屋に織田が入って来たのを俺は見た。しかし口を挟はさめなかった。

「ごめんねー。さっきあたし、机の上に足のっけてたり『人類みんなしねー』とか言っちゃってたけど、あぁいうの全部オフレコで。ほら、プリンセス的なイメージとかもあるし？　あ、織田くん来てたんだ。こんにちは」

　椎名は挨あい拶さつして、再び膝ひざから床ゆかに崩くずれ落ちていった。

「うん、こんにちは……ええと、凛花ちゃん？」

　織田は椎名を見てきょとんとしている。

「いやぁ……今日は悪い風が吹ふいてるわね……」

　椎名は床に伏ふしたまま苦しそうに答えた。そのまましくしく泣きだす。

「よう、織田」

　落ち込んでいる椎名は放ほうっておいて、俺は織田に声を掛けた。

「や、やあ、太郎……ええと、これ、凛花ちゃんだよね？　どうしたの？」

「気にしなくていい。椎名凛花はごらんの通りの人だよっていう話をしてたとこだ」

「ごらんの通りって……僕、こんな凛花ちゃん見たことないんだけど」

「そうだろうな。でも哀かなしいかな、今までの姿が偽にせ物もので、これが本来の姿なんだ」

　全身で絶望を表現するように床に倒れ伏している椎名を指さす。

「へ、へぇ……」

　椎名はぐしぐしと涙なみだを拭ふいて、のそのそと立ち上がった。

「……どうも、織田くん。椎名凛花です。ごらんの通りの人です。改めてよろしくお願いしてもいいですか」

「あぁ、うん……何だか大変みたいだけど、頑がん張ばってね」

　織田は、茶色く染めた頭をがしがし搔かきながら、特に気にしていない様子でそう言った。

　……これが、帰宅同好会の面々と、トゥルー椎名の出会いとなったのだった。

　と、そんな時。

　───コン、コン。

　部屋の扉が、叩たたかれる音がした。

「え…………？」

　俺たちは固まった。……この場所に、誰だれかが来るなんて思っていなかったのだ。

「見てくる」

　俺はそう言って、おそるおそる扉に近づいていく。扉を開けると、

　そこにいたのは───黒ぶち眼鏡をかけた、ひとりの女子生徒。

　俺の幼おさな馴な染じみ、橘ひなぎくだった。

「……どうも」

　彼女は室内に向けて、ぺこりと頭を下げる。

「ヒナ……どうして、ここに？」

　信じられない思いで訊ねると、彼女は俺に対してではなく、帰宅同好会の全員に対して、口を開いた。

「突とつ然ぜんすみません。ここにいるのって、帰宅同好会ですよね？　あの、わたし───入会したくって、来たんです」

　ひなぎくは、あろうことかそんなことを言い出した。

　俺は慌てた。

「ま、待てまて！　まず、どうやってこの場所を？」

　俺たち帰宅同好会は、拠きよ点てんがバレないよう、細心の注意を払はらっているのである。

「わたし、放課後に太郎がどこに行ってるのか知りたくて、つけてたの。いつも途と中ちゆうで見失っちゃうんだけど、何度もつけてる内に、やっと場所がわかったから。……階段の下で悩なやんでたんだけど、やっぱり来ちゃった」

　ストーカー気質のある奴やつだな！

　俺は驚きのあまり、口を開けたまま固まってしまった。

「センパイの知り合いッスか？」

　イリスが不思議そうな様子で訊きいてきた。俺は頷いて肯こう定ていする。

「それで、ヒナ。帰宅同好会に入会したいってのはどういう意味だよ？　茶さ道どう部に興味持って、毎日体験入部に参加してるって話してたじゃないか」

「どういう意味って、言葉通りの意味だよ。わたしも帰宅同好会に入って、帰宅部設立のために戦いたいんだ。ね、入会に必要な条件って、特にないよね？」

　ひなぎくの問いに、椎名が難しい顔をして口を開く。

「まぁ……ロリコンでも（チラリと織田を見た）、戦せん闘とう能力がなくても（イリスを見た）、変態でも（そして俺を見た）、ここにいるわけだし……」

「それって、入会できるってことだよね？　やったぁ、ありがとう！」

　ひなぎくは勝手に入会を決定して、嬉しそうにガッツポーズをしている。

　いやいや、俺は納なつ得とくできるはずがない。

　他のメンバーに聞かれないよう、彼女を部屋の隅すみまで連れて行き、追つい及きゆうを始めた。

「……ヒナ、帰宅部設立に反対してたはずだろ。どういう風の吹き回しだよ？」

　訊くと、彼女は俺を見て、はっきりと言った。

「もちろん、反対してるからこそだよ。太郎を放っておけなくて入会することにしたの」

　……やっぱり、そんな理由だったか。

「わたし、考えたんだ。同じ考えを持ってる人と一いつ緒しよにいる限り、太郎は更こう生せいなんかできないって。だからここに入会して、帰宅同好会を内側から変えていくことにしたんだよ」

　ひなぎくは自信満々の顔で、そう言った。

　……それじゃあ、まるで『青春バカ』たちからのスパイじゃないか。

　俺は何と言うべきか、言葉を探す。

「……相変わらず、仲良さそうね」

　椎名が机の上に足をのせて座り、腕を組みながら呟つぶやいた。部屋の隅にいる俺とひなぎくを見て、何故なぜだかつまらなそうにしている。

　俺が言葉を探す間に、ひなぎくは他の３人のいる方へ歩いていく。

「わたし、橘ひなぎくって言います。一いつ生しよう懸けん命めい戦って、早く信しん頼らいを得られるように頑張るので、よろしくお願いします！

　……ところで、あの…………椎名さん、教室となんかキャラ違ちがわない？」

　言われて、椎名はハッと気づいた。

　慌あわてて机の上にのせていた足を下ろし、組んでいた腕をバンザイのように広げた。

「こっ、これはその、演劇の練習というか、ええと……」

　その様子を眺ながめながら、イリスが苦笑いをする。

　……ひなぎくにも椎名の本ほん性しようについて説明をしておかなくてはならないな。

　と、そこでふと気づく。大きな出来事がありすぎて、忘れるところだった。

　俺は、作戦会議をしようとしていたはずなのだ。

　慌ててみんなに声をかけ、それから、ようやく作戦を練り始めたのだった。




　　　　☆




　それから、４日が経過した。

　毎日のように帰宅戦争は行われた。

　その中で、俺たちは少しずつ成長をみせていった。

　戦争は日に日に過激化し、敵も手段を問わなくなってきた。馬術部など、あろうことか校舎内で馬に乗り、暴れ回りだした始末である。何枚窓ガラスが割れたことか。

　何度か作戦会議も行われた。

　なかなか妙みよう案あんは出なかったが、次し第だいに戦略や策は増えていった。まぁそれなりに上手うまくいっているという感覚があった。

　そうして、現在に至る。相変わらず、帰宅戦争は行われていた。

　今日こそは、いける、という空気が流れていた。

　俺は今───「監かん視し室」なる部屋にいた。

「フフ……ッ」

　深く椅い子すに腰こしかけ、背もたれに身体からだを預ける。肩かた肘ひじを立てて頰ほお杖づえをついた。

　目の前には巨きよ大だいなモニターが広がっていて、様々な映像が同時に流れ続けていた。

　───今日までの間に、俺はまず、この部屋の存在を突つき止めた。

　帝成の校舎内には防犯上の目的であちこちに監視カメラが設置してあるのだが、その映像をモニターによって一覧できる部屋だ。

　当然、生徒の立ち入りは厳重に禁止されているので、部屋の鍵かぎを手に入れることは叶かなわなかった。では、どうやって侵しん入にゆうしたか？

　帰宅同好会の秘密基地である屋根裏部屋には、床に四角い蓋ふたのようなものがいくつかある。これは点検口といって、真下に位置する部屋の天てん井じようにも同じものが見えている。一いつ般ぱん的な家屋にもあるもので、普通はこれを通って屋根裏に出入りするのだ。

　そんな秘密基地の点検口のひとつが、監視室の天井に繫つながっていたのである。もちろん鍵なんて掛かかっていないので、俺はそこから降りて、監視室に侵入を果たした。

　今日は、初めて監視室を利用して戦う帰宅戦争だ。

　校門を抜ぬけるための、今回の作戦は明確だった。

　───『ターゲット：Ｏオー』の捕ほ獲かく、である。

「イリス、階段を上ってくる集団が見える。いったん退いて身を隠せ」

「センパイ、了りよう解かいッス！」

「織田、自分のクラスのロッカーに向かえ。例のアレを準備し始める頃ころ合あいだ」

「おっけー。こぼさないように運んどくよ」

「ヒナ、２階に敵の姿はない。廊ろう下かを直進して、渡わたり廊下を目指せ」

「うん、わかった。……でも怖こわいから、慎しん重ちように進むね」

　帰宅同好会の面々はヘッドセット型の無線機を付けており、声が届くようにしていた。俺だけはトランシーバーだ。会話する相手を切り替かえながら、的確に指示が出せるようにするためだった。

　基本的に俺はこの監視室で指示役に徹てつし、他は単独行動しながら、校舎内を進んでいた。単独行動することで、敵も人数を分散させて捕つかまえに来なければならなくなる。そして、何より一度に全員がピンチに陥おちいることがなくなるのだ。

　ポケットからスマートフォンを取り出し、画面を見やる。そこにはマップが表示され、ひとつの赤い点が点てん滅めつしていた。

　赤い点は、３年生校舎３階にある部屋に位置している。

　そこが、今回の目的地だ。そこを目指して、みな進んでいた。

　ただ、椎名だけは別目的の行動をしてもらっていたが。

「椎名、事前に確認した作戦の通り、『入り口』は見つけられたか？」

　トランシーバーに向けて訊たずねると、不ふ機き嫌げんそうな舌打ちが返ってきた。

「あんたの涼すずしい声がむかつく。ねぇ、なんであたしがこんな役目なわけ!?」

「そう怒おこるなよ。お前だからこそ任せられる役なんだ」

「全力で中指立てておくから、モニターからしっかり見ときなさい」

「悪い。そこ、監視カメラないから見えないんだ」

「……○ぁっく」

　全すべての部屋や廊下に監視カメラがついているわけでは、もちろんないのである。

「いいわね、ここまでやるんだから、絶対に勝つわよ。これ以上あいつらに負けるのは許せない。今日が、帰宅部の設立記念日よ！」

　椎名は、そう断言した。

　文句は言うものの、彼女は俺と同じくらい、いや俺以上に、帰宅戦争を勝つことに強いこだわりを持っているのである。

　椎名とのやり取りを終え、モニターに視線を奔はしらせる。

　ひなぎくは、１年生校舎の２階の廊下を歩いていた。

　不安そうに縮こまり、きょろきょろと顔を振ふって周囲を確かく認にんしている。

　彼女は『帰宅同好会を内側から変える』と言っていた。そのために、まずはメンバーからの信頼を勝ち取り、取り入るつもりなのだ。

　十分に信頼されるためには、帰宅戦争で大きな成果をあげる必要があった。そういうわけで、他のメンバーと同じくらいに頑がん張ばって戦っているのである。

　しかし俺は、その頑張りを利用させてもらう気でいた。どんな動機を抱かかえていたとしても、動かせる駒こまは多いほどいい。

　モニターで、彼女に敵の集団が接近してきているのが見えた。

「ヒナ、後方に敵を確認。逃にげ出せ」

「えっ？　て、敵？」

　裏返りそうな声が聞こえた。まだ戦闘経験が浅いからか、動きや判断に遅おくれがある。

　早く廊下を走らないと、追いつかれてしまう。

「急げ。近づいてくるぞ」

「わ、え、どうしよう！」

　ひなぎくは慌てて近くの教室の扉とびらをガラリと開き、そこに飛び込んだ。

「…………」

　気が動転していたのだろうが……教室に逃げ込めば、追い込まれるだけである。

　やって来た敵の集団は、彼女が入っていったのを見て、教室の前で止まった。

「太郎……」

　ひなぎくの不安気な息いき遣づかい。

　敵はぞろぞろと教室内に入ってくる。奥で縮こまる彼女を、ゆっくりと取り囲んだ。

　彼らは、相撲すもう部だった。

　巨きよ体たいの群れは、もちろんふんどししか身に着けていない。走ってきたからか、むきだしの腹や乳ち首くびに、じっとりと汗あせをかいている。ひなぎくをじっと見つめ、はぁ、はぁ、と荒あらい呼吸を繰くり返しながら、少しずつ近づいていく。

　いきなりピンチである。

「太郎ぉぉ……」

　ひなぎくは泣きそうだ。そりゃ、汗でべとべとの裸ら巨体に囲まれるのは辛つらいだろう。

　どうしたものかと考えて、俺はモニターをざっと見回す。

「ヒナ、窓を開けろ」

「ま、窓…………？」

「あぁ。開けて、あらん限りの大声で、考えつく限りの悪口を外に向けて叫さけべ」

　彼女はわけがわからないという様子だが、とりあえずは言われた通りに窓を開ける。

　すぅ、と息を吸って、

「この、サンチマンタリズム野や郎ろうっ！　一次変へん換かんしてやろうかぁっ！」

　悪口が高度すぎて意味不明だ！　さすがは学年トップの秀しゆう才さいだ！

「もっと簡単な言葉で頼たのむ！」

「え、ええと、お前の母ちゃんでべそっ！　ばぁか、ばぁあか！」

　相撲部はきょとんとした様子で彼女を見ている。

　……さぁ、どうなるか。

　彼女の叫ぶ先には中庭があり、その奥には３角形の辺を構成する別の校舎が建っている。

　３年生校舎２階の窓から、弓きゆう道どう部の連中が顔を出しているのが見えていたのだ。

　弓道部は、校舎の窓から罵ば声せいを発するひなぎくに気づいた。

　挑ちよう発はつに乗って、すぐさま窓から弓を構える。彼女に向けて、矢を発射していった。

「ヒナ、しゃがんで避よけろ！」

　発射された矢は中庭の上を飛び、ひなぎくが顔を出していた窓の中に降り注ぐ。

「う、うわああぁぁっ!!」

　驚おどろいたのは、ひなぎくに迫っていた相撲部の方である。突とつ然ぜん教室内に入ってきた矢を、避けることができない。身体に受けて、悲鳴と共にどたりどたりと倒たおれていった。

「…………」

　しゃがみ込んで顔を覆おおい隠かくしていたひなぎくは、おそるおそる視界を開く。

「よし、脱だつ出しゆつだ」

　俺は言った。

「う、うん……」

　ひなぎくは、倒れた相撲部の連中が床ゆかを覆い尽つくしている教室内を、ひきつった顔で出ていった。

　俺はひとまず安心して、息を吐はく。

　帰宅戦争において、まず大事になるのが、なるべく味方の数を減らさないことだ。残り５人が４人になれば、相手は１人にかける人数を増やすことができる。俺たちの取れる戦略の幅はばも狭せばまってくる。

　ひなぎくは廊下を抜け、３年生校舎に繫がる渡り廊下に入っていった。

　モニターの、ひなぎくの映る画面から３つ隣となりには、イリスが映っていた。

　イリスは既すでに、目的地のある３年生校舎に侵入を果たしていたようだ。

　しかし何故か、廊下の端はしにある非常扉の陰かげに座り、休きゆう憩けいしていた。

「……おにぎり食ってる場合か」

　無線を飛ばすと、口をもぐもぐ動かしながら、ん？　と顔を上げた。

「すいません。でもお腹なかすいちゃったので、食べないと動けないッス」

　彼女の傍かたわらには、その身体よりもでっかいリュックが置かれている。

　これは俺が持たせたもので、様々な策を実行するための道具が入っていた。イリスは帰宅同好会の『道具係』に任命されているのだ。

　そのリュックの中に、どうやら自分で食べ物を追加してきたらしい。

「まぁいいけど……そんなことしてて、捕まるなよ」

「もちろんッス。……あれ、シーチキン買ったはずなのに、梅が入ってるっス」

　もぐもぐしながらイリスは答えた。

「いいか、目的地はその校舎の上の階だ。タイミングを見計らって階段を上ったら、指示をするまで敵に見つからないように隠れていろ」

　そう言って、俺はイリスとのやり取りを終しゆう了りようする。

　ちょうど、織田も渡り廊下を突とつ破ぱし、３年生校舎に侵入を果たしたのが見えたからだ。

　彼は、両手で大きなバケツを抱えていた。

「……よし、織田。例のモノは持ってきてるな」

　語りかけると、織田は上を向いて監かん視しカメラの位置を確認し、ニッと笑った。

「ほら、ばっちりだ」

　……その時、モニターを確認すると、渡り廊下を挟はさんで１年生校舎側に、敵の集団がやって来ていた。

「いたぞ、捕とらえろっ！」

　敵は織田を指さして叫んだ。どかどかと走りだして、渡り廊下の中に入ってくる。

「準備はいいな？」

「うん、いつでも」

　俺の問いかけに、織田は明るい調子で答えた。

　イリス、ひなぎく、織田の３人が３年生校舎に到とう達たつしたのだから、もう１年生校舎に用はないだろう。

　俺は言った。

「やれっ！　───渡り廊下を、封ふう鎖さしろっ！」

　その言葉を合図に、織田はバケツを肩かたの上まで持ち上げる。

　そして、床に大量のローションをぶちまけた。

「な───うわぁっ!?」

　織田を捕らえようと走って来た敵は、ローションのせいで次々に足を滑すべらせる。いったん床に倒れてしまうと、身体中がべちょべちょのぬるぬるになって、立ち上がることすらできなくなる。

　校舎間を繫つなぐ、渡わたり廊ろう下か。これを封鎖すれば、１年生校舎と３年生校舎を行き来する手段がなくなるのだ。次から次へとやって来る敵の勢力を削けずるには、大きな効果があった。

「へへへ」

　敵はローションに溺おぼれ、生まれたての小こ鹿じかのようにもがいている。そんな彼らを尻しり目めに、織田はその場所を後にした。

　俺は、ゆったりと椅い子すに座り直す。

　今のところ、かなり順調に来ている。

　スマートフォンを確認する。赤い点は、変わらずに３年生校舎３階の部屋に位置していた。そこに、ターゲット：Ｏが留とどまり続けているということだ。

　位置情報発信機能のついたチップ。それを今日までの間に、奴やつにこっそりと忍しのばせておいたのだった。

　奴は、帰宅戦争中であるにもかかわらず、お茶でも飲んでサボっているのかもしれない。

　帰宅戦争の３人は、ターゲットの周辺までやって来ている。ここから、どうするか。

　モニターを眺ながめていると、今日も馬に乗って校舎内を元気に暴れ回っている馬術部の連中が、３年生校舎３階にやって来ていた。

　使えるかもしれない。

「イリス、お前の出番だ。目的地まで進み、そこでリュックを開けろ」

「お、オッス！」

　そうして、俺はスマホ画面とモニターを交こう互ごに確認しながら、イリスに指示を出していった。開けたリュックの中から道具を取り出させ、目的地───茶さ道どう部の部室の前に、突つっ立たせる。

「…………うぅ」

　イリスは怖こわがって、足を震ふるわせていた。そのままじっと待つ。

　そしてとうとう、馬術部が、廊下の向こうから姿を現した。

「あ、現れたッス────っ！」

　ヒヒーン！　馬の雄お叫たけびが響ひびいた。

「ハイヨー！　見つけたぞ、帰宅同好会ィ！」

　手た綱づなをひいた馬術部が、イリスを見つけて叫ぶ。馬が興奮し、前まえ脚あしを高らかに上げた。

　廊下という狭せまい空間に立つ馬たちは、あまりにも巨きよ大だいに見える。ブルル、と口を鳴らし、涎よだれが床にぽとりと垂れた。

「……っ……」

　イリスは泣きそうな顔をしている。

　それでも、手に持ったソレを握にぎりしめて、見せつけるように掲かかげた。

「おーい、こっちッス！」

　たくさんの馬たちが、一いつ斉せいにイリスに注目した。

　ヒヒーン！　甲かん高だかい雄叫びと共に、一直線に駆かけだす。

　イリスが手に掲げるのは、ニンジンだった。それも北海道産の最高級ニンジンである。

「お、おい、止まれぇっ！」

　馬に乗った馬術部が焦あせって声をあげる。馬は彼らのいうことを聞かず、無我夢中という感じで、イリスに突とつ進しんしていった。

「イリス！」

「わかってるっス！」

　彼女は、目の前にある茶道部部室のドアをガラリと開けた。

「わっ！　何者じゃ！」

　中では、茶道部の連中が優ゆう雅がにお茶を飲んでいたところだった。

　着物を身に着けた女子たちの中心に、乙姫が座っている。

　……既におわかりだろうが、乙姫こそが『ターゲット：Ｏ』なのである。

　イリスは、そこにニンジンを投げ込んだ。

　突進してきた馬たちは、ニンジンの行方ゆくえを首で追い、茶道部部室の中に突とつ入にゆうしていく。

　いきなり現れた馬を見て、茶道部の女が、ぶーっ！　と口の中のお茶を水平噴ふん射しやした。

　ヒヒーン！

　決して広くない部室内で、馬は食という動物的欲求を刺し激げきされるままに暴れ出す。

「な、なんじゃ一体！　やめろ……ぎゃ────っ！」

　どかどかという激しい音と共に、乙姫の、断だん末まつ魔まのような悲鳴が響く。

　それから部室の中からは阿あ鼻び叫きよう喚かんの様子が続いていたが、しばらくして、ようやく静かになった。馬が、ニンジンを食べたのだろう。

「…………」

　イリスがおそるおそるという風に、部室内を覗のぞく。

　部屋の中では、馬術部と茶道部が床に伏ふしてのびていた。

　背中に誰だれも乗せていない馬が、ヤベェやっちまった的な困り顔をして、隅すみっこで大人しくしている。

「よく頑がん張ばった、イリス」

　声を掛かけると、彼女はハッと顔を上げて、

「ワ、ワタシ、センパイみたいな『漢おとこ』になれたッスか!?」

　両手を振ふりながらぴょんぴょん飛び跳はね、ずいぶん嬉うれしそうな声こわ色いろで訊たずねてくる。

「頑張ったッス！　たくさん褒ほめて欲しいッス！」

「あぁ、本当によくやった。でも、たくさん褒めるのは戦いが終わった後だ。……リュックの中に縛しばり紐ひもが入っているはずだから、乙姫の両手を巻きつけて拘こう束そくしてくれ」

　イリスは、はいっ、と頷うなずいて、リュックを下ろして中身を漁あさる。

　その間に、織田とひなぎくも茶道部部室に呼び出して、合流させた。

　イリスが両手を縛り終えると、ちょうど２人も到とう着ちやくしたので、協力してのびている乙姫を抱かかえ上げさせる。

　───捕ほ獲かく完かん了りよう、である。

「……思ったよりも、スムーズに作戦遂すい行こうできちゃったね」

　織田が乙姫を抱えながら、そう言って笑った。

「よし、２階の生物教室前まで、乙姫を抱えて来られるか。あの辺りは敵があまり巡じゆん回かいしてないんだ。そこで俺も合流する」

　トランシーバーで指示を出し、俺は監視室を出た。

　生物教室前までの道のりを歩きながら、窓に小さな水すい滴てきがついているのを見た。

　空を覗き込むと、黒い雨雲が広がっている。既に小こ雨さめがぽつぽつと降り出しているようだった。

　……まずいな。

　俺はトランシーバーで、椎名に声を飛ばした。

「……椎名。もうすぐ着きそうか？」

「順調に進んでるわよ。身体中どろどろになってね」

「ちょっと急いでくれ。ちょっと、雨が降り出しそうだ」

「はあぁ!?　水が入ってきたら、こんなところ入っていられないわよ」

「わかってる。だから、なるべく急いでくれって言ってるんだ」

　凛花がいるのは、校舎の外───排はい水すい溝こうの中である。蓋ふたを開けてもぐりこみ、這はって移動させていたのだ。

　これだけ頑張ってもらっていても、雨が降れば作戦は崩ほう壊かいしかねない。

　空を見つめ、どうか、天気よもってくれと祈いのった。

　俺は３年生校舎２階廊下の突き当たりにある、生物教室の前までやって来た。そこで、乙姫を抱えた他のメンバーと落ち合う。

　周囲を確かく認にんするが、やはり敵の気配はなく、ひっそりとしている。モニターを眺めていて、この穴場の存在に気づいたのだ。

「よっ……と」

　織田が抱えていた乙姫を床ゆかに下ろした。

　俺はしゃがみ込み、彼女の頰ほおをぺちぺちと叩たたく。

「んん……っ」

　乙姫は苦しそうな声を出して、瞼まぶたを微かすかに動かし、そして、目を覚ました。

「……きゃあぁ────っ！　な、なんじゃ貴様ら！」

　４人に囲まれている状じよう況きように気づいて、慌あわてて立ち上がろうとして、縛られている両手のせいで、どすんと再び床に倒たおれた。

「あうっ。こ、拘束されてるじゃと……？」

　両手の紐を外そうと、もがく。着物は乱れ、真っ白い太ももが露あらわになった。

「どうも、おはようございます」

　俺はしゃがんだまま、乙姫に顔を近づけて、そう挨あい拶さつした。

「くっ……。わらわを一体、どうするつもりじゃ」

「俺たちもできるなら酷ひどいことはしたくないんだ。言うことを聞いてくれさえすれば」

「ふんっ。どんな仕打ちを受けようと、脅おどしには乗らんぞ」

　乙姫はそう断言し、俺を思い切り睨にらみつけた。やはり、ずいぶん気が強い奴だ。

「ふーむ……」

　俺はおもむろにスマホを取り出した。

　そこにはマップが表示され、ひとつの赤い点が点てん滅めつしていた。

「ちょっと、見てもらってもいいか。実はこれ、あんたの居場所が表示されてるんだ。こっそり付けたチップから、位置情報が発信されてる」

　そう言って、乙姫の背中に手を伸のばし、チップを外して顔の前に持っていった。

「なっ……いつの間に!?」

「ところで、あんたの動きを観察していて、ここ最近、気になることがあったんだ。……帰宅戦争が終わった後、あんたは毎晩同じ場所に、足しげく通い詰つめていた」

　言うと、強気だった乙姫の表情が、急変した。

「その場所について、ちょっと調べてみたんだが……『アニ○イト』という店だった。アニメとか漫まん画がとか、俗ぞくに言うオタクコンテンツを取り扱あつかう店だ。

　そこでちょっと訊ねたいんだが、何のためにその場所に行っていたんだ？　いや、店に行く目的なんて、そこにある商品のため以外にないよな。でも、それはおかしい。だって俺は、あんたが『下げ劣れつなオタク風ふ情ぜい』を馬ば鹿かにしているのを見たことがあるんだ」

　俺はまくしたてる。乙姫は、どんどん鼻息が荒あらくなっていた。しかし、

「し、知らぬ知らぬっ！　マップが間ま違ちがっておるのではないか？　わらわにそのような趣しゆ味みがあるなんて、あり得ぬであろう！」

「……そうか。じゃあ、別の人にも話を訊きいてみようか」

　そう言って、俺はひなぎくの方に顔を向けた。

　彼女は帰宅同好会に入会するまでの間、毎日茶道部の体験入部に行っていたのだ。

「ヒナ。この件について、何か知ってることはないか？」

「ええと……一度、通学鞄かばんの中にアニメの男キャラクターのフィギュアが入ってるのを見たことがあったよ。そのアニメ、深夜によくＣＭが流れてるんだけど、確か……」

　そうしてひなぎくが口にしたのは、最近『腐ふ女じよ子しの間で大人気！』とネットで騒さわがれている、深夜アニメのタイトルだった。

「……と、いうことだが」

　俺は再び乙姫に顔を向けた。不思議そうに、首をかしげてみせる。

「そ、それは……」

　ぐっ、と歯を食いしばって、そしてついに、

「だって、文芸部の連中が面おも白しろそうに話してたから、つい興味本位でアニメ見ちゃったのじゃ！　そしたら『ダイスケくん』にハマっちゃって、止まらなくなっちゃったのじゃー！」

　やけくそになって、乙姫は盛せい大だいに吐はいた。

　俺は口元を吊つり上げて、

「なるほど。実は腐女子だったんだなぁー。アニ○イト通っちゃうくらい、好きだもんなー。いやいや、否定するわけじゃないよ。むしろ誇ほこるべきだ。そうだ、誇りをもって、これからは腐女子をアピールしていこうぜ。俺たちも手伝うからさ」

　乙姫の性格上、こういった趣味を人に知られるのは恥はずかしいのだろう。それに彼女は、今までオタクというものに否定的な態度を周囲に見せていたのだ。

　乙姫は、泣き出しそうになって懇こん願がんしてきた。

「わ、わかった！　何でもいうことを聞くから、秘密にしておいてくれぇっ」

　……よっし。

　作戦が順調に進みすぎて高笑いしそうになるのを、こほんと咳せき払ばらいして隠かくす。

　俺は陥かん落らくした乙姫に言葉を降らせる。

「……それなら、俺を校門付近まで連れていけ。途と中ちゆう、他の部活連中には手を出させるな。四天王の権力があればできるはずだ。

　校門を抜ぬけさせろとまでは言ってない。付近まででいい。どうせその辺りにはいくらでも人がいて、校門を守ってるんだろ？　俺一人が到とう達たつしたところで、大したピンチにもならないはずだ」

　……この辺りが、ギリギリの妥だ協きよう線だろう。俺は乙姫の表情を確認しながら、ダメ押しの一言を囁ささやく。

「今の件については、きれいさっぱり忘れることにする」

　乙姫は俺を見た。その表情は、救われたような、困こん惑わくしたような、様々な感情が入り混じっていた。

　……そうして、イリス、織田、ひなぎくの３人は校舎内に残し、俺は乙姫に連れられて、校門に向かうことになったのである。

　今日こそは、いける、という空気が流れていた。

　道中、乙姫は「この者に攻こう撃げきするのはやめるのじゃ！　これは、四天王命令である！」と一いつ生しよう懸けん命めいに声を張り上げ続けていた。

　周囲の生徒は、彼女が帰宅同好会側に寝ね返がえったのか、それとも何か事情があるのか判断しかねて困っている。それでも乙姫の必死さに気け圧おされ、攻撃してくることはなかった。

　階段を下りて、３年生校舎の生徒用玄げん関かんまで進む。進みながら窓の外を見ると、雨がざあざあと音を立て、本格的に降り始めていた。

「……ちッ」

　生徒用玄関に辿たどり着き、ロビースペースに出た。ここには屋根がついているが、目の前はもうほとんどどしゃぶりになっていた。

　校門までの一本道、インフォメーションギャラリーに踏ふみ出していく。地面が濡ぬれていて、ぐしゃり、と音を立てた。

「椎名、平気か？」

　雨に打たれながら、トランシーバーに語りかける。

「キツいに決まってるじゃない！　どんどん雨が入り込んできて、身体からだが浸ひたってくんだもの。当たり前だけど、顔まで水が来たらアウトよ」

「ギリギリまで粘ねばってくれ。俺の方は、インフォメーションギャラリーを歩き始めてるところだから」

「あんた、この戦いが終わったら覚えてなさいよ、本当に……」

　椎名の不ふ機き嫌げんゲージは最高潮に達しつつあるようだ。しかし、これは彼女でなければできないことなのだ。苦く汁じゆうを吞のんでもらうしかなかった。

　春の、冷たい雨が降りしきる。顔を濡らし、制服に染み込んでいく。

「……ここまでが限界じゃ」

　必死に声を張り上げて俺を守ってくれていた乙姫が、とうとう告げた。

　インフォメーションギャラリーを３分の１ほど進んだ位置だ。校門まで、残り１００メートルもない。

「あぁ、十分だ」

　答えると、ようやく肩かたの荷にが下りた乙姫は、最後に俺を睨みつけて、

「ぐっ……一生の不覚じゃ！」

　涙なみだ目めになって、だだだだっ、と校舎の方へ逃にげていった。

　もう、今日の彼女に戦う気力は残っていないだろう。

　一人になって、改めて周囲を見回す。やはりと言うか、校門前にはいくらでも敵がいて、がっちりと校門を堅けん守しゆしている。その中心にいるのは、ラグビー部だった。筋肉隆りゆう々りゆうの巨きよ体たいが横一列に並び、その前でヤマトが腕うでを組んで立っていた。

　ヤマトは俺を見つけ、ニヤリと不敵に笑う。

　身体を打ちつける雨の中にあっても、寒いとか辛つらいとか、そういった雰ふん囲い気きを一いつ切さい感じさせない男だ。

　乙姫がいなくなったことで、数え切れない敵が、俺を囲い込もうと近づいてくる。

　目の前が見えなくなるくらいに、雨あま脚あしが強くなってきている。ざあざあと五月蠅うるさい。制服に雨がすっかり染み込んでしまって、急激に体温を奪うばっていくのが感じられる。

　しかし、排水溝の中を進む椎名の方が、遥はるかに被ひ害がいを受けているのは間違いない。

「佐藤くん、あたしもう限界っ！　これ以上進めないわ」

　椎名の声が届いた。

「あぁ、よく頑がん張ばってくれた。いいか、銃じゆうはしっかり構えておけよ。合図で飛び出せ」

　俺は、校門に向かってゆっくりと歩き出しながら、

「───３……２……１、」

　０！　と同時に、すぐ近くの排はい水すい溝こうの蓋ふたが飛んだ。下から、椎名が蹴けり上げたのだ。彼女には、排水溝の中を、校門近くまで移動させていた。

　椎名がそこから飛び出す。───銃を構えた。

「撃うちまくれぇっ！」

　銃声が響ひびき渡わたる。撃ち放たれたペイント弾だんが、校門前に立つ敵に見事に命中していく。弾たまが割れてピンク色の塗と料りようが広がり、視界を奪う。

「２人だ！　帰宅同好会は、２人いるぞ！　捕とらえろおぉ!!」

　敵は叫さけび、俺と椎名それぞれに向けて襲おそい掛かかってきた。

　俺も地を蹴る。校門に向けて、一直線に進んでいった。

　椎名の弾が、俺の前に立ちはだかる敵に命中していく。校門までの道を、作っていくように。───椎名の扱う銃は、帰宅同好会の中でも屈くつ指しの打開力があると感じていた。俺は、この打開力を信じて、彼女にここまでやって来てもらったのだ。

　椎名を狙ねらい、弓きゆう道どう部が矢を放つ。バレー部の打ち込むボールが飛んでいく。椎名は動き回り、それらを避よけながら引き金を引き続ける。

　サッカー部のスライディングタックルが、俺の足を刈かり取ろうとする。跳とんでかわすも、自転車部が自転車に乗りながら突つっ込んできた。

　何度も攻撃を受けそうになりながら、椎名の銃弾にも助けられ、敵の密集地帯を抜け出す。視界の開けた先に待ち構えているのは、スクラムを組んだラグビー部。

　いけるか───？

　そう思った時だった。

「ッ、弾が出ない！」

　椎名の焦あせった声が聞こえた。

「出ないって、」

「た───弾切れなのよ！」

「噓うそだろッ……!?」

　一いつ瞬しゆん、頭の中が真っ白になりかける。首を振ふって、思考を戻もどす。

　突っ込むべきか───退くべきか。瞬しゆん時じに思案し、結論を下す。

　……ダメだ。ラグビー部の壁かべを越こえられるとは思えない。

「くそ、逃げるぞッ！」

　ポケットから煙えん幕まくをいくつも取り出し、地面に投げつけまくる。くるりとＵターンし、インフォメーションギャラリーの道を引き返す。

　校舎に向けて、必死に走った。

　幸い、椎名が大勢の視界を奪っていたのが効いたのか、逃げ出した俺たちに追い縋すがろうとする者は少なかった。敵も一度、態勢を立て直す必要があると判断したのだろう。

　俺と椎名は走りに走り、インフォメーションギャラリーを抜けた。

　息は切れ、筋肉には痛みすら感じられた。強い雨に打たれ続けたためか、身体は芯しんまで冷え切っていた。そんなボロボロの状態で、俺と椎名はようやく校舎のロビースペースまで逃げ切った。

　追いかけてくる敵の姿はない。

　屋根の下に入り、膝ひざに手をついた。髪かみの毛や制服から、雨水がコンクリートの地面に滴したたり落ちて、水たまりをつくっていった。夢中で呼吸して、肺に酸素を取り込む。

　そこに───コツ、コツ、と誰だれか向かってくる足音が聞こえた。

　敵が現れたのだと思い、反射的に身を隠そうとしてその場所を離はなれた。屋根のあるロビースペースを外れ、降りしきる雨の中に見つけた物もの陰かげに、身を隠した。

　しかし、椎名は動かなかった。

　いや、動けなかったのだ。

　身体の酷こく使しによる疲ひ労ろうのせいではない。彼女は校舎内から現れ、近づいてきた者を見つめたまま、固まっていた。

　俺は、遠目にその姿を覗のぞく。それは───彼女の父親、椎名宏一郎だった。

　ずいぶんコワモテで、気難しそうな容よう貌ぼうをしている。ウェーブ掛かった長ちよう髪はつをしていて、やたらに長身で、周囲を吞み込む独特のオーラがある男だ。

　有名な声楽家の、男だ。

　───どうして、こんなところに。

　彼は校舎内から出てきた。身に着けているのは、黒いスーツだ。学校に、何か用事があったのだろうか。

「お父様、」

　椎名……いや、ここでは凛花と呼ぼう。凛花が、雨に搔かき消されそうな声で言った。

　ぽたり、と凛花のスカートから、雨水が滴り落ちた。

「どうしてここにいる？」

　そう訊たずねたのは、父親、宏一郎の方だった。ポケットに両手を入れ、凛花を見下ろして、冷たい声色をしていた。

「凛花。今は、部活動が行われている時間ではないのか？　お前は合唱部の面々と、練習に励はげんでいるはずなのだ」

　遠くに、ごろごろと雷かみなりの鳴る音が聞こえた。

　……合唱部、だって？

　凛花は黙だまっている。雨水が、またスカートから滴り落ちて、水たまりに波は紋もんをつくる。

　沈ちん黙もくが流れた。２人の間には、張りつめたような空気が流れている。ざあざあと降りしきる雨に打たれながらも俺は、そこから目を離せずにいた。寒さのせいか、微かすかに身体が震ふるえている気がする。

　それにしても、凛花の様子がおかしい。まるで人が変わったかのようだ。俺と喧けん嘩かしている時とも、クラスメートに猫ねこかぶりしている時とも違ちがう。

　静かに、俯うつむいて黙っている。表情は、ここからは見えない。

「答えない、か……。まぁいい、ちょうど私も用が済んで帰るところだ」

　宏一郎は、ふん、と鼻を鳴らして、

「車に乗れ。部活をしていないのなら、学校にいる必要もあるまい。家で、話を聞こう」

　凛花は、踵きびすを返した父親に、大人しくついていこうとする。

　抵てい抗こうせず、従順に。

　俺は、思わず立ち上がり、手を伸のばす。

　引き留めようと、何か声をかけようとして、何と言えばいいかわからず、口ごもった。

　その間に、椎名は去っていく。すっかり姿が見えなくなってから、

　帰宅戦争、まだ終わってないんだけど。

　……ようやく言葉が出てきても、遅おそいのである。

　俺は雨に打たれながら、手を伸ばしたまま立ち尽つくしていた。

「…………」

　彼女は、いったいどうしたのだろう。今のやりとりは、何だったのだろう。

　思考がぐるぐる回っている。すると、トランシーバーから声が聞こえた。

　イリスの声だ。

「……セン、イ……助け……けて……」

　けれども、何と言っているのかわからない。ノイズが酷ひどいのだ。

　トランシーバーを耳から離す。目で見て確認して、気づいた。

　ずぶ濡れになっている。故障しているのだ。

　トランシーバーは、雨に濡らしてはいけないことを忘れていた。

「……くそッ」

　校舎内に駆かけ込んだ。無線が使えないとなると、味方と連れん絡らくを取り合う手段がない。味方と連絡を取れないとなると、監かん視し室に行く意味がない。

　イリスから届いた無線の、微かに聞こえた言葉から推測するに、帰宅同好会の他の面々は、現在ピンチのようだ。おそらく敵に見つかってしまったのだろう。

　───俺ひとりでは、何もできない。

　味方を探して、校舎内を彷徨さまようように進んだ。びしょ濡ぬれになった制服が、歩いた道に水すい滴てきを落としていく。

　突とつ然ぜん、前方からどかどかと騒さわがしい音が聞こえてきた。音は、近づいてきているようだ。俺は辺りを見回し、掃そう除じ用具入れを見つけて、そこに入った。

　扉とびらを少しだけ開けて、外の様子を窺うかがう。

　そこに、走り回る金きん髪ぱつが見えた。イリスだ。集団に追いかけられているところだった。

「お、お助けぇ────っ」

　彼女は廊ろう下かを懸けん命めいに走るが、バテバテだった。

　ついに逃げるのを諦あきらめたようで、敵の方に向き直る。

　この状じよう況きようで俺にできることはない。掃除用具入れの隙すき間まから、覗くのみだった。

「大だい丈じよう夫ぶ……織田さんから盗ぬすんだ技わざがあるッス……これを使えばっ！」

　イリスは何やら呟つぶやくと、動き出した。

「…………っ！」

　俺は、目を見開いた。

　イリスは───ジグザグと走り、敵の集団に向かっていったのである。

「食らえ、サンダードリフト！　ワタシを、捕つかまえてみろッス！」

　その表情は、自信に満ち溢あふれていた。

「って、わ────っ！　捕まえられたッス！」

　……残念なことに、簡単に捕まえられていた。

　小さな身体からだを脇わきの間で抱かかえられ、手足をジタバタと動かしている。もう逃にげられないだろう。

　わーわー叫んでもがきながら連れて行かれていくイリスを、掃除用具入れから見送った。

　すっかり集団が通り過ぎて静かになってから、廊下に出る。

　……これで、椎名に続き、イリスの脱だつ落らくも確定したわけである。

　まだ残っている可能性があるのは、織田とひなぎくだ。正直なところ、ひなぎくは捕まえられているだろうと考えていた。

　校舎内を進み、その姿を見つけることができたのも、やはりと言うべきか織田だった。……ただ、そのタイミングは、最悪だったが。

　織田は、２年８組の教室の中にいた。───ひとりの敵に、追い込まれた状態で。

　床ゆかに尻しりをつけた状態で壁に背中をもたれ、顔の前には竹刀しないを突き付けられていた。

　織田を見下ろすのは、ムサシだ。

　もう、とっくに決着はついていた。織田は苦痛に顔を歪ゆがめ、荒あらい呼吸を繰くり返し、ぐったりと動けないでいる。一方のムサシは織田の前に仁に王おう立だちし、冷れい淡たんな表情をしていた。

　俺は、教室のドアから、その様子を見つめた。

「……落ちぶれたものでござるな、織田。身体も判断も鈍にぶり、勝負にならないでござる。スポーツを続けていれば良かったものを。お前は、帝成四天王の上に立つ存在になれたかもしれんのに」

　ムサシが蔑さげすむような口調で、言った。

　織田は舌打ちし、ムサシを見上げて睨にらみつける。それを、ムサシは嘲ちよう笑しようで受け止めた。

「お前の、負けだ」

　ムサシの、その言葉を聞くと同時に、俺はその場所を離れた。

　……織田も、脱落した。

　いよいよ、絶望的な状況になってしまった。

　失意と共に、彷徨い歩く。

　校門に向かっても、勝算はないだろう。俺の行く先は、無意識に通い慣れた場所へと向かっていた。

　もう、敵の気配を探さぐることもなくなっていた。けれども、結局何事もなく目的地に辿たどり着いてしまった。こんな時に、運を使うのはもったいないというのに。

　秘密基地の、屋根裏部屋だった。

　扉の前で、しゃがみ込む。床ゆか板いたを剝はがし、そこから鍵かぎを抜ぬき取って、施せ錠じようを解除した。

　開けて室内に入っていくと、思いがけないことに、そこにはひなぎくがいた。

「……ここに、いたのか」

「うん……」

　彼女は部屋の隅すみで床に座り、膝を抱えていた。俺はその隣となりに行って、腰こしを下ろす。

「ヒナも、逃げてきたのか？」

「……太郎も？」

「あぁ。帰宅同好会は壊かい滅めつ状態だからな。攻せめ手が見つからない」

　そこから、会話が途と切ぎれた。

　俺たちは、ただじっと座った。

　遠くに聞こえる、地面や壁を打ちつける雨の音が、ずっと響ひびき続けている。

　ひなぎくの横顔を、ちらりと一いち瞥べつして、口を開いた。

「……悔くやしいのか？」

　訊きくと、彼女はぎゅうっと拳こぶしを握にぎりしめた。ややあって、

「……うん」

　俺は少し、乾かわいた笑いが漏もれてしまう。

「ヒナは、帰宅部設立に反対してるんじゃないか。帰宅戦争だって、帰宅同好会を内側から変えるために、まずは取り入ろうとして戦ってるだけだろ？」

「そう、なんだけど、でも……」

　口ごもる。

　その時、学校全体に響くおなじみの音が、聞こえた。

　ごおぉん、ごおぉん……。

　18時を知らせる、時計台の鐘かねの音だ。

　音が鳴りやんで、ひなぎくと顔を合わせ、ため息と共に呟いた。

「……タイムオーバーで、敗北だ」

















Third Stage　終結









　帰宅部設立の期限までついに１週間を切った、24日。

　その日の朝の教室は、何故なぜだか普ふ段だんよりも静かな気がした。

　何故だろうと不思議に思って教室内を眺ながめてみると、椎しい名な凛りん花かの姿が見えないのである。

　そんな中、俺の机の上には相変わらずひなぎくの両りよう腕うでがのっている。いつもより一層元気がない俺を励ますつもりか、彼女は無む駄だに顔を近づけて一方的に喋しやべり続けていた。

「───ねぇねぇ太た郎ろう、構造色って知ってる？　ＣＤのディスクなんかに光が当たると、綺き麗れいな虹にじ色いろに輝かがやいて見えるでしょう。それは構造色のしわざなんだよ」

　今日は、椎名は休みかもしれない。昨日雨に打たれたせいで、もしかすると風邪かぜだって考えられる。そうだとすれば、ちょっと悪いことをした。今度会った時に、謝っておかなければならない。

「───普ふ通つう、モノっていうのはそれ自体がもってる色素によって赤とか青とかの色になってるんだけど、構造色はそれとは違った色の仕組みで、そのモノの『かたち』が色を生んでるの。ディスクの裏面にある小さな凹おう凸とつの形状に、反射や拡散といった光学的な干かん渉しようが起こることで色をつくりだすんだ」

　空白になった椎名の机の周りを眺める。そこに、いつものような人の輪ができていることはない。彼らは、椎名を中心にして集まっていただけに過ぎない。だから、彼女がいなければ彼ら同士で仲良くすることもないのだ。

「───ディスク以外にも、タマムシの羽だったり、西洋の人の瞳ひとみが碧あおく見えたりするのも、この構造色のしわざらしいよ」

「……よく喋るな、ヒナ」

「あ、やっと反応してくれた。わたしの話、聞いてたの？」

　ひなぎくは、びっくりしたようにそう言った。

　そこに、教室の扉が開いて子こ夏なつちゃんが入ってくる。ホームルームの開始時間だ。

　結局、彼女は朝に登校してくることはなかった。

　しかし、３限目の途と中ちゆう、遅ち刻こくをしてきたのである。

　次の休み時間になると、椎名の周りにはわぁっと人だかりができた。いつもと変わらぬ光景。そんな教室内で彼女に話しかけるのも億おつ劫くうなので、俺は遅刻の理由を聞けなかった。

　彼女と初めて口を利きいたのすら、放課後、秘密基地にやって来てからだった。

　今日はもともと、帰宅戦争の出しゆつ陣じん前に、作戦会議が行われる予定になっていた。

　普段通り５人が集合した後、円えん卓たく会かい議ぎのように丸くなって床に座り、帰宅戦争に勝つための方法を考え始めた。

「…………」

　しかし、なかなか案は出てこない。俺は沈ちん黙もくを埋うめる目的も兼かねて、椎名に訊たずねた。

「椎名、今日遅刻してきたけど、何かあったのか？」

　すると、椎名は嫌いやそうな顔をした。

「何かって……別に、何でもいいじゃない」

「いや、ほら、もしかしたら体調でも崩くずしたのかと思って」

「……ちょっとした用事があっただけ。全然、気にするようなことじゃないわよ」

「芸能関係の用事ッスかね……」

　イリスが囁ささやいてきた。

「あいつ、もう声楽家の活動はやめたって言ってたけど……もしかすると、そうかもな」

　椎名の態度になんとなく釈しやく然ぜんとしないものを感じたが、追つい及きゆうしても仕方がない。俺は、気にするようなことじゃないという言葉を信じておくことにした。

　閑かん話わ休きゆう題だい。作戦会議は、再開する。

　みな、うーんと唸うなりながら何かいい案はないかと考えるが、

「……ダメだね。僕は馬ば鹿かだから、こういうの考えるのどうも苦手だよ」

「ワタシも全然思いつかないッス」

　織お田だがお手上げし、イリスが続いた。２人は降参とばかりに両手を上げる。

「おいおい、簡単に投げ出すなよ」

　何か、大きな打開策が欲しいと、今までの戦いの中で感じていた。

　帰宅戦争に勝つためには、小手先の策ではない、何か根本的な部分が変わらなければいけない。そんなことを感じ始めてもいた。

　敵も日々成長し、俺たちにやられた部分はすぐに対策してくる。以前うまくいっていた策略も、同じように使えるとは限らない。

　なんとなく、重い空気が漂ただよっている。昨日の帰宅戦争の敗北は、応こたえていた。

　作戦会議も、もう何度目になるかわからないくらいやっている。それでも結果が出ていないのだから、そりゃあ重い空気にもなるというものである。

　沈黙が続く中、織田ががしがしと頭を搔かく音だけが聞こえた。

　予兆は、あったのかもしれない。

　───俺たちを突つき落とす言葉が発せられたのは、その時だった。

「ねぇ。……あたしたちがしてることって、何もかも無駄じゃないのかしら」

　そう口にしたのは、あろうことか、椎名だった。

　まるで、鈍どん器きで頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきがあった。

　俺は、目を見開いて彼女を見つめる。椎名は、視線を落として言葉を続けた。

「こんなの、絶対無理なのよ。敵はあまりにも多すぎるもの。こんな戦いに勝つなんて、不可能に決まってるじゃない」

　そんなことを、椎名が言い出すとは思わなかった。

　文句は言うものの、彼女は俺と同じくらい、いや俺以上に、帰宅戦争を勝つことに強いこだわりを持っている───そう、思っていたからだ。

　昼休みだって費やして、排はい水すい溝こうの中にだって潜もぐって、校門を目指して戦い続けていたはずなのだ。

「……そんなの、」

　俺が口を開くと、ちょうど同じタイミングでひなぎくが言った。

「そうだね。諦あきらめるべきだよ」

　それは、はっきりとした口調だった。ひなぎくの視線は、俺を捉とらえ、

「みんな、心の底では同じこと思ってたんじゃないかな。それを口に出せなかったのは、希望がなくなるのが不安だったからだよ。叶かなわない希望だとわかっていながらも、無理やり信じようとしてたんだ」

「……ヒナ」

　ひなぎくは、もともと帰宅部設立に反対していた。帰宅同好会に入ったのだって、俺たちを変えるという目的のためだったのだ。

　もしかすると彼女は、この瞬しゆん間かんをずっと待ち続けていたのかもしれない。

「わたしたちのことを、ほとんどすべての人たちが止めようとしてる。それってきっと、彼らに抗あらがって打ち負かそうと考える方が間ま違ちがってるんだよ」

　その瞳があまりにも真しん剣けんで真まっ直すぐで、思わず目を逸そらしてしまう。

　助けが欲しくて、織田を見た。しかし彼は口ごもり、

「いや、……うーん。まぁ、言ってることは正しいと思うよ。でも、僕の考えはつまり……つまり、やっぱり諦めた方がいいのかなぁ」

　と、完全に雰ふん囲い気きに吞のまれている。

　帰宅同好会の結成時、人一倍意い欲よく的だったイリスを見る。

「……えと……あの……」

　彼女はおどおどしながら、口をぱくぱくさせているばかりだった。普段の、威い勢せいの良い体育会系口調は虚きよ勢せいでしかなく、本来の彼女は、弱くて臆おく病びようなのだ。

　そして、再び沈黙が訪おとずれた。

　俺たち５人の中に流れる空気は、取り返しのつかないくらいに沈しずんでいた。

　諦てい観かんに、満ち溢あふれた雰囲気。

　誰だれ一人ひとりとして、それを否定するような言葉を発してくれない。

　そんな、目の前に広がる光景に、呆ぼう然ぜんとしてしまった。

「おい、椎名……それでいいのかよ？」

　訊ねた声は、理由もわからず震ふるえていた。

「いいもなにもないわ。無理なものは無理だって言っただけ。……あたしたちがしてきたことは、何もかも無駄だったのよ」

　椎名は、淡たん々たんとした様子で答える。その表情には、悲しさも、悔くやしさも見えない。我が慢まんしているのか、それとも大して悔しくもないのか。それすら読み取れなかった。

　帰宅部設立を諦め、帰宅戦争を放ほう棄きする。

　それはつまり、帰宅同好会の解散をも意味していた。

　それを、こんなにも簡単に認めてしまうことができるのか。

　みんな、それくらいの思いでしかなかったのか。

　俺は、勝手に一人で、帰宅同好会という集団に、特別な感情を抱いだき始めていたのか。

　叶いもしない希望を、追いかけていただけなのか。

「……いいの、かよ……」

　ここにいる誰だれも、否定してはくれない。

　そこで、気づく。

　特別な感情を抱かかえた集団だなんて、それはまるで〝仲間〟じゃないか。

　叶いもしない希望を追いかけるだなんて、それはまるで〝青春〟じゃないか。

　それらは俺が、否定してきたもののはずだった。

　帰宅戦争とはある意味で、それらを否定するための戦いでもあった。

　それなのに、いつの間にか求めようとしてしまっていた。求めてはいけないと、心に刻み込んだはずだったのに。

　そして、裏切られた。

　……だから、嫌だったんだ。こうなることを、知っていたから。

　忘れていた、何かを取り戻もどしかけていたような気がしていた。

　それなのに、俺は今、取り戻しかけた何かを、再び失っていくようだった……。

　……それから18時までの間、俺たちの間にはほとんど会話もなく、帰宅戦争に出陣するなんてもってのほかで、ただただ時間が過ぎるばかりだった。

　帰宅同好会は、終わっていた。

　そして。これが、帰宅同好会が５人で過ごす、最後の時間となった───




　　　　☆




　───机の上の、ホームランボールを手に入れたのは、小学２年の夏だった。




　幼おさな馴な染じみのひなぎくと共に、父に連れられて初めてプロ野球を観みに行った。

　その時の対戦カードはヤクルト対カープだった。俺はどちらのチームもよくわからなかったが、父はカープのファンで、ビジター席に座って試合をぼんやり眺ながめていた。

　５回か、６回か。どちらのチームも点が入らないまま試合の中ちゆう盤ばんを迎むかえた頃ころ、父が何か食べ物を買ってくると言って席を外し、俺とひなぎくは２人きりになった。

　その時、いきなり周囲が爆ばく発はつみたいな歓かん声せいをあげたのである。何が起こったんだろうと辺りを見回した時、空からすごい勢いでボールが落下してくるのが見えた。そして───その軌き道どうは俺たちに向かっていた。

「危ない！」

　跳はねるように立ち上がり、ひなぎくを守ろうとして、ボールに飛びついた。

　気がつくと、俺は彼女に覆おおいかぶさっていて、手にはボールが握にぎられていた。

「ホームランだ！」

　誰かが叫さけんだ。応援席はお祭まつり騒さわぎで、みな嬉うれしそうに飛び跳ねていた。ボールをキャッチした俺にも周囲から拍はく手しゆと歓声が送られた。

　何が何だかよくわからなかったが、次し第だいに状じよう況きようを吞み込んでいった。そして、理解が満ちると、俺は信じられない気持ちになった。

　ホームランボールをキャッチしたんだ。

　俺は興奮して、ひなぎくに向けて叫ぶように言った。

「俺、プロ野球選手になる！」

　今振ふり返ると、どうしてそこまでの決意をしたのかわからない。けれども、それから俺は、プロ野球選手という目標のために生きることを始めた。

　まさに、野球漬づけの日々だった。地元の野球チームに入り、昼も夜も、誰よりも練習を重ねた。するとめきめきと上達し、小学校高学年になる頃には、チームのエースになっていた。チームも強く、試合にはほとんど負けなしで、６年生時の県大会では、ついに優勝を果たしてしまった。

　しかし、今でも一番鮮せん明めいに思い出されるのは、県大会を優勝したことではなく、何故なぜだか、チームメイトと過ごした日々のことなのだ。

　きっと、互たがいに気の合う集団だったのだろう。

　当時の俺は、中学に進学してもこのメンバーと一いつ緒しよにいたいと口にしていた。そして、他のメンバーも、同じことを言ってくれていた。

　だが、そうはならなかった。

　俺の活かつ躍やくはスカウトの目に留まり、遠く離はなれた中学野球の強きよう豪ごうチームに勧かん誘ゆうされたのだ。

　俺は地元のチームで野球することを強く希望した。けれども周囲の大人たちは、ほとんど強制的に、俺が強豪チームの方に入ることにしてしまった。

『その方が、君は絶対に幸せになれるから』

　その時言われた言葉を、俺は忘れもしない。

　……そうして、中学時代。

　放り込まれたその場所は、とても冷たくて、腐くさっていた。

　激しいレギュラー争いの結果生まれていたのは、人間関係の崩ほう壊かいだった。いや、崩壊というより、利害にまみれた人間関係の再構築といった方が正しいだろう。

　チームメイト同士の蹴け落おとしあいや、部内いじめが頻ひん繁ぱんに行われた。派は閥ばつのようなものが生まれ、時には友を裏切ったり、プライドを捨てたりもしなければならなかった。

　そこで生き残るためには、プレーよりも、いかにうまく敵を作らないかということの方が重要だった。

　結論を言えば、俺は、生き残ることはできなかった。誰に裏切られたとか、蹴落とされたとか、そういったことはわからないし、もう知る気もない。

　自分がうまくやれなかった。ただそれだけだ。

　そうして、中学２年の冬。

　俺は夢を諦めた。野球もやめた。

　２年近くその場所にいて学んだのだ。

〝仲間〟というものを信じるな。〝青春〟なんてものは容易に人を裏切る。ゲームの世界の中ならまだいいが、現実に希望を抱えて生きるのは馬ば鹿かげてる。

　それを───心に深く刻み込んだのだった。




「───佐さ藤とう太郎くん」

　ハッ、と目を覚ました。

　机に突つっ伏ぷしていた身体からだを、がばりと起こす。教きよう壇だんに立つ子夏ちゃんが、呆あきれた顔でこっちを見ている。

　慌あわてて、はいっ、と返事をした。

　子夏ちゃんは視線を手元の名めい簿ぼに落とし、次の生徒の名前を読み上げていく。

　朝のホームルーム、出欠確認の最中だった。

「椎名凛花さん」

　…………。

　返事はない。椎名の席を見やると、そこには誰も座っていなかった。

　子夏ちゃんは特に気にするそぶりを見せず、淡々と次の生徒の出欠確認に移っていく。

　……椎名はこの日、欠席をした。

　昨日のように遅ち刻こくしてくるかとも考えたが、午前中の授業が終わっても、昼休みが終わっても、結局帰りのホームルームを終えても、登校してくることはなかった。

　放課後になり、ぼんやりしながら教室を抜ぬけた俺は秘密基地に向けて歩を進めていた。

　習慣化していたせいで、無意識に足が向かっていたのだ。

　階段を上り、部屋の扉とびらを開ける。

「……お前ら」

　そこには、他の帰宅同好会メンバーが来ていた。イリスに織田、ひなぎくもだ。

　俺が問いかける前に、イリスが、

「く、癖くせで、何となく来てしまったッス……」

　と、言い訳するように言った。

　頭にターバンのようにぐるぐると包帯を巻いた織田が、同調するようにうんうんと頷うなずく。

　……俺と、同じ理由でここに来たということか。

　しかし、それは必然だったのかもしれない。そもそも俺たちには、この部屋以外に身を置く場所がないのだ。

「……ヒナもか？」

　彼女だけは、違ちがうはずだった。帰宅同好会に入会するまでの間、毎日茶さ道どう部の体験入部に行っていたのだ。

　本来、俺たちとは違う人種なのである。

　ひなぎくは、俺の問いかけに対してやや気まずそうにしながら、

「わたしは……織田くんが心配で」

　言われて、改めて織田を見た。頭にターバンのようにぐるぐると包帯を巻いている。そういえば、松まつ葉ば杖づえもついていた。

「お前、どうしたんだ？」

「いやぁ、お恥はずかしい話なんだけど……昨日の夜、喧けん嘩かしちゃってさ」

　訊きけば、昨晩の帰宅途と中ちゆうに繁はん華か街がいの路地裏を通った際、年上のヤンキーたちに目をつけられたのだという（織田もチンピラみたいな外見をしているから、まぁあり得るだろう）。

　普ふ段だんなら無視したり、逃にげたりしてやり過ごすところだが、その時はなんとなく、相手の暴言に対して言い返してしまったらしい。すると、敵に取り囲まれ、そのまま喧嘩が始まった……と。

　結果、この怪け我がであるらしい。

　ひなぎくは、織田がゾンビのような格好になっていると噂うわさで聞きつけ、心配して秘密基地にやって来たのだという。

「……お前、どんどん不良少年への道を進んでるじゃないか」

　グレてスポーツをやめ、髪かみを染め、ついには道みち端ばたでヤンキーと大喧嘩である。

「でも、相手は５人いたのに、一応は打ち負かしたそうッス」

　イリスがいらん補足をした。いや、そりゃ確かにすげぇけどさ。

「そんな大した怪我じゃないよ。頭の包帯だって取っちゃってもいいくらいだけど、格好いいからそのままにしてるのさ」

　織田は明るい口調で言った。

「それで、怪我は治るまでにどれくらいかかるの？」

　ひなぎくが訊たずねる。すると、織田はちょっとバツが悪そうな様子になって、

「……まぁ、医者によると少なくとも２週間は安静にしろっていう話だけど」

「それ、けっこうな大怪我だよ」

　ひなぎくが、困った顔をしてため息を吐ついた。

　きっと、織田の笑え顔がおは強がりなのだろう。

　俺は、脱だつ力りよくして壁かべにもたれかかる。

　……正直俺は、まだ心のどこかで、帰宅戦争を諦あきらめきれていなかった。

　けれども織田がこうなってしまったことで、きっぱりと諦める理由ができてしまった。

　２週間後といえば、とっくに帰宅部設立の最終期限は過ぎている。織田が戦線を離り脱だつするとなれば、どっちにしたって勝てる見込みは少ないだろう。

「残念、ッスね……」

　イリスが、ぼそりと呟つぶやいた。

　そうして、それからの俺たちは、昨日と同じように屋根裏部屋にて何の生産性もない時間を送ることになったのである。

　会話は生まれない。

　みな、昨日の出来事を気にしていた。気まずい空気感を２時間も引きずって、18時の鐘かねの音と共に俺たちの放課後は終わった。




「───佐藤太郎くん」

　ハッ、と目を覚ました。

　机に突っ伏していた身体を、がばりと起こす。

　慌てて、はいっ、と返事をした。

　子夏ちゃんは視線を手元の名簿に落とし、次の生徒の名前を読み上げていく。

「椎名凛花さん」

　…………。

　朝のホームルーム、出欠確認の最中だった。

　椎名が学校を欠席し始めた日から───ずいぶん経たった日だった。

　……彼女は、あれから一度も学校に姿を見せずにいた。

　今日で29日になってしまった。

　帰宅部設立の最終期限である４月30日は、とうとう明日あしたに迫せまっている。

　しかし、それがどうした、という感じであった。俺には、帰宅同好会の面々と過ごした時間すら、昔のことのように思えた。それほど時間が経っているわけでもないのに。

　あれからもう、秘密基地に行くことすらなくなっていた。

　みんなが諦めきっていることは、椎名が『無む駄だ』だと語ったあの日の出来事から、わかってしまっている。

　帰宅部設立という共通の目的を失った帰宅同好会は、拠きよ点てんに集まったところで会話は生まれない。重い空気の中で、沈ちん黙もくと共に過ごす時間は苦しい。それが、秘密基地から足を遠ざける理由だ。

　帰宅同好会は、完かん膚ぷなきまでに終わっていた。

　机の上に頰ほお杖づえをついて、窓の外に視線を向ける。

　教室の窓まど際ぎわにある自分の席からは、空がよく見えた。

　いつからだったろうか、ずっと曇くもりが続いていて、分厚い雲が空全体を覆おおってしまっていた。

　太陽の光は遮さえぎられ、地上まで届いてこない。そのせいだろうか。

　───今日もセカイは灰色だ。

　俺は今、酷ひどく機械的な毎日を送っていた。

　登校してから帰りのホームルームが終わるまでの時間のほとんどを、ぼんやりと窓の外ばかり眺ながめて過ごしている。時折ひなぎくが話しかけてくるが、そっけない返しで毎回やり過ごしてしまっていた。

　そして放課後になると、帰宅戦争を戦うことも秘密基地に行くこともせずに、適当な奴やつにわざと捕つかまえられて、拘こう束そくを受けた場所で18時までの時間を潰つぶすのだ。

　他の帰宅同好会メンバーはどうしているのだろう？

　ひなぎくなんかは、再び体験入部に顔を出すようになったと聞く。乙おと姫ひめのいる茶道部には戻もどれないだろうから、それ以外の部に行っているのかもしれない。

　人は、しかるべきところに落ち着くものなのだろう。

　イリスや織田は、最近では会うこともないので、まったくわからなかった。

　帰宅部設立の最終期限が過ぎれば、何らかの部活に所属しなければならなくなる。そろそろ真ま面じ目めに自分の入部先について考えなければならないが、それを心が拒きよ絶ぜつしていた。

　結局、これから自分がどうなってしまうのか、わからずにいる。

　いよいよ学校に登校するのも嫌いやになって、ネトゲ廃はい人じんの道を歩み始めるのだろうか。そんな人生も悪くない。むしろ、実に俺らしい生き方だと思えてくる。

　その日の昼休み、さっさと昼飯を食い終わった俺が、いつものように自分の机でぼーっとしていると、ひなぎくがやって来た。

　とことこと歩いてきて、俺の前でしゃがみ込む。両りよう腕うでを組んで机の上にのせると、ずいっと顔を覗のぞき込んできた。

　じぃっと、見つめてくる。顔近い。

　俺は気にしないふりをして、視線を窓の外に向け続けた。

「…………」

　じいいいぃぃぃっ。

　とうとう無視できなくなって、

「……なんだよ」

　言いながらひなぎくの顔を見ると、ちょっと驚おどろいた。

　思いがけずに彼女は、酷く落ち込んだ顔をして、まるで祈いのるような真まっ直すぐさで、俺の瞳ひとみを見つめていたのである。

「な、なんだよ。なんでそんな顔してんだよ」

「……だって、太郎の目が」

「は？　俺の目？」

「最近の太郎、真っ暗な目するようになっちゃったから」

　ずいぶんわかりにくい表現をする奴である。

「……なんだか最近、よくわからなくなっちゃって」

　ひなぎくは、そう続けた。

「何の話だ？」

　訊ねると、彼女は沈黙し、少し考えるそぶりを見せてから、ゆっくり口を開いた。

「わたし……ずっと、帰宅同好会の活動に反対してたじゃない。それは、太郎が部活しようとしないのは、青春からの逃とう避ひだって思ってて、それが見過ごせなかったからなんだ。

　だってわたし、太郎が経験してきたことを知ってるし、夢を諦めた悔くやしさもわかってる。ずっと一いつ緒しよにいたんだもん。だから、それを境に変わっちゃった太郎のこと、もとに戻してあげられるのは、わたしだって思って……」

　顔を俯うつむかせながら、独白するように言葉を紡つむいでいく彼女のことを、俺は、頷くことも首を横に振ふることもできず、ただ見つめていた。

「でもね……この間の作戦会議の時は言えなかったんだけどね……本当はわたし、感じてたんだ。帰宅同好会に入ってみたら、予想してたのとは、ちょっと違ったって。

　一いつ生しよう懸けん命めい策を練っては味方に指示する太郎や、身体からだを張って戦線に飛び出していく椎名さんや、一生懸命走り回ってるイリスちゃんや、なんだかイキイキしてる織田くん。そんな姿を見た時、わたし一いつ瞬しゆんだけ自分の目的も忘れて、本気で応おう援えんしたくなっちゃったんだ。それって、なんでだろうって、最近になってすごく考えるんだよね」

　ひなぎくは、顔を上げ、俺を見た。

「……わたし、帰宅同好会も、帰宅戦争も、青春からの逃避だって思ってた。でも本当は……単なる逃避じゃないんじゃないかって、そんな風にも思えてきたんだ。……すごく、今さらなんだけどさ」

　そう言って、じっと俺を覗き込む。

　まるで、自問自答の答えを、俺の瞳の中に見つけようとするかのように。

　俺は、答えなんて、わからない。

「……ねぇ、太郎」

　彼女は、俺に問いかける。

「椎名さんは、もう、学校に来ないのかな」

　───椎名、というその名前に、俺の心が、少しだけざわついた。

　２人で帰宅同好会を立ち上げた、最初の同士。同じ目的を持っていて、俺と同じくらい、いや俺以上に、帰宅戦争を勝つことに強いこだわりを持っていると、彼女のことをそう思っていた。

　椎名はもう、長いこと学校に来ていない。ただの風邪かぜでは通らない期間、学校を休み続けている。───帰宅同好会の活動を、『無駄』だと語った、あの日を境に。

　彼女は、どうして急にあんなことを言い出したのか。

　そのショックが大きすぎて、今まで、深く考えてこなかった。

　しかし───違い和わ感は、つきまとい続けていたのである、

　あんなことを言い出した前の日に、彼女が学校の敷しき地ち内で父親と対たい峙じする光景を、俺は目まの当たりにしていたはずだ。

　ひなぎくの言葉がきっかけとなって、俺の中に、ひとつの思いが形成されていった。

　もう一度、椎名と話がしたいと、そう思ったのである。

　椅い子すから立ち上がった。

「……俺、ちょっと行ってくる」

「ど、どこに？」

　ひなぎくは驚いて、しゃがんだまま俺を見上げた。

「子夏ちゃんのところに。椎名がどうして休んでるのか、訊ききに行くんだ」

　そう言うなり、ひなぎくをそこに残して、教室の出口に向かっていった。

　教室の扉とびらから廊ろう下かに出る。子夏ちゃんがどこにいるのか定さだかではないが、とりあえず職員室を目的地に考えていた。

　けれども、そこに辿たどり着くよりも早く、見つけることができた。廊下を歩いているのを見つけたのだ。

「子夏ちゃん」

　俺は駆かけ寄った。

「姫ひめ川かわ先生です。……何か用事ですか」

「ちょっと訊きたいことがあって。椎名のことなんですけど」

　そう言うと、子夏ちゃんは露ろ骨こつに顔をしかめた。やはり、何かあるのか。

「彼女、何日も学校に来てないですが、どうしたんですか」

「……うーん」

　困ったように腕うでを組む子夏ちゃん。

「ええと……そうですね、体調不良です」

「噓うそですよね」

　俺は即そく答とうした。

「……本当のことを話してくださいよ。先生、帰宅同好会を応援してくれてたじゃないですか。お願いします」

　俺は詰つめ寄る。子夏ちゃんは、ますます困った様子で一歩後ろに下がった。

「もちろん、佐藤くんの事情もわかります。椎名さんがいなければいろいろと支障はあるでしょうし、実は私としても、この話は教えてあげるべきだと思ってるんですけど……正直なことを言えば、椎名さんに関しては、情報の口外に厳しい制限があるんですよ」

　子夏ちゃんは、少し声のトーンを落とした。

「彼女は全国的な有名人ですし……実は彼女の父親は、この学校のＯＢです。それも、ＯＢ会のかなりの立場にある方なんです。そういった事情もあって」

「話したら怒おこられちゃうってことですか」

「そうです。大人は責任が付きまとうんですよ。私は、絶対的に自己保身を優先します。なのですみませんが、体調不良ということで納なつ得とくしておいてください」

　子夏ちゃんは、融ゆう通ずうを利きかせてくれる気はないようだ。

　しかし、確実に、何かがある。その確信を得た。

　となれば、ますます椎名の事情が知りたくなってくる。いや、少しでも話がしたい。

　連れん絡らくを取りたいが、俺は、あいつの連絡先の電話番号すら知らなかったのだ。

　どうにか調べられないだろうか。そんな衝しよう動どうが起こりつつあった。

　彼女に関する情報は口外禁止という話だから、先生に訊いても教えてはくれないだろう。

　……なら、盗ぬすみ出せばいいんじゃないか。頭の中に、そんな囁ささやきが聞こえた。

　子夏ちゃんと別れた俺は、時刻を確かく認にんする。まだ、昼休みが終わるまで15分もあった。

　俺の足は教室には向かわず、当初考えていた目的地に進んでいった。

　職員室だ。

　クラス担任の先生たちは、生徒の住所などの個人情報が載のった生徒名めい簿ぼを持っている。それが、子夏ちゃんの机にあったりしないだろうか。そう考えた。

　当然リスクはある。俺は教師の机を漁あさり、椎名凛花の情報を盗もうとしているのだ。けれども衝動に任せてしまおうと思った。

　辿り着き、職員室内を覗くと、けっこう閑かん散さんとしていた。

　子夏ちゃんの机の周辺には誰だれもいない。遠くに何人か先生がいるだけだ。少しくらい机の上を漁っても、プリントを提出しに来ただけのようにも見えるから、不ふ審しんに思われないんじゃないかと考えた。

　室内に入っていく。机の前までやって来ると、そこをじろりと観察した。生徒名簿のようなものはないか、目で探す。

　ちらりと周辺の先生たちを確認する。よし、俺のことを見てはいない。

　机の上に、ノート類が積み重ねられた山がある。なるべく自然な挙動でそれに触ふれ、一冊ずつ手に取って表紙を確認していった。グレーゾーンは突とつ破ぱしている。いつの間にか胸の鼓こ動どうが速くなっていて、どくどくと心しん拍ぱく音がうるさい。２冊目が調べ終わり、３冊目も違ちがうものだとわかり、４冊目に移った。教頭および周囲を確認。大だい丈じよう夫ぶ。次、５冊目。手が震ふるえてくる。

　果たして───積み上げられたノートの全すべてが、生徒名簿ではなかった。

　……ダメだったか。

　いや、まだ全てを調べたわけではない。机の引き出しの中が残っているじゃないか。

　開けろ。開けてしまえ。もうここまで来たのだから、最後までやり切れ。

　俺は引き出しに手をかけ、音を立てないよう、そろそろと開けていった。

　中に入っていたのは、一枚の写真と───生徒名簿。

　ついに、見つけた。

　震える手で抜ぬき取り、開いた。

　ぱらぱらとページをめくる。見つけ出すんだ。椎名の個人情報なら、電話番号でも住所でもいい。とにかく早くしろ。不審に思われる前に。声を掛かけられる前に。

　ページをめくる手が止まった。そこには、クラスの生徒全員分の住所が記き載さいされていた。

　椎名のそれを凝ぎよう視しする。メモする余よ裕ゆうはない。

　10秒ほどそれを見つめて、ノートを閉じた。

　息を吐はく。───俺は、椎名の住所を完かん璧ぺきに暗記した。




　　　　☆




　18時を過ぎて、ようやく青春バカどもの拘こう束そくから解放された俺は、暗い道の中、スマートフォンを片手に歩いていた。

　マップのアプリを開き、住所情報を入力すると、現在位置からその場所までのルートが検けん索さくできる。それを頼たよりに椎名の家へ向かっていた。

　電車を乗り継ついでやってきた街の駅前には、綺き麗れいな繁はん華か街がいが広がっていた。そこから徒歩15分。繁華街とはうって変わって静かな住宅地の景色の中を歩く。

　まるで、目の前に突とつ然ぜん浮うかび上がるような印象で、椎名邸ていは見つかった。

　文字通りの豪ごう邸ていだった。仰ぎよう々ぎようしい鉄てつ柵さくに囲まれていて、やたら広い庭の奥に、茶の外装をした洋館が建っていた。窓から零こぼれる木こ漏もれ日のような光が、暗くら闇やみの中に浮うかんでいる。

　ふと、どこからか、歌声が聴きこえてきた。

　突つっ立ったまま、耳をそばだてた。

　一瞬、天使か何かが歌ってるんじゃないかと思うくらいに、透すき通っていて、美しくて、儚はかない感じのする歌声。

　真っ暗な景色と静せい寂じやくの中で、歌だけが遠くに響ひびいている。

　それは、とても幻げん想そう的で。

　こんなことが、前にもあった。

　俺は鉄柵に駆け寄り、敷地内を覗のぞき込む。

　広い庭の片かた隅すみに、小さな、木製のブランコが設置されていた。

　月の光に照らされて───歌を口ずさむ椎名凛花が、そこに座っているのを見た。

　その姿に、思わず見み惚とれてしまいそうになる。彼女は後ろ髪がみを縛しばり、ドレスみたいになめらかな生き地じをした紺こん色いろの服を身にまとっていた。

　歌が、心地ここちよく響き続けている。

　その横顔を見て……どうしてだろう、忘れかけていたことだが、彼女はとんでもない美人であることを思い出してしまった。

　俺は鉄柵の外側から、彼女の方へ近づいていく。

「───椎名」

　そう、名前を呼んだ途と端たん、歌が止まった。

　彼女は振ふり返る。そして、鉄柵を両手で摑つかんだ、俺を見た。

「……佐藤くん？」

　驚おどろいた顔をして、ブランコから立ち上がる。キィ、とブランコが微かすかに揺ゆれた。

　間に鉄柵を挟はさんで、俺たちは向かい合った。

「どうして、ここに？」

「お前に会いに来たんだよ」

　言うと、驚いた顔のままじっと俺を見つめて、しばし沈ちん黙もくした後、

「……驚いた。まさか、突とつ然ぜん家にやって来るなんて」

「悪い。迷めい惑わくだったかもな」

「ほんとに迷惑よ。もしあたしがここにいなかったら、玄げん関かんのドアでも叩たたいてたわけ？」

「そりゃそうだろ。お前に会うためにわざわざ来たんだから」

「……そしたらあんた、あたしの父に間ま違ちがいなく追い返されてたわよ」

　椎名は呆あきれたようにそう言ってから、少し笑った。

「それで、何のためにあたしに会いにきたわけ？」

「訊きたいことがあったんだ」

　俺がそう口にすると、椎名は腕を組み、顔を少しだけ険しくした。

「お前、最近学校休んでるよな」

「……そうね」

「一体、何があったんだ。何か事情があって、学校に来られなかったんじゃないか？」

「…………」

　彼女は、口を閉じたまま目を逸そらす。

　言えないことなのか。言いたくないことなのか。

「学校で、父親と会ったことが、関係してるのか？」

　思っていたことを、単刀直入に訊たずねた。

　その問いに、答えが返ってくるまでしばしあった。

　椎名はくるりと後ろを向いて、鉄柵に背中をもたれる。俺も椎名に背中を向け、同じようにした。

　互たがいに、表情は見えない。ただ、息いき遣づかいはすぐ近くにあった。

　やがて、何かを諦あきらめたような口調で、こんなことを言った。

「やっぱり、父を裏切ることなんてできないなって思ったの」

　……そして、淡たん々たんと事実を述べるようにして、語りだした。

「父は、昔からあたしを声楽家にさせたがってた。自分と同じように成功させてやりたいと考えたんでしょうね。英才教育の結果、あたしは声楽家としての才能を手に入れたわ」

　椎名はそこで一いつ旦たん間をおいて、「でもね、」と続けた。

「……前に、人間嫌ぎらいだって話したことがあったでしょ？　そうなったのって、声楽家になったことが原因だったりするの。

　幼いあたしが歌うと、沢たく山さんの人々の視線や、色んな感情が一いつ斉せいに集まった。喜びや、驚きや、称しよう賛さん……。初めてそれを体験した時、感じたのは恐きよう怖ふだった。有名になって『天才声楽家』だとか言われるようになってからは、歌う時に限らず、いつだって好こう奇きの目に晒さらされるようになった。……そうするとね、いつの日からか『見られる』っていうこと自体を心が拒きよ絶ぜつするようになったのよ。それでも、父は歌うことをやめさせなかったし、あたしもやめたいとは訴うつたえられなかった。そうして、やがて……あたしは人間嫌いになった」

　俺は、じっと口をつぐんだままで彼女の言葉に耳を傾かたむけた。

　いや、むしろそれは絶句に近かった。返す言葉が見つからなかったのだ。

「15の時、これ以上歌をうたって生きるのは耐たえられないと思った。だから、初めて父の言うことに反した気持ちを打ち明けたの。自分なりに懸けん命めいに訴えて、自由を欲しがった。……それでも、ようやく与あたえてもらったのは、高校生活の３年間だけだった」

　……たった３年間の、高校生活。

　それは、彼女の人生で、唯ゆい一いつの自由な時間だったのか。

「声楽家の活動は一時的に休止するだけで、高校を卒業すれば、また活動を再開することになってた。だから、その３年間で歌唱力を駄だ目めにしてはいけなかった。

　そのために、あたしには条件があったの。それは、帝てい成せい高校に入学することと───合唱部に入り、毎日練習に励むこと。父は帝成の合唱部出身なのよ。だから、そこが歌唱のスキルアップに適してるって信しん頼らいがあった。それに、帝成の合唱部は全国大会で何度も優勝してる強豪だから」

　俺は、ようやく理解した。

　帰宅戦争の最中───雨でずぶ濡ぬれになった椎名凛花と、彼女の父親が対たい峙じしたということに、どんな意味があったのかを。

　つぐんだ口を、開いた。

「……お前の父親は、その条件を破っていることを、あの時知ったんだな」

「そう。あれをきっかけに、合唱部に入ろうとしていないことも、それどころか、帰宅部設立を目指して全校生徒相手に戦争していることまでバレたの。そりゃ怒おこり出すわよね」

　自じ嘲ちよう気味に、笑う。

「そのせいで……今は、学校に来ることさえ認められていないのか」

「……近いけど、ちょっと違うかな。学校に行くこと自体は、今も認められてるから」

　椎名はそう否定する。

　そして、無理したような明るい口調で、

「あたしはもう、４月いっぱいで退学して、声楽家の活動に戻もどることになったの。だから、学校に行く意味も、もうないかなって」

「な────」

　退学、という言葉を聞いた瞬しゆん間かん、頭の中が真っ白になったような心地がした。

　振り返り、鉄柵越ごしに椎名を見つめる。

「……なんだよ……それ……」

　声が、震えた。

　彼女の態度を、思い返す。

「……だから、帰宅同好会の活動を、無む駄だだなんて言い出したのか」

「……あの時は悪かったわ。何も、佐藤くんたちにあんなことを言う必要はなかったって、反省してる。ごめんなさい」

　そう言って謝り、彼女は続けた。

「今は、退学することも受け入れてるわ。合唱部に入るつもりがないことを知った時、父が今までにないくらい激げき怒どして、それで痛感した。やっぱり父のこと、裏切れないって。

　あたし、母親がいないの。物心つく前に、事故で亡なくなっちゃったから。父は、男手ひとつであたしを育ててきた。だからかな。父を失うのは、絶対に嫌いやなのよ」

　椎名は、淡々と語った。

　それらは、彼女が今まで明かしてこなかった真実だった。

　呆ぼう然ぜんとしながらも、問いかけた。

「お前は……それで、辛つらくないのか？」

　その問いに、椎名は一瞬、口ごもる。

　無理に浮かべていた笑えみは、もう保ってはいなかった。それでも、ゆっくりと頷うなずいた。

「……もとに戻るだけだから。今までだって、まともに学校に通ったことはなかったし、本音で話せる友達なんて、作ったこともなかった。あたしは、声楽家になるための人生を生きてきたんだから」

　その声が、だんだん掠かすれていくのがわかった。

　まるで、隠かくし切れない感情が露あらわになっていくようだった。

「それが、これからも続いていくだけ。だから……辛くなんか、ない」

　そう言い切った時……彼女の瞳ひとみから、たった一筋の涙なみだが頰ほおを伝って落ちた。

「…………」

　今まで、彼女が涙を零す姿なんて、想像することもできなかった。

　しかし、弱みを見せようとせずとも辛くないはずはないのだと、その姿を見て理解した。

　その時、家の方から誰だれかが向かってきているのが見えた。

「───凛花。一体誰と話をしている？」

　低く、重い声。

　その声を聞いた途端、彼女は頰の涙をさっと拭ぬぐった。

　───暗くら闇やみから姿を現したその人は、彼女の父親、椎名宏こう一いち郎ろうだった。

　ずいぶんコワモテで、気難しそうな容よう貌ぼうをしている。ウェーブ掛がかった長ちよう髪はつをしていて、やたらに長身で、周囲を吞のみ込む独特のオーラがある男。

　宏一郎は鉄てつ柵さくの外側にいる俺の姿を見つけると、近づいてきて、目の前に立った。

「誰だ」

　じろりと俺を睨にらみつけながら、一言、そう訊ねてきた。

　雨の中、遠くから眺ながめていただけでもそのオーラに吞み込まれたのに、目の前に立たれると、圧あつ倒とうされそうになる。それでも、なんとか真まっ直すぐに見み据すえた。

「帝成高校の、佐藤太郎といいます。凛花さんと同じ、帰宅同好会に入ってる者です」

「なるほど、帰宅同好会、か……。話は聞いている。娘むすめがお世話になったようだな」

　まるで嘲あざけるような口調でそう言って、

「それで……一体、何をしに来た？」

　声のトーンを低くし、訊ねてくる。

　いつの間にか、喉のどの渇かわきを感じていた。情けないことに。

「凛花さんが学校に来ないので、理由を訊ききに来たんです。そして……先ほど、退学になることを知ったところです」

　俺は凛花を一いち瞥べつする。

　彼女は俺たちが会話する傍かたわらで、何も言わずにじっと俯うつむいている。きっと、父親の前にいる時の彼女は、いつもこんな風なのだと思った。

　大人しく───従順な人間だ。

　俺は、続けて口を開いた。

「出過ぎたことを言うようですが……あなたのやり方は、間違ってると思います。退学は、取り消すべきです」

「なんだと……？」

　宏一郎の眉み間けんに皺しわが寄り、俺を睨みつける目が、いっそう鋭するどくなった。

「部外者が口を出すような話ではない。どこの馬の骨とも知れない奴やつの言葉に、耳を貸すつもりは微み塵じんもない。……それ以外に用がないなら、さっさと帰れ」

　先ほどまでとは明らかに違ちがう、強い口調になってそう吐はき捨て、顎あごで俺の背後を示す。

　思わず一歩下がりそうになるのを、耐える。

　しかし……どうしたって、まったく相手にしてくれなさそうな雰ふん囲い気きだ。

　凛花が退学させられようとしていることを知って、このまま帰るわけにはいかなかった。しかし、どうするべきか思案しても、答えは出ない。

　宏一郎は、そんな俺に向けて、

「また、一つ言っておこう。帰宅同好会などという組織の活動は無駄だ。校門を抜ぬけることなど、絶対に不可能なのだ。私も帝成出身だからわかる。娘の心配より、まずは自分の部活の所属先の心配をするべきだな」

　言い放って、俺に背を向ける。

　傍らの凛花を「行くぞ」と引き寄せ、家の方に向かって歩き出した。

　凛花は、彼女に似合わない辛そうな表情をしてちらりと俺を見てから、父親の隣となりについた。そうして、抵てい抗こうするそぶりもなく、歩いていく。

　２人の背中を見つめながら、固く拳こぶしを握にぎりしめていた。

　様々な思いが、頭の中を巡めぐる。

　あいつはもう、学生ですらなくなるのだ。制服を着たり、毎日登校したり、退たい屈くつな授業を受けたり……そんな当たり前のことも、手放すことになるのだ。

　そうして、声楽家の道を進む。他人に強要された道を。拒絶した心を抱かかえたままで。

　俺は、強く思った。

　そんなの───認められて、いいわけあるか。

「不可能だとは、限りませんよ」

　自然と、言葉が口をついて出ていた。

　今まで、散々に帰宅戦争の厳しさを痛感してきたはずなのに。

　宏一郎は立ち止まり、振ふり返る。遠くから俺を見やり、一いつ笑しように付した。

「戯たわけたことを。……そうだな、もし本当にそんなことができたなら、娘の退学を取り消してもいい」

　俺は鉄柵を両手で摑つかみ、彼を睨み付ける。

「その言葉、信じますよ。校門で待っていてください。絶対に、成し遂とげてみせます」

　───そうして、俺たちの会話は終わった。

　椎名親子が歩き去って見えなくなった後、俺もゆっくりとその場を後にした。

　夜風が頰を撫なでて、思わず身み震ぶるいする。制服のボタンを一番上まで閉め、ポケットに手を突つっ込んだ。静かな住宅地から、駅に向かって進む。

　椎名の家から離はなれた後も、俺の頭の中は先の出来事でいっぱいだった。

　電車を乗り継つぎ、見慣れた街に辿たどり着いて、そこからさらに徒歩10分。ようやく自分の家に帰って来た俺は、すぐさまノートパソコンを立ち上げていた。

　じっとしていられなかった。

　ネットを開き、検けん索さく窓に打ち込んだのは、『椎名宏一郎』の名前だった。

　彼は何を考え、そこまでして凛花を声楽家にさせることに執しゆう着ちやくしているのか。

　それを、知りたかった。

　カチカチとマウスを動かす。彼のインタビュー内容を載のせたＷｅｂページを開いたところで、手が止まった。

　───椎名宏一郎は、歌手になった理由について、こう語った。

『歌ってさえいれば、幸せになれるからですよ』

　……俺は、パソコン画面をじっと見つめた。

　要するに、そういうことなのだろう。

　理解を得ると同時に、やはり俺は、凛花を助けなければならないと、強く思った。

　何故なぜなら───

　中学時代の記き憶おく。

　俺は地元のチームで野球することを強く希望した。けれども周囲の大人たちは、ほとんど強制的に、俺が強豪チームの方に入ることにしてしまった。

『その方が、君は絶対に幸せになれるから』

　その時言われた言葉を、俺は忘れもしない。

　───椎名凛花の置かれた状じよう況きようは、自分の過去の後こう悔かいと、重なっていたからだ。




　　　　☆




　とうとう迎むかえた、４月30日。帰宅部設立の最終期限日の朝だった。

　決意を固めていた。

　最後のチャンスだ。放課後は戦いに出て、なんとしてでも校門を抜けなければならない。

　登校してきた俺は、１年生校舎に入り、自分のクラスの教室に向かった。

　廊ろう下かを歩いていると、背後から声が掛けられた。

「おはよう、佐藤くん」

　その声を聞いた瞬間、まさか、と思った。

　慌あわてて振り返ると、そこにいたのは、通学鞄かばんを持った椎名凛花だった。

「椎名……学校、来たのか」

　昨晩、あんな話を聞いた後だったから、来るとは思っていなかった。けれども一方では、来てくれることを期待する自分もいた。

「まぁね」

　しかし、答えた彼女の表情は、昨晩より一層暗くなっていた。

「高校生でいられるのも今日までだし……最後の１日くらい、登校しようと思ったのよ」

　その言葉で、膨ふくらみかけた期待感が急激に萎しぼんでいくような心地ここちがした。

　がくり、ときそうになった身体からだをなんとか立たせる。

「最後じゃない。昨日、お前の父親が言ったこと覚えてるだろ？　もし校門を抜けることができれば、退学を取り消してもいいって言ってたじゃないか」

　すると、椎名は俺に目を向けた。

　それは、輝かがやきを持たない、真っ暗な目だ。きっとそこには、灰色のセカイが映っているのだろうと思った。

「昨日、あたしも言ったはずだわ。やっぱりあたしには、父を裏切ることなんてできないって。退学はもう、受け入れたのよ」

　かつての椎名からは、想像もできない様子だった。

　辛つらさを我が慢まんしているのか……それとも、完全に諦あきらめてしまったのか。

　その時、俺たちの後ろから歩いてきた女子生徒の集団が、彼女の姿に気づいて驚おどろいた声をあげた。

「椎名さん、久しぶりー！」

　駆かけ寄って来て、彼女の周りを取り囲む。それをきっかけに、少し離れた場所にいた生徒たちも椎名の存在に気がついて、たちまち群衆となった。

　こうなってしまうと、もう今はどうしようもない。

　群衆の外に弾はじき出された俺は、いったんその場を離れるしかないのだった。




　……しかし、久しぶりに姿を見せた椎名を、他の生徒たちが放ほうっておくはずがなかった。

　休み時間はもちろん、授業間の僅わずかな合間にも、彼女の周囲には人だかりができていた。なんとか２人で話す機会を作れないかと思い、もう強ごう引いんに人だかりに入り込んでいって連れ出してやろうかとも考えたが、あまりに人が多く、入り込もうとしたところで弾き飛ばされてしまった。

　椎名の方が俺に接せつ触しよくしてきてくれれば話は早いのだが、どうもその様子はない。

　そのまま、結局放課後になってしまった。

　帰りのホームルームが終わると、生徒たちはいつものようにさっさと教室を出ていく。

　そんな中、教きよう壇だんに立つ子夏ちゃんが俺の方に顔を向けて、こっちこっちという風に、手招きをしたのだった。

　招かれるままに寄っていくと、

「とうとう、帰宅部設立の最終期限日になりましたが……どうしますか？」

　まるで、ギブアップの確かく認にんをしているような口調だった。

　最近、俺が帰宅戦争に出ていなかったことは子夏ちゃんも知っている。もう諦めたのだと思われているのかもしれない。

　しかし、俺は答えた。

「どうなるかはわかりませんが……全力で戦うつもりです」

　それを聞いて、子夏ちゃんは少しだけ目を見開き、ほほうと頷うなずいた。

「……策はあるんですか？」

　その質問には、口をつぐむしかなかった。迷ってから、俺は正直に話した。

「……まだ、特には」

　しかし、どうして急にそんなことを訊きくのだろう？

　子夏ちゃんは俺の顔を少し見つめた後、スカートのポケットに手を突っ込んで何かを握り、俺の前に差し出してきた。

「よければ、これ、使ってください」

　開いた手のひらの上にのっていたのは、ひとつの鍵かぎだった。『持出厳禁』と書かれたシールが貼はってあるのが、気になった。

「時計台の、機関室の鍵です」

　子夏ちゃんは、あっけらかんとそう言った。

「時計台って、あの時計台ですか？」

「えぇ。この学校のシンボルで、18時に鐘かねを鳴らす、あの時計台です。機関室というのはその中にあって、鐘を鳴らす時刻を制せい御ぎよする装置が入っていたりする部屋なんです」

　俺は鍵を見つめた。

　しばし思考を巡らせた後、顔を上げて、子夏ちゃんを見た。

「……鐘の音で、戦いが終了したと騙すことができるかもしれない。18時より少し前に鳴らせば……敵を完全に騙し切ることはできなくても、一いつ瞬しゆんの隙すきを作ることはできる」

「さすがは佐藤くんです」

　子夏ちゃんは、頷いて言った。

「鐘の鳴る時刻を早めてしまうことは、機関室に入りさえすれば、簡単にできるはずです」

　……これは、かなり大きな策になる。

　思いがけない人物からの協力に、嬉うれしさがこみあげた。

「子夏ちゃん……味方してくれてるんですね！」

　そう言うと、ぽっと顔が紅あかく染まった。それでもクールさを演じながら、

「ひ、姫川先生です。……まぁ私も一応、帰宅部設立の話に乗っかっていた身ですから。最終日くらいは、協力しようかと」

「でも、こんなもの俺に渡わたしていいんですか？　これ、『持出厳禁』って書いてありますけど。問題になりません？」

「そりゃ、なるでしょうね。私、教頭先生の机にあるのを盗ぬすみ出してきてしまったので」

　存外に、軽い口調で答える。

「先生、今までは責任問題とかそういうの、嫌いやがってたじゃないですか。どうしてこんなことしてくれるんですか？」

　訊くと、子夏ちゃんは少し考えて、

「ただ、あなたたちを本気で応おう援えんしたくなったから、というだけのことなんです。それに……佐藤くんのことですから、もう知ってしまっているでしょうが、彼女が今日で退学することは、当然、学級担任である私も知っていたという話です」

　子夏ちゃんは、俺の背後を見た。視線の先を追いかけると、そこには、未いまだ教室に残って、ひとりで席に座っている、椎名の姿があった。

「だから、せめて最後に佐藤くんたちが校門を抜ぬける瞬間を、見せてあげられたらって思ったんです。帰宅同好会は、あなたと彼女の２人で立ち上げたものなんですから」

　そう話した子夏ちゃんの声は、いつもの倍くらいトーンが高かった。改めてその顔を見てみると、そこで初めて気づいた。

「……先生……なんだかちょっと、楽しそうですね……」

「そうですか？　それなら、そうなのかもしれないですね。なんだか、こういうの久しぶりなんです。ルールよりも、自分の意思を優先させて行動するなんて。私も、すっかり大人になってしまった気分でいましたが、そんなことなかったのかも」

　子夏ちゃんが若返っている。何か、新しい感じがする……。

「応援してます。頑がん張ばってくださいね！」

　最後にそう言い残して、子夏ちゃんは教室を出ていった。

　俺は、椎名と教室に２人きりになる。

　彼女は机に頰ほお杖づえをつき、俺の方を眺ながめていたが、そちらを振ふり向くと目線を逸そらした。

　鍵を右手に握にぎりしめ、近づいていく。

「なぁ、椎名」

　声を掛かけると、何も言わず、上目づかいに俺を見上げた。ひなぎくに話しかけられた時の俺も、だいたいこんな感じだったのだろうか。

　……放課後になっても教室に残っているということは、こいつに行き場はないんだ。

　18時になって自由に校門を抜けられるようになるまで、動けないってことだ。

　椎名が退学するという話は、生徒たちには知らされていない。皆みな、明日あしたからは彼女が毎日登校して来ると思って、放課後まで取り囲んだりはしなかった。

　俺を見上げる椎名に、問いかけた。

「一いつ緒しよに、戦わないか？」

　椎名は、視線を落として少し黙だまった。

「……あたしはもう、退学を受け入れたって言ったでしょう」

　朝と同じように、諦めた様子でそう言った。

　けれども俺は、本心は言葉の通りではないことを知っていた。脳のう裏りには、彼女が涙なみだを零こぼした光景が焼き付いていた。

　椎名は、強い。他人に弱いところを見せようとはしないんだ。だから、困難にあっても苦しまないふりをする。

「……そうか」

　俺は頷いた。

「じゃあ、無理に誘さそったりはしない。ただ、この鍵は渡しておくよ。さっきの俺と子夏ちゃんの会話聞こえてただろ？」

　言って、彼女の机の上に鍵を落とす。椎名は驚いて目を丸くし、俺を見つめた。

「そんな……あたしは使わないわよ。せっかく先生からもらった策を無む駄だにするつもり？」

「無駄になっても構わない。もしもお前がその気になったら、協力してくれればいい。無線機は、まだ持ってるよな？」

　俺は彼女の目を見み据すえて、

「17時、55分だ。そのタイミングで鐘を鳴らし、校門に突つっ込む」

　彼女は何も言わず、首を振ることもない。

　俺は彼女から離はなれる。教室のドアへと歩いて向かった。

　最後の一手は、椎名に託たくした。きっと、そうするべきだと思ったから。

　どうなるか、あとは彼女次し第だいだ。

　最後に、なんとなく考えていたことを話した。

「……椎名。自由って凄すごいものだと思うんだよ。俺たちは万ばん能のうじゃないけれど、自由である限りは無敵なんだ。勝てない敵からは逃にげてしまう自由もあるわけだからな。あるいは敵が呆あきれて負けを認めてくれるまで、再挑ちよう戦せんし続ける自由もあるはずだ。そんな生き方を手放してしまうのは、きっと、すごくもったいないことだと思うよ」

　言い残して、俺は一人、教室を抜けた。

　……廊ろう下かに出て、向かう先は決まっていた。

　僅かな可能性であるにしろ、帰宅戦争に勝つためには必要不可欠な条件が一つある。

　向かうのは───屋根裏部屋だ。

　最近はもう、集まることすらなくなっていた、帰宅同好会の秘密基地。

　帰宅同好会は、完かん膚ぷなきまでに終わっていた。みな帰宅戦争に勝つことを諦あきらめていた。

　そこに、誰だれかが来ていると考える方が不自然かもしれない。

　けれども今日は、帰宅部設立の最終期限日。

　もしかしたら、誰かひとりだけでも来てくれるかもしれないと、そう思った。

　俺ひとりでは何もできない。

　彼らと一緒でなければ、帰宅戦争に打ち勝つことはできないのだ。

　カンカンと音のする鉄製の階段を急いで上り、屋根裏部屋の扉とびらの前まで辿たどり着いた。

　誰かが来ていれば扉の施せ錠じようは解かれているはずだ。俺は剝はがれる床ゆか板いたに触ふれることなく、祈いのるような気持ちでドアノブを握った。

　ドアは───開いた。

　覗のぞき込むと、そこにいたのは、

「……イリス……」

　呟つぶやくような声で、彼女の名を呼んだ。

　俺が入って来たことに気づいたイリスは、信じられないという顔をして突っ立っている。

「……センパイ……来てくれたッス……っ」

　そう言って、顔を歪ゆがめた。俺を見つめる瞳ひとみに、みるみる涙が溜たまっていく。

　くぐもった声をして、

「ワタシ……毎日ここにきて、ずっとひとりで待ってたッス……センパイや、帰宅同好会のみんなのこと……」

　溜まった涙はとうとう溢あふれ、彼女の頰ほおを流れ落ちる。俺は呆ぼう然ぜんとした。

　……そうだったのか。

　こいつは、俺や他のメンバーがここに来なくなっても、ずっとひとりで来ていたのだ。

「どう、して」

　俺は掠かすれた声で、問いかける。イリスは涙を拭ぬぐいながら、いっぱいいっぱいに答えた。

「だって……ワタシの居場所は、ここしかなかったッス……っ。本当は、帰宅同好会がなくなるのも、帰宅戦争を諦めるのも、嫌だったッス……っ！」

　彼女の威い勢せいの良い体育会系口調は虚きよ勢せいでしかない。本来の彼女は、弱くて臆おく病びようだ。

　だからこそ、本音が言えなかったのだろう。完膚なきまでに終わっていた帰宅同好会の中においては、その想おもいはわがままにしかならなかったから。

　その時、誰かが階段を駆かけ上って来る音が聞こえた。

　俺とイリスはほとんど同じ動きをして、急いで階段の下を覗き込む。

　そこに見えた人ひと影かげは、

「お……織田……」

　思わず、呟きが漏もれた。

　織田は、階段を上り切り、屋根裏部屋の前までやって来た。

「あれ。……まさかと思ったけど、僕だけじゃなかったんだね」

　俺とイリスを見て、びっくりした様子で言った。

　彼は最後に見た時と変わらず、頭にターバンのようにぐるぐると包帯を巻いていた。松まつ葉ば杖づえは、もうしていないようだったが。

「お前……どうして、この場所に？」

　織田に向けて、訊たずねる。

「なんて言うか……帰宅戦争のことが、ずっと心に引っ掛かり続けてねぇ。やっぱり、どうしても諦めきれなかったんだよ。だから最後にもう一度、挑戦したいって思って」

　彼は、少し照れくさそうにそう語った。

「でも……怪け我がは？」

「僕、治り早いからさ。医者からは完治に２週間って言われてたんだけど、１週間近くで動けるようになっちゃったよ」

　へへへ、と笑って、片足を曲げたり伸のばしたりしてみせる。

　……俺は、目の前に立つ２人を改めて見て、胸が熱くなった。

　なんだよ。こいつら、やっぱり諦めたくないんじゃないか。

　帰宅同好会は、完膚なきまでに終わっていたと思っていた。みな帰宅戦争に勝つことを諦めていたと思っていた。

　そこに、誰かが来ると考える方が不自然だと、そう思っていた。

　けれども、こうして３人も集まった。同じ思いを抱かかえて。

　ひなぎくは姿を見せなかったが、彼女には彼女の考え方というものがあるのだろう。

　俺は、俺らしくもない素す直なおな気持ちになった。そうして、口を開いた。一人で抱えていた問題を、こいつらと共有したいと思ったのだ。

「……話が、あるんだ」

　話は、椎名のことだった。

　父親から、声楽家になることや合唱部に入ることを強要されていること。彼女はそれを嫌がり、帰宅部を希望していたこと。けれどもそのせいで、今日限りで退学させられてしまうこと。帰宅戦争に勝つことが、退学を取り消しさせる条件であること。

　聞いている時の２人は、驚おどろき、難しそうな顔を見せていた。

「まさか、凛花ちゃんがそんなことになってたなんて……知らなかったよ」

　織田が呟く。

　俺は本音で訴うつたえかけた。

「どうしても、あいつのことを助けてやりたいんだ」

　するとイリスが、

「それなら、話が早いじゃないッスか。みんなで力を合わせて、帰宅戦争に勝つッス！

　今までは負け続けてても……今のワタシたちなら、できるかもしれないッス。だって、今日は最後の戦争ですし、何より、凛花さんの退学がかかってるッス。きっと本当の意味で団結できると思うッス！」

　そう口にした彼女は、大おお真ま面じ目めな顔をしていた。

　心の中に巣くうもう一人の自分が、問いかける。なんて希望に満ち溢れた話だろうか、本当にそんな簡単な話なのだろうか、と。

　信じてもいいのかな。また、傷つくことになりはしないかな。

　そんなこと、わからない。でも───

　後先考えず、走り出してみたっていいじゃないか。

　転んだら転んだで、その時だ。

　一度、夢を諦めたことで、俺の青春は終わってしまったような気になっていたけど。

　青春は───転んだくらいじゃ、終わらない。

　そう、信じて。

「やってやろうぜ」

　俺は、力強く言った。

「凛花ちゃんは、学校には来てるんだよね？」

　織田が、訊ねた。

「あぁ。今は戦いには参加しないと言ってるけれど、最後には、あいつも一緒に戦ってくれると信じてる」

「よーし！　頑がん張ばるッス！」

　イリスが、手を前に出した。それに織田が、手を重ねた。

　最後に俺が一番上に、自分の手を重ねる。

　俺たちはまるで運動部のように、円えん陣じんを組んでいた。

「帰宅同好会、ふぁいと────っ!!」

「おぉ────っ!!」

　思いっきり叫さけんで、手を頭上に掲かかげる。

　俺は、窓一つない屋根裏部屋の壁かべの向こうに、空を覗いた。それは、まだどんよりとした曇くもり空だ。けれど、分厚い雲の間から、もうじき太陽の光が差しこんできそうな───そんな、予感がした。

　ここからは、帰宅戦争の、最終決戦。

　たったの３人で始まる、逆ぎやく襲しゆう劇だ。




　　　　☆




　───16時42分、

　めまぐるしく動いていく状じよう況きように、必死に頭を回転させながら、トランシーバーに向けて次々と声を飛ばしていく。

「織田、渡わたり廊下を急いで渡り切って、すぐさま３階に上れ。後方に集団が来ている」

「はいよ、了りよう解かいっ」

「イリス、２階廊下に待ち構える敵が見える。階段を下り、１階から迂う回かいしろ」

「おっけーッス！」

　最終決戦。

　俺が身を置くのは、前回の戦いに引き続き、監かん視し室だった。

　目の前には巨きよ大だいなモニターが展開されていて、無数の映像が同時進行で流れている。

　モニター全体に視線を奔はしらせ続けながら、どの映像が校舎内のどの位置を映し出しているのかを把は握あくし、その情報を基もとに味方の進路を判断して、指示を繰くり返す。

　身体からだを酷こく使しする必要はないものの、集中力と判断力を駆く使しする必要があった。

「イリス、渡り廊ろう下かの前までやって来たら、いったんそこにある掃そう除じ用具入れに身を隠かくせ。

　織田、３階は安全そうだ。廊下を直進して、反対側の階段から下に下りていけ」

　２人とも返事をすると、指示に従って素す早ばやく動く。

　俺の言葉を、味方は信しん頼らいしてくれている。

　俺・織田・イリスの３人は、あの後いくつかの作戦について話し合い、それから帰宅戦争に出ていった。

　今回も単独行動だ。俺は指示役に徹てつし、織田は２年生校舎、イリスは３年生校舎に侵しん入にゆうしている。それぞれの校舎の玄げん関かんからロビースペースに出て、インフォメーションギャラリーを突とつ破ぱし、校門を目指すという段取りだった。

　しかし、校門前に辿り着いても、そこにいる敵を乗り越こえるのは至難の業わざだとわかっている。やはり最後の一手は、凛花の手に掛かかっていた。

「ふぅ……」

　少し息を吐はき、椅い子すに座り直す。緊きん張ちようのせいか、てのひらにじっとりと汗あせをかいていた。

　ポケットからガムを取り出し、口に投げ入れる。モノを嚙かんでいると、緊張がほぐれる効果があると聞く。

「センパイ。この戦い、負けられないッスよ。今こそ、『漢おとこ』を見せる時ッス」

　様々な策を実行するための道具が入った、身体よりも大きなリュックを背負ったイリスが、廊下を走りながら、無線越ごしに力強く言った。

　すると、頭に包帯をぐるぐる巻きにした織田も続く。

「今は３人しかいないけど……不思議と負ける感じがしないね、今日は」

　それに、俺ははっきりと頷うなずいた。

「あぁ。俺たちは絶対に勝つ」

　この戦いに負ければ、帰宅同好会は終わりだ。やってきたこともすべて無む駄だになる。かなりの緊張感があるが、状況は好調だった。

　校門に向け、確実に前進している。

　味方はたったの３人だ。敵の数は桁けたが３つも違ちがう。けれどもそれがどうした。記録的大勝利を果たすためには、何があっても第一に、諦あきらめないことだ。

　織田とイリスは、うまく敵をやり過ごしながら進んでいく。

　そんな時、３年生校舎を進むイリスに、敵の集団が近づいてきているのが見えた。

「イリス。前方に敵が見える。階段で上に、───いや」

　階段の上からも、やって来ている敵が見える。俺は急いでモニターに視線を奔らせる。

　下の階はどうだ？　……ダメだ。不運にも、ここにも敵がいる。

「いったん退くぞ。Ｕターンして、後方に走れっ」

　……どういうわけか、周辺に敵が多すぎる。まるで、イリスの位置が把握されているかのようだ。

　いや、そうじゃない。モニターを改めて見つめ直し、思わず声が漏れた。

「……３年生校舎は、どこもかしこも敵だらけだ……」

　先ほどまで、こんな状況ではなかったはずだ。つまるところ、３年生校舎には、急激に敵が集結してきている。

「センパイっ！　こっちも、行き止まりッス！」

　イリスがそう言って、立ち止まった。

「なにっ……？」

　彼女の前には、敵の集団。様々な部の生徒が、ごっちゃになって大群をつくっている。

　そこに───四天王のひとり、乙姫がいた。

「ホッホッホ！　ようやく帰宅同好会を見つけたのじゃ。しかも、こやつは雑魚ざこじゃ」

　乙姫が高らかに笑い、扇せん子すで顔を扇あおぎながら、ゆっくりと集団の前に出た。そして、イリスと対たい峙じする。

　イリスは物もの怖おじしない。乙姫を睨にらみ付け、口を開いた。

「……この前はずいぶん大変みたいだったッスけど、元気そうッスね」

　その口調には、怯おびえがないどころか怒いかりすら見え隠れしている。雑魚という言葉が癇かんに障さわったようだった。

　乙姫の扇子がぴたりと止まり、その表情から笑えみが消えた。

「……あの屈くつ辱じよくは、今でも忘れられん」

　小さくそう呟つぶやいて、ゆっくりと扇子を持った手を下ろし、イリスに語りかけた。

「聴きけ。わらわは、考え方が変わったのじゃ。ちょっとばかしキャラに合わない趣しゆ味みを持っていたところで、大して恥はずかしくはないと。むしろ、そんなことを気にしていれば、この前のように自分の弱みを作るだけじゃ」

　そう言って、乙姫はくるりと振ふり返り、わんさと集まった群衆の方を向いた。

「───いいか、わらわは某ぼうアニメが好きじゃ！　『ダイスケくん』のフィギュアを常に携けい帯たいし、自分の部屋の壁には所ところ狭せましとポスターが貼はられ、ブルーレイは全巻２枚ずつ揃そろえておる！　観賞用と保存用じゃ！　それくらいの、大大大ファンなのじゃあっ!!」

　……言い切った。

「…………」

　沈ちん黙もく。その後に、微かすかなざわめきが続いた。

　乙姫の趣味云うん々ぬんよりも、どうして急にそんなことを叫びだしたのか、そちらの方がよくわからないという感じであった。

　乙姫は、くるりとイリスに向き直る。その顔は茹ゆで上がりそうなくらいに真っ赤に染まっていて、やっぱり恥ずかしそうだった。

「……実は今、後こう悔かいしてるッス？」

「ええい、うるさいうるさい！　こうなったのも、全部貴様ら帰宅同好会のせいじゃ！　……貴様らは、このわらわが捕つかまえ、拘こう束そくどころかギッタギタにしてやる」

　乙姫は顔を赤く染めたまま、着物の胸むな元もとに手を突つっ込んだ。

　そして何かを摑つかみ、勢いよく周囲にばらまく。宙に広がって舞まいあがり、無数の紙きれのようなものが、ひらりひらりと落ちていく。

　床ゆかに落ちたソレをよく見ると───あろうことか、１万円札だった。

「うおおぉぉっ!!」

　周囲の生徒たちが廊下に響ひびき渡るような大だい歓かん声せいをあげ、床にしゃがみ込んで１万円札を拾い始める。

「な、何してるッスか！」

「ホッホッホ。貴様は知らぬであろう？　実はわらわが、日本でもトップクラスの資産家の一人ひとり娘むすめであると」

　乙姫は口元を歪いびつに吊つり上げて、不敵な笑みをつくってみせた。

　その目は鋭するどく、そして───血走っている。

「皆みなの者、よく聴くが良い！　帰宅同好会を捕とらえ、わらわに差し出した者には、望むだけの金をやるっ!!」

　乙姫の言葉に、周囲の生徒たちは再び爆ばく発はつするみたいな大歓声をあげた。

「なりふり構ってないッスね……」

　……３年生校舎に、これだけ沢たく山さんの生徒がいるのは、これが理由だったわけか。みな乙姫の言葉につられて、ぞろぞろと集まって来たのだ。

　これだけの人数を相手にすることは、かなり厳しい。

　絶望的な状況だろうと思って彼女の表情を見ると、思いがけずに余よ裕ゆうを見せていた。

「センパイ、これは不運じゃなくて、幸運ッスね」

「……幸運か？」

「はい。これだけの人数をこっちに引き付ければ、織田さんのいる２年生校舎が空くッス」

「……お前……」

　イリスが、こんな状況でも物怖じしていないことが、信じられなかった。

　彼女は本来、弱くて臆おく病びようだと、そう思っていたから。

「まかせといてください。捕まるまで、なるべく時間を稼かせぐッス！」

　そうしてイリスは、未み曾ぞ有うの大群から逃にげ出した。




　16時59分、

「───太郎」

　そこで、織田から無線が届いた。

　モニターをすばやく見回して、彼の映る映像を探す。見つけると、予定通り２年生校舎の廊下を進んでいた。

　しかしその隣となりにある映像を見て、彼が俺に無線を飛ばした理由がわかった。

「……進む廊下の先に、剣けん道どう部の連中がいるんだ。どうするべきだと思う？」

　織田は俺に問いかけた。

　言葉の通り、モニターには剣道部の姿が見えている。十数人という大人数だ。その中には、主将であり四天王のひとりでもある、ムサシが含ふくまれていた。

「そうだな……」

　俺は、思考を巡めぐらせる。つまるところ、彼の問いかけの意味は、こういうことだ。

　退くべきか、突っ切るべきか。

　剣道部は、はっきり言って全部活中でも最強クラスだ。通常ならば迷うことなく迂う回かいし、戦せん闘とうを避さける方を選せん択たくしているだろう。

　しかし今、隣の３年生校舎にてイリスが敵の大群を引きつけているため、織田のいる２年生校舎は敵が少なく、大きなチャンスになっていた。剣道部を避けるために時間を使えば、その間にイリスが捕まってしまう可能性がある。それに、剣道部を突破できれば、校舎の玄関はすぐ近くだ。校門前まで辿たどり着くことができるかもしれない。

　懸け念ねんされるのは、前回の帰宅戦争時の記き憶おく。雨でびしょ濡ぬれになって校舎内を彷徨さまよう俺が、教室のドアから目にした光景。

　織田は、ムサシに敗北し、脱だつ落らくしたのだ。

「自信はあるか？」

「そりゃ、もちろん」

　すぐに答えが返って来る。その声こわ色いろに、迷いはない。

「それなら、織田───行け。お前なら、奴やつらだって突とつ破ぱできる」

　その言葉に織田は、おぅ、とだけ返し、前に進み出した。

　真まっ直すぐに、歩いていく。剣道部の連中が、近づいてくる織田に気づいた。

　ムサシが、進路を阻はばむように廊ろう下かの真ん中に立った。その両手には、２本の竹刀しないが握にぎられている。

　他の部員は、１本の竹刀を両手で握り、身体からだの前で構える。

「……１週間ぶりでござるなぁ、織田。我々に対し逃げずに向かってくるとは、気き概がいがあると言うべきか、阿あ呆ほうだと言うべきか」

　ムサシは仁に王おう立だちしたまま織田を見み据すえ、言った。

　織田は歩きながら、腰こしまで下げて穿はいたズボンのポケットに手を突っ込む。そして、

「戦う人数が違うのは、公平じゃないって言ってなかったかい？　流りゆう儀ぎはどうしたのさ」

「ふん。貴様相手に、今さら正々堂々などと」

　ムサシは眉み間けんにしわを寄せる。

「逃げるなら、今の内でござるよ。我々は、決して容よう赦しやしないでござる」

　しかし、織田は止まらない。ポケットに手を突っ込んだまま歩き続け、とうとうムサシの目の前までやって来た。

　顔を突き付き合わせ、にらみ合う。しかしその様子はまるで、侍さむらいとチンピラであり、正義と悪である。もちろん織田が悪の方だ。

「……懲こりぬ奴でござる」

　ムサシは一歩下がる。───腰を落とし、竹刀を身体の前で構えた。

　織田も険しい表情でムサシを睨みつけたまま、ボクシングポーズのように両手の拳こぶしを握り、胸の前で構える。

　十数人の剣道部と、織田の間に、張りつめた空気が、刹せつ那な流れた。

「───やれぇッ！」

　ムサシが吠ほえるように声を出すのと同時に、織田に対し、剣道部員たちは襲おそい掛かかっていった。




　17時10分、

「センパイ……何か策、あるッスかっ」

　走るイリスが、ぜぇぜぇと息を切らしながら、俺に無線で訊たずねてきた。

　迫せまりくる敵の大群から逃げるため、彼女は校舎内を右に左に駆かけまわり続けていた。

「掛かれ掛かれぇ！　大金が欲しくはないのか！」

　無数の生徒が廊下を駆ける、どかどかという地じ響ひびきのような足音の中に、乙姫の高い声が響き渡わたる。

　俺はモニターを確かく認にんしながら、イリスに声を飛ばす。

「リュックの中身を取り出せるか。足止めする道具がいくつも入ってるはずなんだ」

「りょ、了りよう解かいッス！」

　イリスは走りながら、背中につけたリュックを身体の前に回す。ファスナーを開けると、中のものをごそごそと漁あさった。

「これも違ちがう、これも違う……っ」

　中のものを引っ張り出しては確認し、ぽいぽいと捨てていく。彼女の頭ほどもある布ぬの袋ぶくろを引っ張り出した時、俺は叫さけんだ。

「それだっ」

　イリスはぴたりと手を止めた。

「それを、床にぶちまけろ！」

　俺の言葉に従って、イリスは布袋を開く。そして後方をちらりと見やり、

「これでも……食らえッス！」

　開いた布袋を逆さまにして、中身を廊下の床に思い切りぶちまけた。

　じゃららっ！　と音がして、ばらまかれたのは、大量のビー玉だ。

「───うぉっ!?」

　追いかけてきた敵は、床に撒まかれたビー玉の上に足をのせてしまい、滑すべってどすんと床に転んだ。

「お、おいっ、邪じや魔まだ！」

　床に倒たおれ伏ふした敵は、後からやって来た者の進路を塞ふさぐ。作戦通り、敵を足止めすることができていた。

「よしっ！」

　イリスはガッツポーズして、そこから逃げていく。

　しかし、そううまく全員が転んでくれるわけでもなく、追いすがる者はまだまだ沢山いた。さらに、どこもかしこも敵だらけの３年生校舎は、後方だけでなく、逃げる先にも敵の集団が待ち構えている。

「こ、こっちにも敵……っ」

　イリスは、逃げては敵と遭そう遇ぐうするのを繰くり返していた。右に左に、校舎内を駆けまわるしかない状じよう況きようだ。

「っ……マズいな」

　俺も懸けん命めいにモニターを見回し続け、敵のいない方向を把は握あくしようとするが、数が多すぎるため状況の変化が早く、イリスに明確な逃とう避ひルートを示すことができない。

　イリスは走り、再び分かれ道に差し掛かる。右か、左か。

「…………」

　俺は無線を飛ばした。

「イリス、右と左、どっちか選べ」

「ええと、右だと思うッス！」

「よし、左だっ！　左に曲がれぇ！」

「えぇ!?」

　イリスはわけがわからないという様子で、俺の指示に従って、左の道に進む。

　黒板消しクリーナーが故障してチョークの粉をかぶったり、座ろうとした椅い子すが壊こわれたり……彼女は、疫やく病びよう神がみにでも憑とりつかれているような、極度の不幸体質なのだ。

　彼女の選択と逆に進んだ結果……期待通り、左の道には敵がいなかった。

「……よし」

　俺は小さくガッツポーズした。

　これだ。彼女を活いかす方法は。

「いけるぞ……！」

　俺は、イリスに対し、大きな可能性を感じ始めていた。




　17時22分、

　モニターに映し出される別の映像では、壮そう絶ぜつな大乱らん闘とうが繰り広げられていた。

　数多あまたの竹刀が、織田を狙ねらって振ふり落とされ、突つかれ、薙なぎ払はらわれた。

「っ！」

　織田は、飛び跳はねたり、しゃがみ込んだり、受け流すことでそれらを避よけていく。

　剣道部は織田の周囲をぐるりと取り囲み、袋ふくろ叩だたきにするかのように、次々と攻こう撃げきを仕し掛かけていく。

「うらぁっ！」

　横から振り落とされた竹刀が、織田の顔面を狙う。

　避けきれない。───織田は、右手を顔の前にかざし、上じよう腕わんでそれを受け止めた。

「ぐっ……！」

　痛みで、思わず声が漏もれる。

　しかし、すぐさまその竹刀を薙ぎ払い、腰を落として瞬しゆん間かん的に相手の懐ふところに入り込む。

「───はぁっ！」

　腹に拳を叩たたき込んだ。敵は腰を曲げて腹を押さえ、うめき声をあげながらしゃがむ。

　刹那、別の敵が織田の脇わき腹ばらに竹刀を突き込んだ。織田は身体をくの字にして、すんでのところで避ける。

　竹刀を突き出してガラ空きになった敵の顔面に、流れるような動作で肘ひじ鉄てつを入れた。

「ぐぶぅっ！」

　どたりと倒れる。それを一いち瞥べつする間もなく、次の攻撃が飛んでくる。胴どうを狙って、横よこ薙なぎに竹刀の刃が向かって来ていた。

　織田は足を上げて室内靴ぐつの裏で受け止める。その勢いで蹴けり飛ばすと、竹刀は敵の手を離はなれ、大きな音を立てて床ゆかに叩きつけられた。織田は別の敵の攻撃に対し、身体を斜ななめにすることで衝しよう撃げきを受け流しながら、武器をなくした者に接近する。

　地面に軸じく足あしを踏ふみ込むと、身体を旋せん回かいさせながら、足を回し込む。───踏み込んだ軸足で、跳とんだ。

「イィヤッ！」

　宙で横向きに身体を回転させながら、豪ごう快かいな後ろ回し蹴りを敵の顔面に叩き込んだ。

　敵の身体は勢いよく横にぶっ飛び、床に倒れ伏す。

　織田は飛び込むようにして床に転がった。そこに落ちる竹刀を手に取りながら身体を起こし、しゃがんだ姿勢で構える。

「この……野や郎ろうっ！」

　敵が振りおろした竹刀を、織田は手にした竹刀で振り払う。

　竹刀同士がぶつかる音が、鋭するどく響ひびく───。

「────」

　俺は、剣けん道どう部を次々に倒していく織田の姿に、思わず目を奪うばわれていた。

　ここまでとは、思わなかった。

　身体能力、瞬間的な判断力……あいつは、やっぱり、天才だ。

　竹刀同士のぶつかる音がバチバチと何度も響き続け、そして、やがてそれが聞こえなくなった時……。

　そこに立っているのは、２本の竹刀しないを握にぎったムサシと、１本の竹刀を身体からだの前に構える織田だけだった。

　２人の足元には、沢たく山さんの剣道部員たちが床に転がっている。

「…………」

　織田とムサシは互たがいに睨にらみ合い、対たい峙じする。沈ちん黙もくの中に、２人の荒あらい呼吸の音が聞こえていた。織田の顎あごから、汗あせが一筋、床に落ちる。

　ムサシが口を開いた。

「……やるでござるな。身体のキレが戻もどったか」

「残るはお前一人だけだ。……さっさと倒して、ここを通してもらうよ」

　頭に巻かれた包帯に汗をにじませた織田が、そう言って笑えみを浮うかべた。




　17時31分、

「───うわぁっ!!」

　イリスの悲鳴が聞こえたのは、その時だった。

「どうした!?」

　俺は慌あわててイリスの姿を確認する。

　すると、３年生校舎３階の廊ろう下かで、床に倒れている彼女を見た。

「こ……転んだッス！」

　床から顔を上げ、ぐし、と鼻血を拭ぬぐうイリス。

　彼女の足元には、誰だれかが落としたのであろう、ノートの切れ端はしが見えた。おそらく、それを踏んづけてしまって、滑って転んだのだ。……不運なことに。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

「……ぐっ」

　イリスは、立ち上がろうとして腕うでを立てるが、再びがくりと身体が落ちる。

　散々走り回ったせいで、身体は疲つかれ果てているようだった。制服は床の埃ほこりと鼻血が付着して汚よごれ、ボロボロになっている。

　少し休息が必要だが、敵は後方から追ってきている。そんな余よ裕ゆうはなかった。

「イリス……！」

　彼女はまだ、必死に逃にげ続けようとしている。しかし、敵はどんどん迫ってくる。

　もう駄だ目めか───。そう、思った時だった。

　廊下の角から、ひとつの影かげが飛び出した。その影は、一直線にイリスに駆け寄る。

　その姿を見て、思わず息を吞のんだ。

「───ヒナ！」

　俺は、叫さけんでしまった。同じようにイリスも、彼女を見て目を見開く。

　ひなぎくはイリスの前までやって来ると、背を向け、しゃがみ込んだ。

「背負うから、乗って！」

「…………」

　呆ぼう然ぜんとするイリス。ひなぎくは真しん剣けんな顔をして、

「早くっ！　敵に追いつかれるよ！」

　イリスは慌てて力を振り絞しぼり、よろよろと身体を起こして、倒れ込むように彼女の背中に身体を預けた。

　ひなぎくは背負ったまま立ち上がり、床を蹴って駆かけだす。

　そうして、敵の集団から、逃げ始めた。

「な……あいつっ！　帰宅同好会の仲間だ！」

　追いかけて来ていた敵が、遠くで声をあげた。

「ヒナさん……なんで、ワタシのこと……」

　背中に摑つかまりながら、イリスが呟つぶやくように言った。

　ひなぎくは懸命に走り、逃げながら、口を開く。

「わたし、あれから色々考えて……何が正しいのかわかんなくなっちゃって。……でもその中で、帰宅戦争に負けた時の悔くやしさがずっと忘れられなくて、それだけがはっきり残ってた。だから……やっぱり、このまま諦あきらめたら、この先ずっと後こう悔かいするって思ったの」

　階段を駆け下りる。下り切って、廊下を駆け、曲がり角を曲がる。

　後方に、敵の姿が見えなくなったところで、立ち止まった。

　少し呼吸を整えて、イリスを背負ったままで、ぺこりと頭を下げた。

「あの時、諦めるべきだなんて言って、ごめんなさい。一いつ緒しよに、戦わせてください！」

　……その言葉は、イリスだけに向けられたものではなく。

　彼女の頭は、天てん井じようの隅すみに設置された、監かん視しカメラに真まっ直すぐ向いていた。

「…………」

　俺は、信じられないような気持ちで、その姿をじっと見つめた。

　彼女は、もともと帰宅部設立に反対していた。帰宅同好会に入ったのだって、俺たちを変えるという目的のためだった。

　それなのに───彼女は、戻って来てくれた。

　一緒に、戦うと言ってくれた。

　俺は、たまらなく嬉うれしかった。

「あぁ……もちろん歓かん迎げいするよ、ヒナ」

　ひなぎくは無線機をつけていないから、俺の声は、届かないだろうけど。

　イリスが、ひなぎくの背中から床に下りた。そして、彼女の前に回り込んで対面する。

　顔を覗のぞき込んで、

「大だい歓かん迎げいッス。センパイも、そう言ってるッスから」

　にっこり笑って、イリスはそう告げた。

「……よかった……」

　ひなぎくは、へへ、と嬉しそうな笑みを浮かべた。

「見つけたぞ、早く捕とらえるのじゃ！」

　遠くに、乙姫が大声を張り上げる声がした。廊下の向こうから無数の敵が現れ、どかどか音を立てて迫せまってくる。

「逃げましょう。もう、自分で走れるッスから！」

　イリスがそう言って、２人は再び走り出した。

　沢山の教室の前を横切っていく。階段を上り、曲がり角を曲がって廊下を駆ける。２つの足音がぱたぱたと反はん響きようする。トランシーバーからは、はぁ、はぁ、と激しく呼吸する音が聞こえ続けている。

　俺のモニターに、２人が進む先に敵の集団がいるのが見えた。

　後方からも、乙姫率いる大群が押し寄せている。

「イリス、近くの教室に逃げ込んで、いったん隠かくれろ」

　無線で、そう指示を飛ばした。

「確かに、休きゆう憩けいは助かるッスけどっ……見つかったら、追い込まれるッスよ？」

「このまま進んでも袋ふくろ小路こうじなんだ。それに、教室の出口は扉だけじゃない」

「よくわからないッスけど……了りよう解かいッス！」

　イリスは俺の指示に従って、ひなぎくと共に目の前にあった部屋に転がり込む。

　扉を閉め、室内を見回すと、そこは家庭科室だった。

　コンロや水道のついた調理台が並んで設置され、授業で使われたであろう、砂糖やら小麦粉やらが調理台の上に無造作に置かれていた。

「それで……扉以外に、どこからどうやって脱だつ出しゆつするのかな？」

　ひなぎくが、きょろきょろとしながらイリスに訊たずねた。

　俺は、イリスに無線で語りかける。

「リュックの中にロープが入ってる。室内の何かに結びつけて、窓の外に垂らせ。それをつたって下りて、下の階に窓から入り込むんだ」

「な、なるほどッス！」

　イリスは急いでリュックを下ろす。ファスナーを開け、中に手を突つっ込んで漁あさった。

「ヒナさん、窓の近くに、何か結びつけられるモノを探すッス！」

「うん、わかった！」

　ひなぎくは室内をうろうろしながら探し始める。

「……見つけたッス！」

　イリスがロープを引っ張り出して掲かかげた。そして、結び付けるものを探すのに加わる。

　……しかし、なかなか見つからない。人間ひとりを支えられるような耐たい久きゆう力のありそうなものは、存外に少なかった。

「い、急がないと……」

　ひなぎくが焦あせった様子で言葉を漏もらす。

　俺の見ているモニターに、家庭科室に近づく敵の集団の姿が映った。

「マズい。もう、入って来るぞ」

　無線を飛ばす。間に合わない───。

「…………っ」

　ひなぎくはまだ諦めず、周囲に視線を奔はしらせ続けている。しかし、何か決心したような顔をして───ロープを窓の外に投げた。

「……イリスちゃん。ロープはわたしが持ってるから、つたって逃げて」

　そんなことを言った。

　ひなぎくの手にはロープの端はしが握られ、窓の外に垂れている。

　イリスは、驚おどろいて目を丸くし、ひなぎくの顔を見つめた。

「じゃあ……ヒナさんはどうするんです？」

「大丈夫、ちゃんと考えがあるから」

　そこで、家庭科室のドアが、ガラリと音を立てて勢いよく開いた。

「……こんなところに隠れておったか」

　乙姫だった。

　彼女は相変わらずぞろぞろと大群を引き連れた状態で、ゆっくりと室内に入って来る。

　その眼めは鋭するどく、そして、血走っている。……その手には、野球部から借りたものなのか、べこべこにへこんだ金属バットが握られていた。

「散々、手間を掛かけさせよって……クソが」

　乙姫は歩いて２人に近づく。バットの先が床ゆかに引きずられて、カララ……と音を立てる。

「イリスちゃん、早く！」

　ひなぎくは急せかす。イリスは困った顔をするが、彼女の真剣な様子に気け圧おされ、急かされるままに窓に身を乗り出した。

「なっ……窓から逃げる気か！」

　乙姫は声をあげたが、イリスは既すでに、外に垂らされたロープにしがみつき、しゅるしゅると下に降りていた。ひなぎくは必死にロープを握にぎりしめる。

　イリスは足で下の階の窓を横に開ける。最後に、ひなぎくを見上げた。

「……ヒナさん……」

　ひなぎくは、イリスを見下ろし、優やさしく笑えみを作る。

　下の階に入っていったのを見届けて、ひなぎくはロープからパッと手を離はなした。

　窓の外に、ロープは落ちていく。

　視線を、目の前に向けた。そこには、自分を取り囲む敵の大群がいる。

　血走った眼をした乙姫が、ひなぎくを睨にらみつけた。

「……どうするんだ」

　俺は呟く。見守ることしかできなかった。ひなぎくは無線機をつけていない。何を言ったところで彼女には届かない。

　くそ。何もできない状じよう況きようが悔しい。俺は、監視室に座って指示を送る役目に徹てつしていることにもどかしさを感じつつあった。

　しかし、もし俺がひなぎくと一緒にいたとしても、この場を脱だつする手段は見つからないだろう。

「…………」

　じり、とひなぎくは引き下がる。敵の集団は、ゆっくり近づいてくる。乙姫がバットを持ち上げて、肩かたにのせた。

　ひなぎくは───動いた。

　床を蹴ける。しかし室内の扉は大量の敵が封ふう鎖さしている。逃にげることはできない。

　彼女が向かったのは───調理台だった。走りながらいくつもの調理台を横切り、そこに置かれている小麦粉の袋ふくろを手に取っていく。

「捕らえろ！」

　乙姫が大声を上げ、バットをひなぎくの方に向けた。敵が襲おそい掛かって来る。

「ッ」

　ひなぎくは、胸に抱かかえた全すべての袋を引き千切り、中の小麦粉をぶちまけた。

　彼女に近づいてきた敵が、思わず咳せき込む。視界が、白く染まった。

　そこで俺は、彼女がしようとしていることに気がついた。

「ヒナ、やめろッ！」

　思わず、叫さけぶ。───しかし俺の声は、届かない。

　ひなぎくは、ニッと不敵な笑みを浮うかべ、乙姫を見た。

「わたしは、ただでは捕つかまらないよ。……全員まとめて、吹ふき飛ばす」

　コンロに手を伸のばす。つまみを捻ひねった。

　カチリ、と音がして、

　俺は、

「まッ───」

　モニターの映像が、

　爆ばく発はつの連れん鎖さを、映し出す。

　───粉ふん塵じん爆発。

　一定の濃のう度どをした可燃性の粉塵が、空気中に浮ふ遊ゆうした状態で引火すると、燃焼が伝でん播ぱして大爆発を起こす現象だ。

　それは、家庭科室内にいる全員が吹き飛ばされ、意識を失うくらいの威い力りよくがある。

「…………」

　モニターの、家庭科室を映す映像は、監視カメラが破は壊かいされたのか、砂すな嵐あらしになっていた。

「……ヒナ……」

　あいつは、自ら犠ぎ牲せいになりながら、乙姫率いる大群を巻き込んだのだ。




　17時40分、

「───はぁあッ！」

　バチン、と竹刀しないのぶつかる音が響ひびく。

　竹刀を合わせ、互たがいに押し合いながら、織田とムサシは睨み合う。両者の額には、汗あせが噴ふき出ている。

　ムサシが力を込こめ、織田を押し離した。２本の竹刀を構え、懐ふところに入り込もうとする。

「───ッ」

　織田は横に薙なぎ払はらいながら跳とんで下がり、距きよ離りを近づけさせない。

　刹せつ那なの沈ちん黙もくから、ムサシの息いき遣づかいを把は握あくする。一いつ瞬しゆんの隙すきを狙ねらって一気に踏ふみ込み、頭上から竹刀を振ふりおろした。

「ふんっ！」

　ムサシは右手の竹刀で受け止める。片かた腕うでだけで、衝しよう撃げきを堪こらえてのけた。もう一本の竹刀を脇わきの下に構え、背中に引いて、織田の胴どうを狙って突き込む。

「ぐ……っ」

　織田は身体からだを横にしてかわすが、腹に竹刀の先がかすった。衝撃は幾いく分ぶん受け流したものの、痛みが奔って顔を歪ゆがめた。ムサシは突いた手を素す早ばやく戻もどし、構えなおす。攻こう撃げきの後の隙すら見せない。今度は首を狙って横に斬きった。織田は身体を逸そらしてかわす。竹刀の残像が鼻先をかすめた。

　織田は、よろり、と一歩後ずさり、離れる。

「───そこでござるッ」

　ムサシは２本の竹刀を交差させて構え、織田に突っ込んだ。

　Ｘ字形に、竹刀を振り抜ぬく。

　織田は懸けん命めいに竹刀で受けるが、衝撃はずしりと重い。

「がぁッ」

　思わずうめき声をあげると同時に、身体が後方に飛んだ。───それでもなんとか倒たおれずに、踏ん張って耐たえる。

「ちっ……」

　苦しそうな表情をしながら、竹刀を床に突き立て、それに体重を預けて立った。隙の多い体勢だが、ムサシは織田に踏み込まなかった。彼もまた、疲ひ労ろうによって身体を動かせなかったのだ。

「……どうして、そのようにボロボロになっても、動けるでござるか」

　ぜぇぜぇと呼吸をし、肩を上下させながら、ムサシが訊たずねた。

「ボロボロ？　どこ見て言ってるのさ。僕はまだ、ピンピンしてるよ」

　顎あごから汗を滴したたらせながら、織田は笑みをつくった。

　はらり、と頭の包帯が取れそうになって、片手で巻きつけ直す。それを見てムサシが、

「どこも何も、貴様は元々怪け我がだらけでござる。そんな身体を酷こく使しすれば、すぐに痛みが出てくるでござろう」

「怪我なんて、もう治ってる。頭の包帯はファッションみたいなものさ。格好いいだろ？」

　そう口にした織田に、ムサシもニヤリと笑みを浮かべて、

「強がりを言っていられるのも、今だけでござる」

　そうして、２本の竹刀を交差して構えた。

　織田も１本の竹刀を、両手で握って身体の前に構える。

　睨み合って、対たい峙じする。両者とも、戦せん闘とう態勢に入っている。

　……そのまま、少しも動かない。緊きん張ちよう感は張りつめている。おそらく、次の一ひと振ふりで勝負が決着するだろうという予感がしていた。

　気を抜けばやられる。少しの隙も見せず、互いにいつ動くかを読み合っている。

「……織田。改めて言うが、お前はスポーツをやめるべきではない」

　ムサシが、織田をじっと見み据すえたままで、そう告げた。

「四天王の上に立つ存在になる可能性を持っているでござる。剣けん道どうの才能だけとっても、私と太刀たち打ちできる者は、そういないはずでござる。その才能を埋うもれさせるのはあまりにもったいない」

「……僕はもう、意思を変えるつもりはない」

　織田は、静かに答える。

「違ちがう景色が見たくなったんだ。僕はスポーツに関して、昔から何でも上手うまくやれたし、苦労することもあまりなかった。でも、それは才能のおかげなんだって気づいた時、急に冷めちゃったんだ。それで帰宅同好会に入った。そうしたら、才能だけじゃどうにもならない帰宅戦争モノにぶつかって、久しぶりに熱くなれた。なんとなくだけど……帰宅同好会あいつらといれば、これからもわくわくできるって、そう思ってる」

　その口調は、はっきりとしていた。

　ムサシの表情が、微かすかに動く。眉み間けんにしわがより、眼がいっそうに鋭くなる。

「そうか。……それは、残念でござる」

　再び、沈黙が訪おとずれた。緊張感はいっそう研とぎ澄すまされる。

　互いに、まるで動かない。

　……一瞬で、この戦いは終わる。

　その一瞬が、たった今まばたきする間に訪れるのか、それとも気の遠くなるほど先なのか、それはわからない。

　織田の呼吸が、荒あらくなってきている。集中力が切れかけているのを、必死に堪えているのだ。それはムサシの方も同じだった。額に噴きだす汗を拭ぬぐうこともできず、顎から滴したたり落ちるのに任せている。

　ムサシが───ほんの微かに、強く息を吸い込んだのを織田は聞いた。

　───両者が、同時に動いた。

　瞬間的に加速し、突とつ進しんする勢いで踏み込みながら、竹刀を後ろに引く。そして、振った。

「────ッ」

　ムサシが２本の竹刀をＸ字形に振り抜く。織田はその中心に、振り落としてぶつけた。

　鋭するどい音が、廊ろう下かに響き渡わたる。

　衝撃に、織田の表情が歪んだ。竹刀を握る手が、その重圧に耐えられなかった。織田の竹刀は、弾はじき飛ばされて彼の手を離はなれる。

　投げ出された竹刀が、宙でくるりと回転する───。

　ムサシが、目を見開いた。

　竹刀を失い、両手を空にした織田が、拳こぶしを握にぎりしめていた。

「よく聴きけ、ムサシ───」

　拳を顔の横に引き、身体をねじって振りかぶる。

「名めい誉よだろうと、何だろうと……大した苦労もなく得られちまったら、それにきっと価値はないんだ。自分の居場所ってのは、必死に戦って───勝ち取るもんだろッ!!」

　あらん限りの力を込めた拳が、ガラ空きになったムサシの顔面に、めり込んだ。

　そのまま、殴なぐり飛ばす。ムサシの身体が、ぶっ飛んだ。

「がふ───ッ」

　断だん末まつ魔まの叫びのようなうめき声を漏もらし、ムサシは床ゆかに落ちていく。

　どすんと音を立てて倒れ伏ふすと、完全にのびて、動かなくなった。

「…………」

　ムサシを殴り飛ばした織田は、息を切らしながら、手の甲こうで汗を拭った。

　そして、無線機に口を近づけ、俺に語りかけてくる。

「……こちら、織田。ずいぶん時間をかけちゃったけど、剣道部を撃げき破は」

　言い切って……膝ひざから床に崩くずれ落ちた。

「……おい、大だい丈じよう夫ぶか？　織田！」

　俺は叫ぶ。すると、織田はごろりと仰あお向むけになって、天てん井じようを見つめながら、

「悪い。ちょっと疲つかれちゃって……すぐには動けなさそうだ。少し休ませてくれ」

　はぁ、はぁ、と苦しそうに呼吸を繰くり返しながら、ぼんやりとした目を細める。

　よく見れば、彼の頭の包帯には血がにじみ、赤く染まっていた。

　……無理、してたんだろう。

　本当はまだ、織田の怪我は完治していなかったのだ。




　17時46分、

　トランシーバーから、

「───佐藤くん───」

　その声を聞いた途と端たん、思わず椅い子すから身を乗り出した。

　慌あわててトランシーバーをぴったりと耳に当て、聞こえてくる音に神経を集中した。

「椎名か……？」

　問いかける。

　返事の代わりに聞こえたのは、懸命に走っているような息遣いだった。

　───時計台に、向かっている？

　彼女は、荒い呼吸の合間に声を発するようにして、俺に向けて語りかけてきた。

「佐藤くん……あたし、自分がどうしたいか、わかったの」

　それは、帰宅戦争前に会話した時のような、淡たん々たんとした声ではなく。

　感情を露あらわにした、心の叫さけびだった。

　俺は、祈いのるような気持ちで耳を傾かたむけた。

「あたし、退学を受け入れることなんて、できてない。声楽家の活動に戻るのも、学校生活を手放すのも、父の言葉に従い続けて生きてくのも、本当は、嫌いや」

　独白のような口調で、紡つむぎだされる言葉。

　……彼女は、やっと、胸の内を吐と露ろしてくれたのだ。

「今から時計台に向かっても、間に合わないかもしれない……辿たどり着けないかもしれない……でも、全力で走るから。だから、待ってて」

「椎名、」

　俺が口を開いた時───コン、コン、とドアが叩たたかれる音が聞こえた。

　振ふり返り、監かん視し室のドアの方を見つめた。

　……誰だれだ。

　じっとドアを見つめていると、カチャリと音がして、鍵かぎが解かれた。

　様々な可能性に思考を巡めぐらせる。

　───そして、その最悪の想定が、現実となった。

　ドアが開き、そこに姿を見せたのは、四天王のひとり、マジックだったのである。しかも彼はひとりではなく、奇き術じゆつ部の連中を引き連れていた。

「いやぁ、本当に君がここにいるとは。驚おどろいた」

　マジックは嬉うれしそうな表情を浮うかべ、黒いサングラスの奥で俺を見た。

「君たち帰宅同好会は、妙みようにこちらの位置を把は握あくして動いているような感じがあったからねぇ。まさかと思って色々調べてみたら、監視室とかいう部屋があると知ったんだよ」

　もしかしたら、こいつなら気づくかもしれない、という予感はあった。

　しかし、鍵まで手に入れて、やって来るなんて。

　……逃にげ道はない。

　つまり、この状じよう況きようは絶望的だってことだ。敵の人数を考えれば、煙えん幕まくなどを使って無理やり突とつ破ぱすることはできないし、今は仲間に助けを呼ぶことも難しいだろう。

「こいつを、拘こう束そくしろ」

　マジックの指示に、奇術部員たちが動く。すぐさま俺を囲み、取り押さえた。

「……トランシーバーも破は壊かいしろ。こいつは、何を企たくらむかわからないからな」

　指示に従って、頭につけていたそれを、俺の背中に立つ奇術部員が外す。放ほうり投げて床に落とすと、思い切り足で踏ふみつけた。

　プラスチックが割れて辺りに散らばり、機械部品がむき出しになる。それを再び踏みつけ、完全に破壊した。

「服の中のモノも、全すべて確かく認にんしろ」

「……おいおい、そこまでするのかよ」

　思わずそう言ってしまった。しかし奇術部員たちは容よう赦しやなく、俺の身体からだをぺたぺたと触さわり、ポケットに手を突つっ込んで中身を引っ張り出す。

　出てきたのは、煙幕の玉が４つと、先ほど口に入れたガムの残り。あとスマートフォン。それらは全て没ぼつ収しゆうされた。

「悪いねぇ。この戦争が終わったら、ちゃんと返してあげるから心配しなくていい」

　マジックはねっとりとした口調で言った。

　あらゆる可能性を潰つぶしてくる奴やつだ。はっきり言って、困ってしまった。

「しっかし、この部屋は素す晴ばらしい。敵も味方も、全て把握できるじゃないか。もっと早く存在を知りたかったよ」

　彼はきょろきょろと室内を見回しながら歩く。

「そいつは、我々の部室に連れて行って拘束しておけ。拘束する時は、手だけじゃなく足も縛しばっておけよ。私は、もう少しこの部屋を見てから行く」

　俺は、奇術部員たちに連れられて、監視室の出口に向かう。

　ちょうど扉とびらの前に来た時、モニターに顔を向けながら、マジックが言った。

「……もう、この戦いの決着はついたようなものじゃないか。お前の仲間たちが捕つかまえられていく様を、ここから眺ながめるとしようか」

　俺はドアの縁ふちに手をつきながら、振り返って答える。

「俺たちは、ただでは終わらない。それを、見ていればいい」

　俺の言葉に、マジックは肩かたをすくめてみせた。

　そうして、ドアは閉まる。

　廊下に出た俺は、奇術部員たちに逃げ出さないよう取り囲まれながら歩き出す。

　奇術部の部室は、２年生校舎の１階、玄げん関かんのすぐ近くにある。玄関の目の前を通るというのに、そちらに向かえないとは何とも悔くやしいものである。

　せめて煙幕か何か、道具を持っていれば話は違ちがったのだが……。

　俺は何も入っていないポケットに手を突っ込みながら、大人しく歩く。

「お前たちのボスは、今いま頃ごろ困っているかもしれないな」

　俺は、周囲の奇術部員たちに向けて、そう口にした。

「さっきまで俺、ガムを嚙かんでてさ。監視室のドアってオートロック型になってるんだけど、部屋を出る時に口から出したガムを鍵かぎ穴あなに詰つめ込んじゃったんだ。鍵のボルトが動かないせいで、もうあいつはドアを開けられないかもしれない」

「……お前っ！」

　奇術部員のひとりが俺の胸むなぐらを摑つかむ。くっつくくらいに顔を近づけて、激げつ昂こうした。

「俺たちは、ただでは終わらないって言ったろ？」

　睨にらみ返して、そう言い放った。

「くそ。数人、監視室の方へ向かえ！　マジックさんを助けるんだ！」

　俺を取り囲む内の２人が、慌てて監視室のある方へ走り出していく。それを、ポケットに手を突っ込んだまま見送った。

　……まぁ、こんな嫌がらせをしたところで、俺が助かるわけじゃないんだが。

　腕うで時計で時刻を確認する。───17時、50分。

　味方は、今頃どんな状況だろうか。当たり前だが、モニターもトランシーバーもなければちっともわからない。

　椎名は、時計台に近づけているだろうか。

　織田やひなぎくは、戦線復帰は叶かなわないだろうが、どうなっているのだろう。

　イリスは───

「───センパイ、助けに来たッス！」

　その声に、俯うつむいていた顔をがばりと上げた。

　沢たく山さんの赤い筒つつを胸に抱かかえたイリスが、廊ろう下かの曲がり角から飛び出した。

「あいつはっ！」

　奇術部の連中が、指を指して声をあげる。それと同時に、イリスが赤い筒を俺たちの方に向かって投げた。

　───爆ばく竹ちくだ。彼女の背負うリュックの中に、入れておいたものだった。

　パパパパパッ！

　耳をつんざくような爆ばく音おんがして、閃せん光こうを発しながら次々に爆発する。

「うわあああっ!?」

　奇術部員たちは驚いて飛びあがり、こけつまろびつそこから逃げ出す。

　俺は、耳を塞ふさいでその場から動かない。取り囲む敵がいなくなり、自由になった。

「逃げるッス！」

　イリスが叫んだ。彼女の指さす先には───ロビースペースに繫つながる、玄関がある。

「くそ、爆竹か！」

　連中は気づき、俺とイリスに目を向けた。

　俺の周囲には、イリスの爆竹のおかげで誰もいない。しかしイリスの方には、逃げてきた奇術部員たちが行ってしまっていた。

「イリス！」

「ワタシには構わず、行ってください！　玄関は、すぐそこッスから！」

　イリスは、逃げるそぶりも見せず、俺の方を見つめ、必死に叫んでいる。たちまち奇術部の連中に、わっと取り囲まれた。

　俺の足は……動かない。

　きっと、少し前までの俺ならば、すぐさま逃げ出すことができていただろう。

　けれども今……彼女の言葉に従うべきかどうか、迷っていた。自分の目の前で敵に襲おそい掛かかられ、取り押さえられていくイリスを見捨てることに、大きな葛かつ藤とうがあった。

　しかし、道具も何も持っていない今の俺に、彼女を助けることができるだろうか。もしかするとできるかもしれないが、可能性は低い。

　イリスは、まるで俺の背中を押すように、笑顔をつくった。

「ご褒ほう美びに、今度いっぱい頭撫なでて欲しいッス」

　ようやく、足が動いた。

　彼女の作ってくれた道を進むことが、その犠ぎ牲せいに対する報むくいになるのだと、そう思った。

　いよいよ敵に捕とらえられたイリスの姿を尻しり目めに……俺は、駆かけ出した。

　玄関に向けて、がむしゃらに廊下を走る。

　この戦いに負ければ、帰宅同好会は終わりだ。やってきたこともすべて無む駄だになる。

　状況を振り返れば、帰宅同好会は、壊かい滅めつ状態に近いと言っていいだろう。

　けれどもそれがどうした。記録的大勝利を果たすためには、何があっても第一に、諦あきらめないことだ。

　そうして俺は、玄関に辿り着く。抜ぬけると、屋根のついたロビースペースに足を踏み入れ、目の前には校門まで一直線にのびるインフォメーションギャラリーの景観が広がった。

　立ち止まって、見み渡わたす。

「こりゃあ……チャンスだな」

　最後の最後で、運が味方に回ったと感じた。最大の難所であるインフォメーションギャラリーは、思いがけないことに、かなり閑かん散さんとしていたのである。

　乙姫のせいで、３年生校舎に人が集まりすぎたのが原因か。それとも、帰宅戦争の最終日である今日は、彼らにとって部費アップのラストチャンスであるため、校門を守ることより帰宅同好会を捕まえに行くことを優先させる部が多かったのか。

　あるいは───校門を守るのは、こいつらだけで、十分すぎると考えたのか。

　インフォメーションギャラリーの中心には、筋肉隆りゆう々りゆうの巨きよ体たいたちが横一列に並んでいた。

　ラグビー部だ。

　彼らの前で腕を組んで仁に王おう立だちになっているのは、四天王のひとり、ヤマト。

　ヤマトはロビースペースに出てきた俺を見て、ニッと笑った。

「ようやくここまで辿たどり着いたか。待ちくたびれておったぞ」

　ゴリラのような体たい軀く。ツルツルのスキンヘッドで、いかつい髭ひげを生やしている。あまりに巨体で、同じ学生だとはとても思えない。

　俺は歩き出した。インフォメーションギャラリーをゆっくり進み、彼らに近づいていく。

　ラグビー部の連中と30メートルほど距きよ離りを置いたところで、立ち止まって対たい峙じした。

　立ち並ぶ敵の姿を、右から左に見回す。デカくてゴツい肉体をしているだけでなく、全身から醸かもし出すオーラが強きよう[image: 靭]じんで屈くつ強きようで、精神的な鍛たん錬れんが積まれていると理解できる。

　とても一人では太刀たち打ちできる相手だとは思えない。

　太陽は既すでに傾かたむいている。夕暮れの紅くれないに景色は染まり、一本道の両りよう脇わきに設置された掲けい示じ板ばんが、長い影かげをつくっていた。

　53分、

　ごくりと唾つばを吞のみ込む。

「椎名……頼たのむ」

　祈いのりが、口をついて出た。もうこの状じよう況きようでは、彼女に頼たよることしかできない。

　ヤマトが腕を組んだまま、口を開いた。

「哀あわれにも、辿り着いたのはたったひとりというわけだ。お主だけで、ここを突破するために我々と戦うか？」

「……何言ってんだ、当たり前だろ」

　言い返すと、ハッハッハ！　と豪ごう快かいに笑い飛ばした。

「ううむ。結構、けっこう。ならば盛せい大だいに当たって砕くだけるがいい。帰宅部設立などという希望もろとも、打ち砕いてやろう」

　ヤマトは凄すごみのある声でそう言い放ち、その巨体で俺を見下ろした。

　その背後に立つラグビー部員たちが、腰こしを落とし、肩をつけてスクラムを組む。

　戦せん闘とう態勢になる。

　走力でも、腕わん力りよくでも、俺を超ちよう越えつする敵だ。まともにこいつらを突とつ破ぱしてあの場所に辿り着くのは、不可能と言っていいだろう。

　54分、

　俺は、遠くに見える校門に、視線を向けた。

　そこで、気がついた。そこには一台の黒くろ塗ぬりの車が停まっていて、そして───

　───椎名宏一郎が、いたのである。

　ポケットに手を入れて突つっ立ち、険しい顔をして、俺を見つめている。

　約束通り、来ていたのだ。

「…………ッ」

　腕時計の秒針は、ゆっくりとその時に近づいている。俺はじりじりと敵に近づきながらも、大きく踏ふみ出さず、待ち続ける。

　とうとう10メートルくらいまで近づいて、止まった。

　この距離が、限界だろう。

　沈ちん黙もくが流れる。

　ラグビー部の連中が、獲え物ものを狩からんとするような鋭するどい目つきを俺に向け、腰を低くして構えている。ヤマトの指示で、一いつ斉せいに襲い掛かって来るのだろう。

「……椎名……っ」

　そして……時計の針は、55分を指した。

　鳴れ。

　祈りを、心の中で叫さけんだ。

　どうか、鳴ってくれ───ッ！

　沈黙に耐たえかねて、ヤマトが俺を指さし、大きく息を吸い込んだ。

　戦いが、




　ごおおぉぉん、ごおおぉぉん……。




　───その鐘かねの音は。

　彼女による、父親への反旗であり。

　敷しかれたレールの上から飛び出した、証明だった。

「……残念ながら、タイムアップだ」

　ヤマトが、呟つぶやくようにして言った。

　確かく認にんする目的で、時計台の針を見た。そして、目を見開いて硬こう直ちよくする。

「な──────まだ、18時では、ない!?」

　ヤマトは視線を目の前に戻もどした。俺は───とっくに、走り出している。

「うおおおおおぉぉぉぉぉッ!!」

　横一列に並ぶラグビー部を右に迂う回かいして、校門に向けて無我夢中で駆ける。連中は慌あわてて俺を捕つかまえようと、一斉に動き出す。

「奴やつを───奴を、逃のがすなああぁぁッ!!」

　周囲に轟とどろく、ヤマトの叫び声。ラグビー部員たちは、全速力で追いかけてくる。

　決死の覚かく悟ごで、一心不乱に、猛もう烈れつに駆ける。

　無数の手が俺に向かって差し伸ばされる。身体からだを回転させ、すんでのところでかわす。

　目の前に、校門と、そこに立つ椎名宏一郎の姿を捕らえた。

　彼は驚おどろいた様子で、一歩後ろに下がる。

　残り、十数メートル。

「逃さんぞおおおぉぉぉッ!!」

　ヤマトが全速力で追いかけてくる。俺との距離は、ぐんぐん縮まる。もうちょっとだ。頑がん張ばれ。死ぬ気で走れ。絶対にやり遂とげろ───

「───行けえええええぇぇぇぇぇえええええええええええッ!!」

　俺は、右足を地面に思い切り踏み込む。そして、あらん限りの力を込こめて、蹴けった。

　跳とんだ───。

　校門に、飛び込む。

　ヤマトがほとんど同時に、俺の身体に向けて飛び込んだ。

　空中で、ヤマトの両手が、空を切る。彼の表情が、歪ゆがんだ。

　俺の身体が──────

　──────校門を、抜けた。

　ヤマトと共に、地面に落ちる。勢い余って、地面の上を数メートルもざぁっと滑すべった。

「やった……！」

　顔を上げ、汗あせをだらだらと垂らし、死にそうな息を吐はきながら、後ろを振ふり返る。

　校門の向こうには、地面に倒たおれ込んだラグビー部員たち全員が、俺を見ていた。

　彼らは……みな笑え顔がおだった。

「……おめでとう」

　俺の隣となりに転がったヤマトが、穏おだやかな口調で、そう言った。

　……くそ、なんだよ、お前ら。

　なんでそんな、嬉うれしそうなんだよ。

「お主……いい目の色をするようになったな」

　うるせぇよ。

　俺の目は、お前らみたいに青春色してねーっつーの。気持ち悪いくらいにキラキラ輝かがやいてるお前らと、一いつ緒しよにすんじゃねーよ。

　え……もしかして、そんな目の色になってるの、俺？

　そして、ヤマトは立ち上がり、校舎の方に向けて、びりびりと空気が振しん動どうするような大声で言い放った。

「総員に告げる!!　今、戦争は終しゆう了りようした!!　直ちに、各部の活動に戻れよ!!」




　　　　☆




　どこかで、カラスが鳴いていた。

　夕暮れも終わりかけ、とうとう日にち没ぼつになっていく空は、紅と黒のグラデーションに染まっている。

　ヤマトが校舎の方に戻っていき、校門に残された俺は、ゆっくりと立ち上がった。

　よろけながらも、膝ひざに手をついて、顔を上げた。

　目の前には、険しい顔をしたままの椎名宏一郎が、俺を見つめていた。

　俺は呼吸を落ち着かせ、めいっぱい肺に酸素を取り込んでから、

「……先日も言いましたが」

　そう、切り出した。

　宏一郎が、眉み間けんに少し皺しわを寄せて、怪け訝げんな顔をする。構わず言った。

「あなたのやり方は、間ま違ちがってると思います。……娘むすめに、合唱部に入部することを強要して、それができなければ退学だなんて、やりすぎじゃないですか」

　その言葉は、だいぶ唐とう突とつだったかもしれない。

　彼は黙だまったまま俺を見つめた。

　少し考えるようにしてから、ややあって、低い声で答えた。

「……そうだろうか。凛花は声楽家として成功している。歌を歌うことによって沢たく山さんの人間から称しよう賛さんを受け、そして愛された。その才能によって、将来すら約束されている。それは、私のやり方が正しかったからではないか？」

　それに対し、俺は真まっ直すぐに見み据すえ、訊たずねた。

「……彼女が今、本当に幸せだと？」

　その問いかけに、彼はポケットに手を突っ込み、そして頷うなずいた。

「私個人としても、そして世間的に見ても、この上ない幸せであると思うがね」

　───その時、校舎の方から、誰だれかの足音が聞こえてきた。

　俺と宏一郎は、同時にそちらに顔を向ける。

　そこには、凛花がスカートをひるがえしながら走って向かって来ている姿が見えた。

　ようやく俺たちの前に辿たどり着いた彼女は、足を止める。そして、対峙する俺と父親を交こう互ごに見た。

　少し迷って、それからゆっくりと……俺の隣に立った。

「…………凛花」

　宏一郎は、呟くように彼女の名を呼んだ。

「お父様……すみません」

　椎名は俺の隣で、少し俯うつむき、それだけ言った。

　……彼女は、父を裏切ることができないと語っていた。

　それは、唯ゆい一いつの肉親に対する愛情でもある。

　だからこそ俺は、帰宅戦争に勝利したことを盾たてに取り、彼女の退学を取り消すだけでなく、宏一郎を説得しなければならないと、そう考えていた。

「先ほどの言葉ですが……俺は、違うと思います」

　宏一郎が、俺を見た。

「───人の幸せの在あり方を決めるのは、世間でも、あなたのような親でもない。その人自身であるべきだ」

　そこでいったん間を置き、続けて言葉を紡つむぐ。

「彼女は言っていました。大勢の人々に注目されたり、好こう奇きの眼まな差ざしを向けられたりするのは、苦しいと。心が拒きよ絶ぜつしていることを強要されて、それが幸せだなんて感じるはずがない。自分の在り方も決められない人生が、幸せだなんて言えるはずがないんです」

　その言葉は───彼の感情を動かした、という感覚があった。

　俺が言い終えるのに合わせて、凛花は顔を上げた。

　父を見つめる。祈いのるような瞳ひとみをして。

　宏一郎は、一層表情を険しくした。先ほどまでとは違う、感情の入った口調で言った。

「……凛花もきっといずれ、私がしてきたことの価値に気づく時が来るはずなのだ。お前に、一体何がわかる？　私の人生の何を知っている？　昔の自分を救ってくれたのは、歌なのだ。私が信じられるのは、歌だけなのだ」

　俺は、黙って言葉を受けとめる。

　彼について、色々と調べていた。生おい立ちをまとめたような記事や、過去の様々なインタビューを漁あさった。

　その中で知った。生きるのもやっとなくらいに貧びん乏ぼうな家庭に生まれ育ったこと。声楽家の道を志しながらも、高校を出てからは、ごく普ふ通つうの会社員として働き始めたこと。若くして結けつ婚こんしたが、凛花が生まれてすぐの時期に、事故で妻を失ったこと。それから職を失い、凛花を育てるのも難しい状じよう況きように追い込まれたこと。

　そして───その後、声楽家となり、大きな成功を収めたこと。

　彼の言っていることは、痛いほどによく理解できた。

　彼にとって、歌というものはまさに救いであり、信じられる唯一のモノであるのだろう。

「たったひとりの娘の幸せを願い、自分と同じように歌を歌わせることの、何が間違っているというのだ」

　その願いは、きっと何も間違ってはいないだろう。

　それでも。

　俺は、口を開く。

「あなただって───自分自身で声楽家になろうと、決めたんじゃないですか」

　その言葉に、一いつ瞬しゆん彼はハッと目を見開いて、声を詰つまらせた。

「……あなたのことを調べました。それで、知ったんです。あなたは、両親や周囲の人たちの大反対を押し切って、声楽家になることを決めたんだ」

「…………」

　宏一郎は何も返さない。ただ、俺を見つめるばかりだ。

　俺は少し間を置き、深く深呼吸をしてから、再び言葉を紡いだ。

　彼を説得しているつもりなのに……いつの間にか、自分の過去を思い返していた。

「……俺は、青春を謳おう歌かしていたり、夢に向かって頑張っていたりするような、キラキラした奴らのことが大だい嫌きらいな、ひねくれた人間です。そうなってしまったのは、中学生時代に、大きな挫ざ折せつと失敗をしてしまったからです。

　今でも思うんです。中学校への進学時、自分自身で進む道を決めていたらって。俺の進んだ道は、周囲の人たちが『その方が、絶対に幸せになれるから』と言って、勝手に決めてしまったものなんです。それは、一番の後こう悔かいです。

　自分で選んだ道で失敗すれば、その原因は自分にしかない。だからこそ、自分を変えようというエネルギーになる。でも、他人に強要された道で失敗すれば……それは、周囲に対する憎にくしみになってしまうんです」

　だからこそ、思う。

「在りたいように在ることは、難しいです。でも、在りたい自分を決めることくらいは、誰しも認められていいと思います」

　それは、全校生徒と戦争してまで帰宅部設立を目指した俺の、信念のようなものだった。

　凛花を見た。すると、目が合った。

　俺を見つめるその瞳は、決心したような、真っ直ぐな瞳だった。

　彼女は、父親の方を向いた。

「お父様、」

　その声は、凛りんとしていた。

　考え込むような表情をして口をつぐんでいた宏一郎は、首だけ動かして凛花を見る。

　凛花は、一心に宏一郎を見つめ、

　小さく息を吸って、

「あたし、やっと自分の居場所を見つけたんです。……学校、どうしてもやめたくない」

　それは、ただそれだけの言葉でありながら。

　懇こん願がんするような必死さが、どうしようもなく伝わってきた。

　宏一郎は、おもむろに視線を落とし、腕うでを組んだ。

「…………」

　目を閉じて、しばらく黙り込む。

　凛花は、ぎゅっとスカートを握にぎって、父の答えを待つ。俺も、宏一郎を見つめた。

　沈ちん黙もくに……微かすかな声が、聞こえた。

「……そうか……」

　宏一郎は、目を閉じたまま、何度か頷く。

　組んだ腕を解き、ゆっくりと顔を上げた。

　凛花の方に身体からだを向け、正面から顔を合わせると、

「……それなら、これからは自分の思うようにやってみろ」

　彼は、そう口にした。

「…………いい……の？」

　凛花は、目を丸くして父を見つめながら、訊ねる。

　宏一郎は頷き、ちらりと俺を見やって、再び凛花に視線を戻もどすと、

「あぁ……だが、もしも間違った方向に進むようなことがあれば、止めるからな」

　彼は険しい顔つきのままで、厳しい口調を崩くずさない。

　けれども、俺も凛花もわかっていた。その厳しさの裏にあるものを。

「お父様、ありがとうございます」

　凛花がそう言って、頭を下げた。

　宏一郎は、俺に顔を向けた。

「退学届は、約束通りに取り下げよう。……今から直接学校に行き、手続きをして来ようじゃないか」

　俺は、真っ直ぐに答えた。

「はいっ」

　そうして、凛花を見る。頭を下げた彼女の顔が、俺の方を向いていた。

　見合わせた顔が、みるみる笑顔に変わっていく。それは、いつも俺の見ているものと変わらない、悪戯いたずらっぽくて、心の底から純じゆん粋すいな表情だ。

　……やっぱりこいつには、こういう顔の方が似合ってるんだ。

　俺も、思わず笑う。

　凛花は下げた頭を元に戻し、満面の笑えみをして、

「やった────────────────っ!!」

　喜びを爆ばく発はつさせて、大声をあげた。

　電線に止まったカラスの群れが、驚おどろいてばさばさと空に飛び立つ。

　彼女はそのまま、飛び込むようにして、がばりと俺に抱だき着いてきた。

　首に手が回されて、思い切り、ぎゅーっと抱き締しめられた。密着した彼女の身体から、ふわり、とフローラルの香かおりがした。

「えへへ」

　凛花は嬉うれしそうに笑い声をあげ、俺の胸に深く頭をうずめる。

　俺は、顔が熱くなっていくのを感じた。

「お、おい！」

　思わず叫さけぶ。それでもたっぷり数秒経たってから、ようやく彼女は我に返って、バッと俺から身体を離はなした。

　両手を開いて頭の横に上げたまま、俺に向けた顔を、かぁっと赤く染めていく。

「……えと。その、これはっ。あたしなりの、感謝というか……いや、そうじゃなくてっ」

　真っ赤になって、わたわたと両手を振ふりながら、よくわからないことを言い始める凜花。

　俺たち２人を眺ながめながら、宏一郎が怪け訝げんな顔をして言った。

「それで……お前たち、どういった関係だ？」








Epilogue









　５月も中ちゆう旬じゆんになり、私立帝てい成せい高校は新学期の騒そう々ぞうしさから解放されて、ようやく落ち着きを見せていた。

　部活の勧かん誘ゆう期間は終わり、生徒たちはそれぞれの部でそれぞれに活動している。

　みな、自分なりの幸せというものに向かって青春を謳歌していた。

「はぁー、もうすぐ中間テストかぁー。面めん倒どう臭くさいわねー」

　椎しい名なは両手を頭の後ろで組み、ぐだぐだ文句を言いながら歩いている。

「そうだ、みんなで勉強会しないッスか？　きっと楽しいッス」

　イリスはさっきからずっと一人で喋しやべっていたが、椎名のぼやきに食いついて、嬉しそうにそう提案した。

「それ、いいかもな。ほら、うちにはヒナがいるんだし。みんなで勉強教えてもらおうぜ」

　俺もその提案に乗っかる。

「えー。そういうのは、まず自分の力でなんとかしようとしてから言ってよ」

　一番後ろを歩くひなぎくが、俺の後頭部を小こ突づいて、不満そうに口にした。

「勉強なんて気にしないのが一番だよ。あ、そうそう。駅前においしいラーメン屋ができたらしいねぇ」

　テスト成績最下位候補の織お田だは、もう諦あきらめた様子でそんなことを言っている。

　１ヶ月前の光景が噓うそのように、インフォメーションギャラリーは平へい穏おんだ。俺たち５人は、校門に向かってのんびりと歩いていた。

　帰宅戦争に勝利を果たした俺たちは、学校公認の「帰宅部」となった。日本屈くつ指しの部活動強きよう豪ごう校、帝成高校の部となったからには、「帰宅のエキスパート」でなければならない。

　要するに、その誇ほこりに恥はじぬよう、毎日楽しく帰宅しなければならないということだ。

　聞くところによると、人は、どうしようもないほどの困難に直面し、それを乗り越こえた時、大きく成長するらしい。

　死に物狂ぐるいで帰宅戦争を乗り越えた俺の場合は、どうなんだろう。結局のところ、放課後になればさっさと帰宅して好き勝手に遊びほうけるという、どうしようもない男に戻っただけである。

　やはり人というのは、しかるべき場所に落ち着くのだろうな。
















　このままずっと、アンチ青春を掲かかげて生きていくのが、俺には相応ふさわしいのだろう。となれば、行動を共にするのに、これだけ最適な仲間は他にいないはずだ。

「じゃあ、このままラーメン食べに行くか」

　俺は、みんなに向けて、そう言った。

　……ちょうどその時、雲に隠かくれていた太陽が姿を現し、明るい光が差し込んだ。

　思わず目を細める。

　あれ、太陽ってこんなに眩まぶしかったっけ。

　てのひらを顔の前にかざして、空を仰あおぎ見る。夕暮れになりつつある時刻の日の光は、少しだけ黄色がかっていて、とくべつ明るい感じがした。

　そんな光に照らされて、学校の校舎が、あるいは校門の向こうに広がる街並みが、キラキラと輝かがやいて見えていた。

　ハッ、と軽く笑い飛ばす。

　灰色だった光景は、いつの間にやらカラフルだ。

　───きっとセカイは、そういう『かたち』をしているのだろう。








あとがき









　昔から、モノを創つくるのが好きでした。

　中学生から高校生くらいまでの頃ころ、ＤＴＭという、パソコンを使った楽曲制作にハマっていました。自作の曲を、ひっそりとネットで公開するだけの活動だったのですが、ある時『同人サークル』という世界を知り、興味半分で飛び込んでみることにしました。

　同人サークルというと、エロ漫まん画が作りのイメージが定着しているようですが、僕が参加したのは、オリジナルのアプリやゲームの開発をしているサークルでした。

　僕は当然、音楽担当で参加しました。

　しかしその時、はっきりと痛感したのです。僕には楽曲制作の実力がない。これでは、皆みなの足を引っ張ることしかできない。そこで僕は、言いました。

「文章を書く仕事をください」

　ほら、システムメッセージとか操作説明文とか、そういうのあるでしょう。要するに僕が言いたかったのは、「雑用やらせてください」ってことだったんです。けれどもどういうわけか任されたのは、物語を作り、それを文章で表現する仕事でした。

　それは、予想を遥はるかに超こえて大変なものでしたが、それにも増して面おも白しろく、いつの間にか楽曲制作以上に没ぼつ頭とうする趣しゆ味みとなりました。そんなことが、やがて僕が『帰宅戦争』という本を出版し、作家デビューを果たすに至るルーツとなりました。

　というわけで、皆さま初めまして。鬼おに火びあられと申します。これからもどうぞ、よろしくお願いいたします。

　以下、謝辞とさせていただきます。

　まずは、イラストを担当してくださった、ちりさま。最高に魅み力りよく的なキャラクターを描えがいていただき、ありがとうございます。キャラデザをいただいた際、秀しゆう逸いつすぎてテンション上がりまくりました。今や、すっかり大ファンです。続いて、編集部の皆さま。特に、担当編集者のＯさま。僕の作品を良くしようと、とてつもない熱量を注いでいただき、ありがとうございます。おかげさまで、この作品は二倍も三倍も良くなりました。

　そして、この本を手に取ってくださった読者さま。あなたのおかげで、僕は存在していられます。もっともっと楽しませることができるよう、これからも精進します。

　ではまた、（なるべく近いうちに）会いましょう。さようなら、さようなら。


鬼火あられ












帰き宅たく戦せん争そう




帰かえりたいんだけど戦せん争そう起おこしてもいい？








鬼おに火びあられ
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